
4.教育課程・学習成果

3.令和7年度の「看護研究」科目担当者会議は、当該科目の運営
が大きな問題はなかったことから、看護の統合実習の科目担当者
会議と同時に、1回のみ実施した（2026年1月15日)。

4.①学生委員会との協働により学び方支援プログラムを実施し
た。新入生ガイダンス期間以外に行った2回目、3回目は欠席者が
増えた（出席率第2回72.7％、第3回68.1％）。参加した学生の満
足度は高く、開催意義はあるものの、ボランティア学生募集や別
学年の臨地実習期間での開催による教員負担が大きかったことか
ら、2026年度の開催は見送ることとなった。
②ヘルスデータサイエンスプログラム：修了者は4名のみであっ
た。今後は全学共通のコース申請となり、必修科目で構成される
ため、全学生の修了が見込まれる。それまでの移行期間は履修ガ
イダンスでコースに含まれる選択科目の履修を強く推奨してい
く。
③教学マネジメントプロジェクトは当初の目的を達成したため、
解散し、教務委員会が引き継いだ。DP到達度の分析調査のフォ
ローアップとして、各科目において到達目標に沿った評価を実施
しているなか、シラバスの分析を行った。結果、対象科目49科目
のうち、8割の39科目で記載が確認できた。

1.DPおよび学年目標について、前年度3月上位学年対象の履修ガ
イダンス、4月新入生対象の履修ガイダンスにて説明した。
学年目標の到達度について、2～3月に自己評価を行った。その実
施率は4年次は87.3％と前年度と比べて10ポイント以上上昇し
た。1～3年次は75.6％（1年次）、79.5％（2年次）、77.9％（3
年次）と横ばいながらも75％以上を維持した。

1.前年度3月に上位学年対象の履修ガイダンスでDPと学年目標を
説明し、4月には新入生対象の履修ガイダンスにて説明した。次
に、2～3月に改めて説明し、学年目標達成度の自己評価を実施し
た。3月末日時点での実施率は、全学年目標だった85％をいずれ
も下回り、昨年度よりも低下していた（1年次75.6％、2年次
79.5％、3年次77.9％、4年次75％）。

内部質保証推進会議

【評価区分】Ⅳ：年度計画を達成している（達成率100％）Ⅲ：年度計画を概ね達成している（達成率80％以上）Ⅱ：年度計画を十分には達成できていない（達成率60％程度以上）Ⅰ：年度計画を達成できていない（達成率60％程度未満）
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「計画達成のための方策」
1.学年別目標の周知と評価の実
施。

　
Ⅳ

【年度計画10-1】
1.学年別目標の周知と評
価：4月履修ガイダンスで説
明、2～3月学年別目標に
沿った学生自己評価の実
施。

〇医療保健学部看護学科
【計画10-1】㋐
医療保健学部看護学科の新カリ
キュラムの運用と評価を実施す
る。

Ⅲ

2.eポートフォリオの運用。

3.新カリキュラムのモニタリン
グ・新規科目の準備・改善・評
価の実施。

2.WebClassを用いた学修ポートフォリオの実施率は、1年次
76.4％、2年次77.8％、3年次56.6％と前年度より低下し、特に3
年生において実習終了後の記載率が低かったため、リマインド
メールを送り、記載期間を再設定した。学生への説明資料および
教員用マニュアルの更新と周知を行った。学生の到達目標達成度
評価へのフィードバックを教員間で分担し実施した。

3.「看護研究」科目担当者会議は、看護の統合実習の科目担当者
会議と同時に、5回実施した。（8/7，9/27，12月メール会議，
2025年1/15，3/18)

4.「大学での学び方支援プログラム」：学生委員会と教務委員会
との合同開催とし、4/4、4/18、6/17の計3回実施した。出席率
は、第1回99.2％、第2回96.9％、第3回84.3％といずれも80%以上
を維持した。アンケート結果より、約80%の学生から「とても役
に立った」との回答が得られた。
「ヘルスデータサイエンスプログラム（保健看護データコー
ス）」：31名の学生が修了した。
「教学マネジメントプロジェクト」：会議は9回実施し（4/25，
5/20，8/1，9/12，10/3，11/13．2025年1/16，3/5,3/21）、学科
教員に対してはFDを2回実施した（8/7,2025/3/18）。
また、10月～11月に科目における到達度分析の実態調査を行っ
た。

2.学修ポートフォリオの運
用改善。

3.「看護研究」科目担当者
会議の開催。

4.社会からの要請への対応
した学士課程教育：大学で
の学び方支援プログラムの
導入、ヘルスデータサイエ
ンスプログラム（保健看護
データコース）の普及、教
学マネジメントのカリキュ
ラム・教育体制への導入。

2.WebClassを用いた学修ポートフォリオの実施率は、1年次（3種
類）94.1～94.8％、2年次(2種類）84.6～88.1％、3年次（2種
類）74.6～88.6％、4年次（2種類）50．0％～62.7％であった。
昨年度よりは全体的に実施率が上昇し、1～3年生の実施率はおお
むね目標値を達成した。メールでのリマインドや教員からの声掛
けを実施したが、4年次の実施率が低いことが課題である。
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【計画10-2】㋐
グローバル人材の育成のための
取組みを推進する。

2.外国人模擬患者を対象とした
シミュレーションプログラムの
実施。

Ⅳ 1.R6年度に引き続き、学生へのガイダンスの充実に向けて、各学
年当初ガイダンスの実施、Webclaass活用、国際交流委員と連携
した情報提供や広報活動を行った。今年度の国際看護論受講生は
25名、外国人模擬患者演習参加者は16名であった。学生有志によ
る英語サークルの活動では、顧問の大堀から本学英語教員への協
力を依頼し、英語力の強化に向けたTOEICの勉強会を定期的に開
催。TOEIC検定で860点を獲得した学生もいた。

2.令和8年3月5・6日に本プログラムを実施。学生申込数16名（内
訳1年生1名、2年生2名、3年生12名）、外国人模擬患者協力者6名
（中国2名、香港1名、台湾1名、アメリカ1名、タイ1名）であっ
た。プログラム終了後アンケート回収率（外国人模擬患者83％、
参加学生100％）（推進担当：大堀）。参加の動機として、「外
国人患者への看護に関心がある」「海外研修を経験し、異文化や
海外の方々との交流に対する関心が高まった」、「実習でも外国
人患者さんを見かけた」など、これまでの興味関心を養ってきた
経験から看護場面における異文化対応力を強化したいと意欲的な
参加者が多く、プログラムに積極的に参加できたことが回収率
100%達成につながったと考えられる。

Ⅳ
【年度計10-2】
1.看護学科グローバル人材
育成に向けた全体構想の実
装と評価改善。

2.令和7年3月6,7日実施。参加学生数11名（内訳　1年生1名、2年
生5名、3年生2名 4年生1名、卒業生2名）外国人模擬患者4名（シ
ンガポール、中国2名、マレーシア）、アンケート回収率（外国
人模擬患者100％、参加学生70％）。（推進担当：大堀）
プログラム終了時にアンケート依頼を依頼したことにより回収何
時は上昇した。今後のプログラム改善に役立てたい。

2.外国人模擬患者を対象と
したシミュレーションプロ
グラムの実施。

Ⅲ

「評価指標」
・学年別目標の自己評価実
施学生数：全学年85％以上
・学修ポートフォリオの実
施学生数：80％(1～3年生)
・カリキュラム・教育に関
する企画の実施:年2回以上
・カリキュラム評価に関す
る会議の開催:年1回以上
・大学での学び方支援プロ
グラムの出席率、アンケー
ト結果
・ヘルスデータサイエンス
プログラム（保健看護デー
タコース）修了学生数
・教学マネジメント導入に
関するプロジェクト会議:年
2回以上
・教学マネジメントに関す
る企画の実施:年2回以上
※2学年別目標、学年目標が
混在しており、学年目標で
統一

「評価指標」
・学年別目標の自己評価実施学
生数：90％以上
・eポートフォリオの実施学生
数：80％
・カリキュラム・教育に関する
企画の実施：年2回以上
・カリキュラム評価に関する会
議の開催：年1回以上（令和5年
度）

1.R5年度に引き続き、学生へのガイダンスの充実に向けて、各学
年当初ガイダンス、医愛祭での紹介、ウエブクラス活用、国際交
流委員と連携した情報提供、メンバーにより授業後等を活用した
メンバーによる広報活動）を行った。今年度の国際看護論受講生
は38名、外国人模擬患者演習参加者は11名であった。学生有志に
よる、英語サークルが立ち上がり、本プロジェクトメンバーが顧
問（大堀講師）として活動を開始した。

「計画達成のための方策」
1.看護学科グローバル人材育成
に向けた全体構想の検討・実
装・評価・改善の実施。

14



内部質保証推進会議
評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

全学自己点検・評価委員会第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況

【計画10-3】㋐
学生サポートによるへこたれな
い心の育成を図る。

●令和7年度より、GCNPの認証を教務委員会で扱うこととなっ
た。GCNPの申請期間について、4年生での申請は少ないことや
2024年度入学生以降は履修案内でGCNPの説明を行い、低学年から
の計画的な取り組みが可能になっているため、申請期間は3年次
修了時に一本化することとした。令和7年度の認証実績として
は、3年生8名が申請している。

「計画達成のための方策」
1.新入生ガイダンスにて、学生
生活ガイダンス及びアドバイ
ザー活動を実施する。

2.新入生ガイダンス実施後に、
Formsを用いたアンケートを実
施し、アドバイザー制度・アド
バイザー教員の連絡先・学生相
談室・障がい学生支援制度の認
知度、及びアドバイザー活動の
満足度を評価する。

Ⅲ
【年度計画10-3】
1.新入生ガイダンスにて、
学生生活ガイダンス及びア
ドバイザー活動を実施す
る。

2.新入生ガイダンス実施後
に、Formsを用いたアンケー
トを実施し、アドバイザー
制度・アドバイザー教員の
連絡先・学生相談室・障が
い学生支援制度の認知度、
及びアドバイザー活動の満
足度を評価する。

Ⅲ

3.連携病院であるNTT東日本関東病院国際診療科で企画・運営さ
れている、院内英会話教室に学生希望者が参加した。令和7年4月
から新たにネイティブの臨時職員を講師として4月10名、5月12
名、6月6名、7月4名、8月3名、9月1名が参加した。10月以降の後
期は授業の重なりなどから学生の出席が難しい状況であった。ま
たNTTでも参加者の状況により不定期開催となっている。今後企
画が継続される場合は、新入生にも案内しつつ、無理のない特定
のスケジュールでまとまった人数の学生が参加できるようにする
など工夫しながら、NTT東日本関東病院との連携を継続してい
く。

3.レニック・ニコラス氏との継続的な英会話教室は、費用等の面
から難しい状況である。並行して、連携病院であるNTT東日本関
東病院国際診療科より、院内英会話教室に学生参加可能との情報
提供をいただいた。4月1名、6月5名、9月2名、10月2名(1月～3月
休止、令和7年4月再開予定）の学生の参加実績を上げている。今
後は、NTT東日本関東病院との連携を継続したいと考え、外国人
患者受け入れ病棟の看護長と今後の活動に関する打ち合わせを実
施したところである（1月10日、大堀、本谷、松尾）

3.レニック・ニコラス氏の
職場異動に伴い停止中。再
開の可能性を検討する。

●グロプロ会議実績　5回　看護学科内で新カリキュラム検討な
どが開始した。グロプロの活動は定着してきていることから、会
議は対面とメール会議の双方を用いて合理的に進めることとし
た。結果として会議は5回となり、メールやチームズを活用した
情報共有、意見交換を行うことで円滑な運営を行うことができ
た。
●看護学科独自プログラム「グローバル看護人材育成プログラ
ムー調和のとれた社会に向けてー（GCNP）l 」を始動した。学生
用シラバス、認定までの事務手続き、文書作成を教務部と協力し
て実施した。令和6年度の認証実績は、4年生1名、3年生3名の計4
名であった。本プログラムの認証は、今後教務委員会にて所掌す
るため、引き続き行う。

「評価指標」
・外国人模擬患者を対象とした
シミュレーションプログラム10
名以上、アンケート回収率90％
以上
・レニック先生の英語クリニッ
クの参加者数10名以上（年）、
アンケート回収率90％以上
・グロプロ会議回数10回/年
・活動実績広報件数3件以上

1.2.3.令和6年度に引き続き、看護学科学生委員会では教務委員
会主催の学び方支援プログラムと一部合同開催をした。昨年度の
アンケート結果を踏まえ、先輩学生はガイダンス後の学び方支援
プログラム/アドバイザー活動に参加し、新入生の質問に答える
などの交流の機会を確保し、また回答率の向上、障がい学生修学
支援の認知度の向上が図られるよう工夫し、新入生ガイダンス実
施後アンケートでは以下の結果を得られた。
・回答率は約84%と、昨年度の約42％より大幅に向上した。
・各認知度について、アドバイザー制度及びアドバイザー教員の
連絡先は約95%、学生相談室は約99%、障がい学生支援制度は約
96%であり、評価指標の目標値に近い結果となった。
・ガイダンス及びアドバイザー活動の満足度は5段階評価で4.6と
評価指標の目標を大きく上回る良好な結果となり目標達成した。
・他、「困った時に学生相談室やアドバイザーに相談したいと思
うか」については「とても思う」「まあそう思う」が約95%、
「学生生活を送る上で活用できる資源」の認知度は約99%と良好
な結果となった。
令和6年度の課題としてあげたアンケートの回答率は約42％から
約84%、障がい学生修学支援制度の認知度は約69％から約96％と
大幅に向上する結果となった。
以上の結果から「評価指標」の目標を概ね達成できたと考える。

「評価指標」
・外国人模擬患者を対象と
したシミュレーションプロ
グラム10名以上、アンケー
ト回収率90％以上
・レニック先生の英語クリ
ニックの参加者数10名以上
（年）、アンケート回収率
90％以上
・グロプロ会議回数10回/年
・活動実績広報件数3件以上
＊レニック先生の英語クリ
ニックは実施する場合のみ
評価を行う。

3.レニック先生の英語クリニッ
クの継続実施と評価の実施。

Ⅳ

1.2.3.看護学科学生委員会は、教務委員会主催学び方支援プログ
ラムと一部合同開催した。また、昨年のガイダンス後アンケート
結果から先輩と交流したいという多くの要望があったことを踏ま
え、先輩学生がガイダンス後の学び方支援プログラム/アドバイ
ザー活動に参加し、学生生活経験を新入生に伝えたり、質問に答
えるなど、交流の機会を多く設けるよう取り組んだ。
・ガイダンス実施後アンケートでは令和6年度の5月～6月に任意
のwebアンケートを実施した。回答率は約42％で前回の約77％を
下回った。
・アドバイザー制度の認知度は100％、アドバイザー教員の連絡
先の認知度88％、学生相談室の認知度99％、ガイダンス及びアド
バイザー活動の満足度は「とても満足」27％、「まあ満足」89％
と併せて96％であり、「評価指標」の目標達成および目標値に近
い数値となった。一方で、障がい学生修学支援制度の認知度は
69％と目標値に大きく届かない結果となった。
・アンケートの回収率が前年度より著しく低下した要因として、
開催時期より期間が空いていたことや他のガイダンスのアンケー
トや授業やその課題など学生が取り組むべきものが多いこと、ア
ンケートの質問項目が27項目と多岐にわたることなどが要因と考
えられる。アンケート結果より認知度の高かった項目はガイダン
スの内容やその方法の妥当性があったと評価できる一方で、障が
い学生修学支援制度についてはその制度を必要とする学生だけで
なく多くの学生にも認知してもらえるよう、アプローチの工夫を
続けていく必要がある。
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【計画10-4】㋐
臨地実習指導者講習会を実施す
る。

3.次年度ガイダンスでは、アンケート結果や自由記載より見えて
きた課題から、より効果的なガイダンスの方法を検討し、計画す
ることとした。

3.この評価をもとに、次年
度のガイダンスに向けて成
果と改善点を明らかにす
る。

「評価指標」
・新入生ガイダンス実施後
アンケートの実施状況
・アドバイザー制度、アド
バイザー教員の連絡先の認
知度100%
・学生相談室の認知度100％
・障がい学生支援制度の認
知度　100％
・新入生ガイダンス時のア
ドバイザー活動の満足度
（満足している人）80％

2.研修会プログラムは令和
元年度の内容を踏襲し、9月
に2日間の基本知識の講義・
演習を実施することとし、
講師は学内教員から募集す
る。

Ⅲ

「評価指標」
・新入生ガイダンス実施後アン
ケートの実施状況
・アドバイザー制度、アドバイ
ザー教員の連絡先の認知度100%
・学生相談室の認知度100％
・障がい学生支援制度の認知度
100％
・新入生ガイダンス時のアドバ
イザー活動の満足度　（満足し
ている人）80％

【年度計画10-4】
1.臨地実習指導者講習会
を、看護学科実習委員会の
担当メンバーを中心として
実施する。

Ⅲ1.R6年度は実習委員会の人員削減に伴い、看護学科実習委員会の
担当者のみでは講義を実施することが困難（講義内容の専門性の
問題）となり、実習委員2名と委員外の教員3名にご協力いただく
形での開催となった。企画・運営・研修後評価は実習委員3名で
担うことはできた。

2.研修会プログラムは令和元年
度の内容を踏襲し、9月に2日間
の基本知識の講義・演習を実施
することとし、講師は学内教員
から募集する。

2.これまでの研修プログラムを踏襲し、9月に2日間にわたりオン
ライン（Zoom）にて教育課程の理解や教育方法等に関する講義を
実施した。講師は実習委員2名の他、学内教員3名の協力を得て実
施することができた。
ただし、本学の人員削減・教員の負担増と本研修の近年の参加人
数の推移を勘案すると、R7年度の継続開催は検討を要する。

3.対象者の看護師に10月～12月
の実習指導のリフレクション
シート記載を課し、1月に各参
加者の実習指導体験のリフレク
ション演習を行う。

3.研修参加者には10月～12月にかけて実習指導を担っていただい
た。その実践を踏まえ、実習指導に関するプロセスレコードを2
事例提出してもらい、1月にグループワークを通じてリフレク
ションを実施することができた。研修後アンケートにおいても
「理解が深まった」「有意義であった」といった回答が8割以上
と多かった。
R6年度も研修へ参加しやすいようオンライン形式としたことで、
急性期病院から老健施設と幅広い実習施設からご参加いただけ
た。一方、勤務の合間に参加している状況があり、入室が遅れる
等の参加者も散見された。しかし、各グループにファシリテー
ター（教員）を配置することで学習支援を細やかに実施できたと
考える。ただ、1月上旬開催であったため、まだ授業期間である
ことから学内教員の協力・参加人数には限界があった。

3.対象者の看護師に10月～
12月の実習指導のリフレク
ションシート記載を課し、1
月に各参加者の実習指導体
験のリフレクション演習を
行う。

Ⅲ

・ガイダンス及びアドバイザー活動全体の満足度は高く、概ね目
標指標の達成もできた部分もあり、年度計画はおおむね達成して
いると評価する。

「計画達成のための方策」
1.臨地実習指導者講習会を、看
護学科実習委員会の担当メン
バーを中心として実施する。

Ⅲ

3.令和7年度の新入生によるアンケート結果等を踏まえ、より効
果的なガイダンスの方法を検討し計画する。

2.R6年度記載の通り（教授会でも承認済）、R7年度の臨地実習指
導者講習会は中止とした。R7年度も運営資金調達が出来なかった
こと、委員会構成人員不足により開催を見送りせざるを得なかっ
た。

1.R6年度記載の通り（教授会でも承認済）、R7年度の臨地実習指
導者講習会は中止とした。R7年度も運営資金調達が出来なかった
こと、委員会構成人員不足により開催を見送りせざるを得なかっ
た。

3.R6年度記載の通り（教授会でも承認済）、R7年度の臨地実習指
導者講習会は中止とした。R7年度も運営資金調達が出来なかった
こと、委員会構成人員不足により開催を見送りせざるを得なかっ
た。

3.この評価をもとに、次年度の
ガイダンスに向けて成果と改善
点を明らかにする。
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「評価指標」
・実習病院・施設の参加者　看
護師30名、教員15名

①研修後アンケート評価
R6年度は9月開催終了時の中間アンケートと、1月開催終了後の最
終アンケートの2回に渡りデータを収集した。
結果ではいずれも「理解できた」「有意義だった」といった回答
が8割程度で満足度は高かった。
特に、他施設・他参加者と実習指導の現状・課題について共有し
思考できる時間（場）を提供できた点が高く評価された。しかし
この点は本講習会内でなくとも、実習協議会にて補完できると考
える。
（アンケート結果：実施報告書は以下参照）
・教授会資料「2024年度実習指導力育成講習会報告20250207」
https://thcuacjp-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/y-
kasahara_thcu_ac_jp/ESHGS5JnKlxJk781IgG-NREBRtkaddUEInv-
s0X9hRb2ug?e=XhHo7n

②実習病院・施設の参加者人数（目標30名：達成率最終70％）
・第1回：2024年9月25日（水）計23名*（*1名は9/26・1/10欠
席）
・第2回：2024年9月26日（木）計22名
・第3回：2025年1月10日（金）13時～15時30分 計22名参加・修
了
学外参加者19名 《施設種別》病院：7施設 17名、 特養・地域包
括：2施設 2名
学内教員3名（助手・助教・非常勤）（＋グループワーク参加：
教員5名・運営3名）

「評価指標」
・研修後アンケート評価
・実習病院・施設の参加者
人数

4.R3年度から5年間（つまりR7年度）実施する計画である。な
お、本研修は開催当初より参加費無料（つまり本学・教員の全面
負担、ボランティア）で行われている。
しかし、R6年度末時点の本学・学科の経営状況（予算／人員削減
等）や認証評価との兼ね合いから、R7年度の研修継続は本学科と
しての開催意義は低くかつ困難ではないかと考える。また、本研
修の当初目的（開催を開始した理由）として、主にはNTT東日本
関東病院における「短期間での実習指導者育成」があったが、現
状として当該施設側にそのニーズがないとのことである。（理
由：近年は看護協会等主催の講習会を利用している。当初は指導
者が少なく、ある程度の人数を講習会に出す必要性があったが、
勤務上長期間出すことができず、本学科との連携ということで講
習会を開始した。しかし、今は実習指導者も増え、毎年研修を要
するのが数人のみとなったため、協会等の講習会を利用できる体
制になった）。また、他施設からのニーズも同様に低く、参加人
数目標30名を近年達成できていない。以上の背景より、R7年度の
開催は中止する方向で検討する。
今後、実習施設や社会のニーズが再度高まり、また本学の経営が
上向き、人員配置上の不安も解消された際は、研修に関する補助
金を外部より獲得した上で再開することも検討していくことが、
本学科の現状としては賢明ではないかと考える。
具体的な評価指標達成状況は以下の通りである。

4.令和3年度から5年間実施
し、評価、その後の継続に
ついて委員会内で検討す
る。

Ⅱ 4.当初、本計画はR3年度から5年間（R7年度まで）実施する計画
であった。
　本研修は開催当初より参加費無料（つまり本学・教員の全面負
担、ボランティア）で行われてきた。R6年度末時点の本学・学科
の経営状況（予算／給与・人員削減等）や認証評価との兼ね合い
から、R7年度の研修継続は本学科・教員の負担、および開催当時
と現在の開催目的（下記参照）から考えても、開催意義は低くか
つ困難であると考え、R7年度の開催は中止した（教授会承認）。
　本研修の当初目的（開催開始理由）として、主にはNTT東日本
関東病院における「短期間での実習指導者育成」にあったが、R8
年度に向けても現状、当該施設側にそのニーズがない。その理由
として、近年は看護協会等主催の講習会を利用している。当初は
指導者が少なく、ある程度の人数を講習会に出す必要性があった
が、勤務上長期間出すことができず、本学科と連携ということで
講習会を開始した。しかし、今は実習指導者も増え、毎年研修を
要するのが数人のみとなったため、協会等の講習会を利用できる
体制になっている。また、他施設からのニーズも低く、参加人数
目標30名を近年達成できていなかった。以上の背景より、R7年度
の開催は中止した。
　今後、実習施設や社会のニーズが再度高まり、また本学の経営
が上向き、人員配置上の不安も解消された際は、研修に関する補
助金を外部より獲得する等した上で再開することも検討してい
く。なお、NTT東日本関東病院とは、近年の看護教育の動向につ
いて情報交換（勉強会）をし、実習指導体制の強化を図っていく
という話題も上がっており、2026年度は本計画とは別に企画を考
えていく予定である。

4.令和3年度から5年間実施し、
評価、その後の継続について委
員会内で検討する。
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【計画10-5】㋐
医療保健学部看護学科卒業生を
対象としたホームカミングデイ
を実施する。

Ⅳ 1.令和7年9月19日17時～19時のあいだに、対面とリアルタイム配
信のハイブリッド形式で開催。参加者は合計31名（卒業生12名、
在学生3名、教職員（元教職員含む）16名）で年度計画での評価
指標は未達成となった。
2.​卒業生が「家に帰る」気持ちで母校を来訪し、看護職としての
をキャリア形成を目指すことを目的に実施。様々な卒業生の
“今”を知りたいという昨年度のアンケート結果から、テーマを
『あなたの“なりたい看護職”はここにいるかもしれない-今を
見つめ、未来のわたしに出会う日-』として企画した。ゲストス
ピーカーは3名であった。①本学学部卒業後、総合病院のICU/CCU
で10年以上の勤務を経て血管造影室主任を務めている方。看護管
理や看護継続教育に関する話題提供がなされた。②卒業後急性期
の病院で数年間勤務後、国家試験対策予備校にて講師を担当。出
産や子育てなどのライフステージの変化を織り交ぜながら、仕事
に取り組む姿をお話された。③総合病院に就職後、ほどなく退職
の後、訪問看護師として活躍している方。複数回のキャリアチェ
ンジについて、その時の心情や考えを詳らかにお話された。トー
クセッション後は、卒業生、在校生、教員間での交流会を行い
様々な情報交換が行われた。実施後のアンケートでは、【満足】
【まあ満足】が100％で、参加者の納得できる内容であり年度計
画を達成したと考える。 参加した在学生からも、卒業生に向け
て具体的かつ活発な質疑応答がなされ、交流の機会ともなった。
しかし、今年度は参加人数が大幅に落ち込む結果となった。その
要因として開催時期が9月下旬と夏季休業期間中であったことが
考えられる。次年度はより参加人数を増やせるよう開催時期を検
討していきたい。

「計画達成のための方策」
1.医療保健学部看護学科卒業生
を対象としたホームカミングデ
イを実施することとし、卒業生
によるパネルディスカッション
及び運営を教員（看護学科就職
対策委員会）と協働して行う。
2.パネルディスカッションの
テーマは目的に合わせて年度毎
に検討する。
「評価指標」
・ホームカミングデイの参加状
況卒業生30名、教員20名、在校
生10名

【年度計画10-5】
1.医療保健学部看護学科卒
業生を対象としたホームカ
ミングデイを実施すること
とし、卒業生によるパネル
ディスカッション及び運営
を教員（看護学科就職対策
委員会）と協働して行う。
2.パネルディスカッション
のテーマは目的に合わせて
年度毎に検討する。
「評価指標」
・ホームカミングデイの参
加状況卒業生30名、教員20
名、在校生10名

Ⅲ1.令和6年12月23日に、対面とリアルタイム配信のハイブリッド
形式で開催。当初、医愛祭との同日開催を計画していたが、開催
場所の確保ができず日程変更をした。日程変更・年末開催に加え
感染症の流行など悪条件ではあったが、参加者は54名（卒業生18
名、在学生7名、元教職員を含む教職員29名）で年度計画を達成
した。
2.​卒業生が「家に帰る」気持ちで母校を来訪し、懐かしい学友や
教職員と親睦を深め相互の発展を目指すことを目的に実施。昨年
度アンケート結果から、『さまざまなキャリアケースの紹介』へ
の要望が最も多く、卒業生の活躍や困難からの立ち直り方につい
て知りたいという意見があった。それらを踏まえ、テーマを『会
いたかったわたしへ​- 多様な働き方・生き方を考える -』として
企画。ゲストスピーカーは3名。①本学学部卒業後助産学専攻科
に進学、総合病院産科で10年以上勤務。その間の紆余曲折につい
て紹介。②卒業後急性期の病院で数年間勤務後、外資系の会社で
治験のマネージメントを担当。③実習病院に就職し看護師として
数年間勤務。そのキャリアについて紹介。トークセッション後
は、卒業生、在校生、教員間での交流会を行い様々な情報交換が
行われた。実施後のアンケートでは、【満足】【まあ満足】が
91.0％で、参加者の納得できる内容であり年度計画を達成したと
考える。 また、今年度より就職支援コーナーを設置し、参加者
持参の施設パンフレットなどを掲示した。興味をもって閲覧する
参加者もおり、HCDが卒業生のキャリア支援の一助となりうるこ
とが推察された。さらに、参加した卒業生より、卒業後に英語学
習の必要性を強く感じたという発言があり、教員を介してグロプ
ロにつなげ、卒業生の生涯学習の提供の機会ともなった。今後は
さらに、大学で提供している生涯学習の機会に関する情報提供に
ついても検討していきたい。
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【計画10-6】
看護学教育モデルコアカリキュ
ラム（令和6年度改訂版)等に基
づき、教学マネジメントの確立
や看護学教育評価基準に照らし
た自己点検・評価・改善等によ
り内部質保証体制の確立と運用
に取り組むことが可能な「2027
年度入学生適応のコンピテン
シー基盤型カリキュラムを検
討・作成」する。

Ⅳ Ⅳ1.2.2024年4月に新カリキュラム検討プロジェクトを設置し、プ
ロジェクト方針として、【計画10-6】の素案を立案した。
・【計画10-6】の素案の立案に関しては、毎月のプロジェクト開
催に加え、活動班3つに分け（フロー班、モデルコアカリキュラ
ム班、独自班）、それぞれが情報収集を行った。情報収集した内
容は、毎月の医療保健学部看護学科の学科会議にて報告を行った
（2024.5.6.7.9月）。
・上記経過を経て、プロジェクトを発展させ、2024年9月に新カ
リキュラム検討委員会を設置した。
設置に当たり、委員会規定、活動方針、活動班と所掌事項、【計
画10-6】のブラッシュアップを行い、委員会内で決定した後、年
間計画を立案した。新カリキュラム検討委員会は医療保健学看護
学科の専任教員全員に対して公開とし、誰もが情報共有、議論参
加できるようにグランドルールを作成した。
・委員会で作成した資料や委員会での議論は、すべてTeams上で
医療保健学部看護学科の教員全員にリアルタイムに公開とし、委
員会そのものもTeams上で実施、公開とした。
合意形成が必要な議論は、毎月の学科会議とFD研修会（2024.9月
と2025.3月）で意見交換の機会を持つとともに、Formsによる意
見聴取を行って、合意形成を得た。教員全員がタイムリーに参加
できるよう、進捗状況や活動実績一覧はリアルタイムで共有し
た。
・具体的な活動は以下の通りである。

「計画達成のための方策」
1.大学設置基準、設置認可審
査、認証評価（機関別・分野
別）及び評価結果の公表などの
大学教育の質保証システムの中
で、大学が自ら率先して、教学
マネジメントの確立や看護学教
育評価基準に照らした自己点
検・評価・改善等により内部質
保証体制の確立と運用に取り組
むことが可能な「2027年度入学
生適応のコンピテンシー基盤型
カリキュラムを検討・作成」す
る。

【年度計画10-6】
1.大学設置基準、設置認可
審査、認証評価（機関別・
分野別）及び評価結果の公
表などの大学教育の質保証
システムの中で、大学が自
ら率先して、教学マネジメ
ントの確立や看護学教育評
価基準に照らした自己点
検・評価・改善等により内
部質保証体制の確立と運用
に取り組むことが可能な
「2027年度入学生適応のコ
ンピテンシー基盤型カリ
キュラムを検討」する。

令和6年度に立ち上げた新カリキュラム検討体制（プロジェクト
→委員会化、活動班運用、Teamsによる透明性確保と情報共有、
学科会議・FD・Formsを用いた合意形成プロセス）を、令和7年度
も継続運用し、教学マネジメント／内部質保証の枠組み（設置基
準・認証評価・公表等）に照らした検討プロセスを定着化させ
た。
具体的には、検討資料・議事・進捗をTeams上でリアルタイム共
有し、必要な論点は学科会議・FD研修会等で討議し、学科全体と
しての意思決定の前提となる情報基盤（検討履歴・根拠・論点整
理）を整備した。
なお、当学科で目指す教育の方向性は明確になったものの、どの
ように教育を展開をしていくか引き続き検討が必要である。こう
した状況を踏まえ、令和7年度の学科長判断により、新カリキュ
ラムは令和10年度以降の開始を目指す方針となった。これは「内
部質保証に基づく教学マネジメントの下で検討を進める」という
本項の趣旨と整合し、検討体制の確立・運用自体は年度計画どお
り達成している。
本取り組みについては、フェーズを設定して進捗を整理した。令
和6～7年度を第1フェーズ（基盤形成期）と位置づけ、方針共
有・運営・協働体制の整備を推進した。令和8年度以降は第2
フェーズ（実装準備期）として、実施方法の具体化、必要な検証
作業、体制強化を計画的に進めつつ、新カリキュラムの開始に向
けて準備を深化させていく段階と位置づけた。
評価区分
Ⅳ：年度計画を達成している（達成率100％）
（本項は「検討に耐える内部質保証・教学マネジメントの確立と
運用」が主眼であり、令和7年度も体制運用と検討プロセスの定
着が確認できるため）
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Ⅱ2.作成時には、3Pに基づく教育
の実質化と学修成果（ディプロ
マサプリメントなど）達成の取
り組みを明示できるように、大
学ビジョン、学位プログラム共
通の考え方である看護学教育モ
デルコアカリキュラム（令和6
年度改訂版）、医療保健学部看
護学科ビジョンと活動方針に基
づき、学科の独自性と強みを発
揮できる３つのポリシー、カリ
キュラムマップとツリー、学修
目標・学修評価・評価時期・評
価基準・到達度・具体的実施方
法などを定めた各科目のシラバ
ス、3Pに基づくアセスメントプ
ラン、アセスメントテスト、共
通ルーブリック、履修規定も検
討・作成する。
●上記を達成するために、5つ
の活動班に分かれて、具体的に
活動・作成する。
活動班①全体のタスクとフロー
のマネジメント
活動班②DP・CP・AP・履修規定
作成
活動班③学修成果・評価（共通
ルーブリック含む）の作成
活動班④教学マネジメント・自
己評価・認証評価の遵守
活動班⑤内部質保証会議・文部
科学省申請書類の作成

【活動班①新カリキュラム作成のタスクとフロー】では、2026年
7月に文科省に新カリキュラムを申請するためのタスクとフロー
を視覚化、2）上記のタスクとフローに従ったタイムマネジメン
ト、3）現行科目とコンピテンシー対応調査を実施した。学科会
議で合意形成を得られた。
【活動班②DP・CP・AP・履修規定】では、1）DP案の作成、2）学
科の独自性の検討案、3）臨地実習科目・統合実習の履修年次と
単位案を作成し、2025.3月FD研修会で説明、意見交換を行った。
		
【活動班③学修成果・評価（共通ルーブリック含む）】では、
1）活動班②のDP案に対して共通ルーブリックの評価項目の案の
作成、2）評価基準の検討、3）共通ルーブリックに含まれるべき
内容やその意義の資料を作成し、最終的に2025.3月FD研修会で合
意形成を図った。
【活動班④教学マネジメント・自己評価・認証評価（教育の質保
証）】では、1）文部科学省の大学設置基準、設置認可審査、認
証評価（機関別・分野別）及び評価結果の公表などの大学教育の
質保証に関して、資料収集・学科教員への説明、2）本学の教学
マネジメント・チェックリスト 、アセスメントプラン・テス
ト、東京医療保健大学第4期中期目標・計画（令和9-13年度）、
自己評価点検、私立大学等改革総合支援事業 、データを活用し
た教育改善、新カリキュラムの情報公表、HPへの掲載などの説
明、3）文部科学省「看護学教育モデル・コア・カリキュラム
（令和6年度改訂版）の説明を行った。		
【活動班⑤内部質保証会議・文部科学省申請書類】では、1）学
部長等会議、内部質保証会議、文部科学省への提出書類と時期に
関する確認、2）五反田事務部との確認をし、そのスケジュール
を教授会・学科会議で説明を実施し、合意形成得られた。
以上、活動班①②③④⑤により、【計画10-6】の令和6年度の達
成状況は100％であった。	

2.大学ビジョン、学位プロ
グラム共通の考え方である
看護学教育モデルコアカリ
キュラム（令和6年度改訂
版）、医療保健学部看護学
科ビジョンと活動方針に基
づき、学科の独自性と強み
を発揮できる３つのポリ
シー、共通ルーブリックを
検討する。
●上記を達成するために、5
つの活動班に分かれて、具
体的に活動・作成する。
活動班に分かれて、具体的
に活動・検討する。
活動班①全体のタスクとフ
ローのマネジメント
活動班②DP・CP・AP・履修
規定作成
活動班③学修成果・評価
（共通ルーブリック含む）
の作成
活動班④教学マネジメン
ト・自己評価・認証評価の
遵守
活動班⑤内部質保証会議・
文部科学省申請書類の作成

「評価指標」
2024年度3月末（2025.3）まで
に1.2を検討するためのプロ
ジェクト・委員会の設置、検討
事項の教授会・学科会議で合意
形成できる（100％）
2025年度3月末（2026.3）まで
に1.2を作成し、学部長等会
議、内部質保証会議で合意形成
ができる（100％）
2026年度5月に文科省申請し、
承認が下りる（100％）.新規カ
リキュラムをHPで公表する
（100％）
2027年度4月より新カリキュラ
ム開始し、3月末に初年度評価
を実施する。

「評価指標」
2024年度3月末（2025.3）ま
でに1.2を検討するためのプ
ロジェクト・委員会の設
置、検討事項の教授会・学
科会議で合意形成できる
（100％）
2025年度3月末（2026.3）ま
でに1.2を作成し、学部長等
会議、内部質保証会議で合
意形成ができる（100％）
2026年度5月に文科省申請
し、承認が下りる
（100％）.新規カリキュラ
ムをHPで公表する（100％）
2027年度4月より新カリキュ
ラム開始し、3月末に初年度
評価を実施する。

令和6年度に作成したDP案、共通ルーブリック案、タスク＆フ
ロー、現行科目とコンピテンシー対応調査等の成果を基に、令和
7年度も検討を継続し、「作成に向けたドラフトの精緻化・論点
整理」を進めた。
しかし、段階的発展として第2フェーズへの移行に伴い、令和7年
度末までに求められていた 「(1)(2)の作成完了」および「学部
長等会議・内部質保証会議での合意形成」の到達には至っていな
い。
したがって、令和7年度は、（作成物の完成・学内手続き上の合
意形成）という意味での年度計画達成には未達であり、達成は
「検討の進展（途中成果の蓄積）」の段階に留まった。
評価区分
Ⅱ：年度計画を十分には達成できていない（達成率60％程度以
上）
（作成・合意形成まで未到達だが、DP／共通ルーブリック等のド
ラフトや検討プロセスは継続し、一定の成果は積み上がっている
ため）
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―

―

―

―

「計画達成のための方策」
1.主に「せたがやハウス」を利
用し、国立成育医療研究セン
ター病院にて付き添い入院して
いる家族へ焼き菓子等の提供や
食育媒体の提供を行う。
「評価指標」
・主に「せたがやハウス」を利
用し、国立成育医療研究セン
ター病院にて付き添い入院して
いる家族へ焼き菓子等の提供を
実施：3回/年
※COVID-19感染拡大状況によ
り、「せたがやハウス」での食
事支援活動が可能になれば、食
事提供を実施：1～2回/年
・主に「せたがやハウス」を利
用し、国立成育医療研究セン
ター病院にて付き添い入院して
いる家族へ食育媒体の提供：3
回/年
・ボランティア学生：4名程度
×3回＝12名

【年度計画11-1】
―

「評価指標」
―

〇医療保健学部医療栄養学科
【計画11-1】㋐
専門性の高い心温かい医療人の
育成の観点から、ボランティア
活動を推進する。

【計画11-2】㋐
幅広い分野で活動している管理
栄養士として、必要な知識及び
スキルを日々更新していくこと
が重要であることから、「卒後
教育」として知識・スキルアッ
プのための研修会を開催する。
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【年度計画11-3】
―

「評価指標」
―

―

―

―

―

―

―

【計画11-4】㋐
既卒であっても本学で栄養教諭
一種免許を取得可能とし、学校
栄養職員から栄養教諭への任用
替えを目指す卒業生への支援策
を検討する。

・令和6年度は3回開催し、延べ57名が参加した。
第1回「料亭の技を学ぶ料理教室」令和6年5月13日　参加者14名
第2回「管理栄養士がフリーランスとして働くためには」令和6年
9月23日　参加者15名
第3回「こうや豆腐を活用した料理教室」令和6年3月8日　参加者
28名
・卒業生よりフリーランスに関する質問が複数あり、テーマとし
て企画した。フリーランスに興味がある者や他の分野で働く管理
栄養士との情報交換を目的とした者の参加があった。実施後のア
ンケートでは、満足度100％、次回の参加希望100％で、刺激を受
けた等の感想を多く得た。
・今年度は卒業生や家族だけでなく、世田谷区の住民や管理栄養
士の参加もあった。
・現在予定されている学科再編に注力するため、次年度から本
テーマの優先順位を下げることにした。この理由により、本テー
マを令和6年度限りで終了とする。

「計画達成のための方策」
本学教員及び卒業生が講師とな
り、各分野での事例・症例紹介
や情報共有など、講義、演習、
ワークショップを含む様々な学
習形態で開催する。
「評価指標」
研修会の実施回数：年3回以上
かつ年間の参加者数を卒業生・
一般で100名以上

Ⅲ
【年度計画11-2】
―

「評価指標」
―

【計画11-3】㋐
卒業時に管理栄養士国家試験合
格が叶わなかった卒業生に対し
卒業後に管理栄養士免許を取得
できるように支援する。

「計画達成のための方策」
1.卒業生向け管理栄養士国家試
験対策講座を在校生の特別講義
と同時開催する。
2.卒業後にガイドラインの改訂
などがあった場合は、卒業生対
象に講座を開講する。この場
合、日常業務と並行しての講座
は日程調整で困難があるため、
講座は動画配信で開講する。
「評価指標」
・参加者の合格率50%以上
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「評価指標」
・共同研究等の取組状況と成果
報告

「評価指標」
― ―

―

【計画11-5】㋐
古代食の再現研究について、独
立行政法人文化財機構奈良文化
財研究所・国立歴史民俗博物館
との共同研究を引き続き実施
し、研究成果を学術雑誌やシン
ポジウムの開催を通じ、成果発
表を行う。

・前年度の研究成果は『カツオの古代学ー和食文化の源流を探
る』(吉川弘文館刊行)で公開した。香川大学の協力により古代米
を使った炊飯実験及び古代酒の再現実験を、令和7年3月5日・6日
に行った。また3月8・9日には、沼津市・富士市および静岡県考
古学会と共催で科研費研究の成果報告シンポジウムを行った。そ
の報告の準備のため、7～2月まで関東各地の教育委員会で土器の
観察を行った。
令和6年度で、研究責任者が退官するため、本テーマを令和6年度
限りで終了とする。

【年度計画11-4】
―

「評価指標」
―

「計画達成のための方策」
本学科栄養教諭委員が担当し、
科目等履修にて栄養教諭一種に
必要な科目（栄養教育実習を含
む）を修得できる時間割・組織
を構築することが将来的に可能
か調査を行う。
1.他大学の取組状況から本学で
教職科目履修可能な状況を見出
し、今後の生涯学習支援がどこ
まで実施可能か調査研究する。
2.時間割作成について、重点と
して取り組む。
3.本校勤務者並びに非常勤講師
招聘が可能か調査研究する。
「評価指標」
・調査研究の実施状況等

―

―

「計画達成のための方策」
独立行政法人文化財機構奈良文
化財研究所・国立歴史民俗博物
館との共同研究(令和5年度)と
科学研究費助成金基盤研究A
「東ユーラシア東辺における古
代食の多角的視点による解明と
その栄養価からみた疾病」（令
和6年度まで）の研究を通し
て、古代食研究の成果を今後学
術雑誌やシンポジウムなどで報
告する。

Ⅳ
【年度計画11-5】
―

―

―
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【計画11-6】
学生の主体的な学びを推進する
ため、学修者の支援体制を構築
するとともに教員の教育力を高
度化して教育の質の向上を行
う。

Ⅲ
「計画達成のための方策」
・学修ポートフォリオを用いる
ことで、卒業時に目指すべき能
力等をどこまで習熟したか、学
生自身に振り返りと自己評価を
促す。
・管理栄養士国家試験合格に向
け、自身の能力を客観的に分析
し計画的に学修できるよう、ガ
イダンス・学修環境整備・学修
指導を行う。
・教員にアクティブ・ラーニン
グ等の能動的授業の実施を促
す。
・教育内容の充実や教授方法の
高度化のため、教員にFD研修会
への参加を促す。

Ⅲ ・学生への学修ポートフォリオの説明は新年度ガイダンスで行っ
た。教員へは教授会で、学生へ学修ポートフォリオの作成と提出
の働きかけ、学修ポートフォリオをもとにした指導と就職活動へ
の利用提案を依頼した。学生にはディプロマサプリメント
（WebClass）のfGPA値の学修ポートフォリオへの記入および自己
分析と次期セメスターの目標の記載後、提出させた。提出された
学修ポートフォリオでアドバイザは学生指導した。学修ポート
フォリオにより学修の振り返りと自己評価を行った学生の割合
は、73.2%（1年生：74.9%、2年生：79.3%、3年生：92.9%、4年
生：49.1%）であった。
・前年度、対策講座出席者の合格率が高かったことを踏まえ、前
期対策講座はテストと講義を同日開催する参加しやすい形式に変
更した。後期対策講座では、初見問題への対応力強化を目的に、
対面模擬問題に加えてESSで宿題を課した。勉強法セミナー、模
試低得点者への追加対策・面談、外部講師特別講義は昨年同様に
実施した。出席率は向上したが、年7回の模試得点は伸び悩み、
第40回管理栄養士国家試験の合格率は本学59.3％、全国79.3％
（前年：本学60.9％、全国80.1％）であった。一方、より早い時
期から勉強に取り組ませるため、3年生に対し、前期から国試対
策ESSを導入し、後期に週1回の国試対策講座を実施した。1・2年
生に対しては、2月のオンライン模試を対面に変更した。次年度
は全学年でESS活用を進める予定である。
・令和7年度のFD研修会は、若手研究者育成を目指し「研究スキ
ルアップ」をテーマとして実施した。令和7年度のアクティブ・
ラーニングを取り入れた講義の割合は、66.7%（前年67.0%）で
あった。
・令和7年度FD活動として研修会（研究スキルアップ）と2回のピ
アレビュー（教員による他教員の授業参観）を実施した。全学で
もFD活動を実施しており、FD活動に参加した教員の割合は、100%
（24名/24名）であった。授業評価アンケートは確認中である。

【年度計画11-6】
・各セメスターの終了時
に、学修ポートフォリオを
用いた振り返りと自己評価
を学生に指導する。
・能動的・計画的に国家試
験対策を実行できるよう、
自習室の確保、ガイダンス
や模擬試験の実施、ICT利活
用による個別最適化された
教材や対策講座の提供など
を行う。
・教員にアクティブ・ラー
ニング等の能動的授業の実
施を促す。
・教育内容や教授方法の高
度化のため、教員にFD研修
会への参加を促す。

・学生への学修ポートフォリオの説明は新年度ガイダンスで行っ
た。教員へは教授会で、学生へ学修ポートフォリオの作成と提出
の働きかけ、学修ポートフォリオをもとにした指導と就職活動へ
の利用提案を依頼した。学生にはディプロマサプリメント
（WebClass）のfGPA値の学修ポートフォリオへの記入および自己
分析と次期セメスターの目標の記載後、提出させた。提出された
学修ポートフォリオでアドバイザは学生指導した。学修ポート
フォリオにより学修の振り返りと自己評価を行った学生の割合
は、81.1%であった。（1年生：87.6%、2年生：92.8%、3年生：
95.1%、4年生：60.9%）
・4年生前期の対策を強化し、勉強法のセミナー、過去問テスト
と教員による解説（週3コマ12週）、模試低得点者に対する追加
対策（週3コマ9週）を実施した。後期は模擬問題テストと外部講
師による対策講座（週2コマ15週）、追加対策（週2コマ11週）を
実施した。また、4年生業者模試を年間7回に増やし、模試低得点
者には面談で勉強法を助言し、オンラインで学習できる駿台グ
ループの教育支援システムを提供した。第39回管理栄養士国家試
験の合格率は、本学：60.9％、全国：80.1％（前年 本学：
64.6％、全国：80.4％）であった。
・前年に引き続き、「医療系カリキュラムにおける知識教授を目
的としたアクティブ・ラーニング」のFD研修会を実施した。令和
6年度のアクティブ・ラーニングを取り入れた講義の割合は、
67.0%（前年51.8%）であった。
・令和6年度FD活動として2回の研修会（アクティブ・ラーニン
グ、ルーブリック）と後期にピアレビュー（教員による他教員の
授業参観）を実施した。FD活動に参加した教員の割合は、96.0%
（24名/25名）であった。授業評価アンケートでは、学科平均値
が前年比で0.8%減少した。
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【計画11-7】
専門性を高めるための基盤とな
る基礎学力を向上させるため、
リメディアル教育を充実させ、
その教育を継続する。

・医療栄養学専攻の入学時の化学・数学・英語・国語テストの平
均点は前年度新入生とほぼ同等であり、R6年度開設の臨床検査学
専攻は、全ての科目で医療栄養学専攻よりも高かった。しかし、
いずれも大学生としては不十分な得点であった。
・R6年度から、単位認定のなかった「リメディアル国語」を正式
な選択科目の「実用国語」として開講した。
・テストの低得点者に対し、オリエンテーション時とメールを利
用し、リメディアル関連科目の受講を推奨した。結果として、低
得点者の受講率は、基礎数学90％、化学Ⅰ94％、実用国語92％と
100％には届かなかったが比較的高かった。特に実用国語につい
ては、正式な科目にしたことが寄与したと推測される。

「評価指標」
・学修ポートフォリオにより学
修の振り返りと自己評価を行っ
た学生の割合　95%（令和8年
度）
・管理栄養士国家試験合格率
全国平均以上
・アクティブ・ラーニングを取
り入れている講義・演習の割合
55%（令和8年度）
・FD研修会に参加した教員の割
合　96％（令和8年度）、授業
評価アンケート学科平均値が前
年比で2%増

「評価指標」
・学修ポートフォリオによ
り学修の振り返りと自己評
価を行った学生の割合　85%
・管理栄養士国家試験合格
率　全国平均以上
・アクティブ・ラーニング
を取り入れている講義・演
習の割合　48%
・FD研修会に参加した教員
の割合　92％、授業評価ア
ンケート　学科平均値が前
年比で2%増

「計画達成のための方策」
・新入生の学力把握とその結果
に基づくリメディアル教育の実
施
・リメディアル教育の継続的な
改善
「評価指標」
・リメディアル関連科目受講推
奨者の履修率100％
・令和5年度リメディアル国語
開設
・リメディアル教育の改善実施

Ⅲ
【年度計画11-7】
・新入生の学力把握とその
結果に基づくリメディアル
教育の実施
・リメディアル教育の継続
的な改善
「評価指標」
・リメディアル関連科目受
講推奨者の履修率100％
・リメディアル教育の改善
実施

Ⅲ ・オリエンテーションでリメディアル関連科目の有用性を説明
し、全新入生に受講を強く推奨した。履修登録率は基礎数学
92％、実用国語86％、化学Ⅰ96％と、前年（86％、91％、91％）
同様に高水準であった。今年度はプレースメントテスト共通化で
テストが変更され、低得点基準を設定できなかったため、低得点
者に限らず全員に推奨したが、多くの学生が基礎科目に苦手意識
を持っていることから、今後も全員への推奨を継続する。
・昨年度開講した「実用国語」は教育の一貫性確保のため担当教
員を1名に変更したが、単位取得率が67％と低かった。入学時プ
レースメントテスト（国語）の得点から、受講が必要な低得点者
ほど、課題未提出や欠席により落単しやすい傾向がみられた。次
年度は、授業内で課題に取り組む時間を増やし、課題未提出によ
る落単者の減少を図る。
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「評価指標」
・学科全体として、英語論文を
3本/年以上公表

「評価指標」
・英語論文の投稿状況

・本年度は、英語論文は2本と例年どおりの数に戻っている（目
標達成率66%）。
・医療情報学科の改組に伴って論文投稿の余裕がなかったこと等
が原因と考えられるが、医療情報学の特性上、研究を通じた斬新
さの可視化は、専攻に所属する教員のブランディングを進める上
でも不可欠である。そのため組織的に投稿を促す観点から、令和
8年度は医療保健学科医療情報学専攻に係る学科特別研究費の配
分において、論文投稿に直結する取り組みへの傾斜配分を行い、
目標達成率の改善を図っていく。

・本年度は、英語の原著論文が5本、国際学会発表が5本と、例年
より大幅に増加した。もっとも、昨年度課題とした「学会のブラ
ンディング」という意味ではまだ十分に活かせていないので、引
き続き努力してまいりたい。

Ⅳ
【年度計画12-3】
英語論文を3本以上投稿す
る。

Ⅱ

・医療情報学科（入学定員80名）から、医療保健学科医療情報学
専攻（同30名）への改組を行い、入学者は33名となったことか
ら、入学定員に占める学生の割合は110%となった。
・他方、入学者の多くは「スポーツ科学副専攻」との連携を前提
としており、医療情報学専攻単体としてみれば、入学定員の確保
はさらに深刻な状況になっている。そこで医療情報学専攻と「ス
ポーツ科学副専攻」を一体化したカリキュラムを構築し、専攻像
そのものを社会のニーズに合ったものに大胆に転換することが喫
緊の課題である。

Ⅲ

・本学卒業生が複数名就職する企業から委託を受けて例年「医療
情報技師対策講座」を行っているところであるが、本年度は合格
者2名にとどまったものの、うち1名が初度受験合格であり、同社
からは高い評価をいただいた。また次年度以降も継続するよう依
頼を受けており、同社には例年通り卒業生が就職する予定である
ことから、引き続き支援を続けてまいりたい。

Ⅳ

〇医療保健学部医療情報学科
【計画12-1】㋐
Socity5.0に基づくヘルスケア
情報人材像を確立し、高等学
校、実習先、就職先・進学先な
ど社会におけるステークホル
ダーからの信頼を勝ち取る。

「計画達成のための方策」
卒業生向けの医療情報技師等の
資格試験講座を開講する。
「評価指標」
・卒業後3年以内の推奨資格
（医療情報技師等）取得者15名
以上

【年度計画12-2】
前年度計画記載以外の卒業
生向けの学修支援方法を検
討する。
「評価指標」
・卒業後3年以内の推奨資格
（医療情報技師等）取得者
15名以上

「計画達成のための方策」
紀要・学会誌への投稿がスムー
ズにできるための問題点を抽出
し、今後のアクションとスケ
ジュールを決定する。

・学生に魅力のあるカリキュラムを目指して2023年度から新カリ
キュラムを適用しているところではあるが、残念ながら2024年度
入学生は入学定員の半数を割り込む結果となり、よって在学定員
に占める学生の割合はさらに低下する結果となった。
・18歳人口が減少する中で現状のままでは学科を継続することは
困難であるため、2024年7月の大学経営会議において、医療情報
学科（定員80名）と「医療保健学科医療情報学専攻（定員30
名）」と大幅に縮小することとなった。また、これまで病院や電
子カルテベンダーなど狭義の医療情報分野で活躍する情報処理技
術者の育成を目指していたが、その範囲を大幅に広げることとし
た。具体的には、健康・スポーツの分野を含めたヘルスケア
フィールドにおいて、情報処理機構が示す幅広いDX人材像も視野
に入れて、多様なデジタルヘルス人材の育成にシフトすることと
した。まだ関連産業等へのヒアリングを行っている段階である
が、「スポーツ科学副専攻」との連携等も含めて、着実にカリ
キュラムの見直しを進めてまいりたい。

Ⅲ
・同社の研修については既に10年を超す実績があるが、本年度は
6名の合格者を輩出することができ、うち1名は新入社員であった
ことから、同社からも大変高い評価をいただいている。
・医療情報学科の改組に伴って将来的に医療情報技師を目指す学
生が減少することも見込まれるが、本取り組みは重要な就職先を
通じた卒業生支援を目的としているため、少なくとも令和8年度
については継続することとしたい。

【計画12-2】㋐
卒業生への生涯学習支援とし
て、卒業後の資格試験取得に向
けた学習サポートを実施する。

【計画12-3】㋐
紀要・学会誌への投稿を推進す
る。

「計画達成のための方策」
Socity5,0におけるヘルスケア
人材像やその背景の書籍化及び
カリキュラムの見直し・実装等
を推進する。
「評価指標」
・入学定員に占める学生の割合
100%
・実習先の実習系科目における
肯定的な指導者評価75%超
・就職先における肯定的な上司
評価75%超

Ⅰ
【年度計画12-1】
令和5年度新カリキュラム適
用学生におけるインターン
シップの見直し・実装。

「評価指標」
・入学定員に占める学生の
割合100%
・実習先の実習系科目にお
ける肯定的な指導者評価75%
超
・就職先における肯定的な
上司評価75%超
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〇東が丘看護学部
【計画13-1】㋐
全領域で「自ら考え判断し行動
できる自律した看護師」の育成
を目指し、学生が主体性を発揮
できる学習活動（アクティブ
ラーニング）を取り入れた授業
（講義・演習）を実施（導入・
継続）する。
また“tomorrow's Nurse”が目
指す看護実践能力の基盤となる
知識・技術の修得に向けて、毎
年20％ずつの演習科目の内容・
方法を検討し、令和8年度には
全ての演習科目の見直しを行
う。

1.90%以上の科目でアクティブラーニングを取り入れた授業を展
開した。アクティブラーニングに関する情報をシラバス、カリ
キュラム検討委員会等で共有した。

2.各領域で演習内容・方法を見直した。カリキュラム検討委員会
での共有、全体の調整は実施できなかった。

3.学生自身が学修ポートフォリ
オを活用し、学修状況の自己評
価、今後の学修目標の設定を促
進する。

Ⅲ 3.学修ポートフォリオである「看護技術経験表」を用いた自己評
価、目標設定を促進した。各学年の活用率は80%以上であった。

3.学生自身が学修ポート
フォリオを活用し、学修状
況の自己評価、今後の学修
目標の設定を促進する。

Ⅲ 3.学修ポートフォリオである「看護技術経験表」を用いた自己評
価、目標設定を促進した。各学年の活用率は90%以上であった。

2.領域間で情報を共有し、看護
過程展開の事例や看護技術項目
等の効果的かつ効率的な配置に
関する検討を毎年1回ずつ行
い、令和8年度の完了を目指
す。

Ⅲ 2.看護実践能力の基盤とな
る知識・技術の修得に向
け、各領域で年度内で検討
する演習科目および技術項
目を決定し、演習内容・方
法を見直す。また、各領域
での検討内容をカリキュラ
ム委員会で共有し、全体で
の調整を図る。

2.各領域で演習内容・方法を見直した。カリキュラム検討委員会
での共有、全体の調整は未実施。

「計画達成のための方策」
1.各領域で新たに取り組むテー
マを1つ以上決定し、それに対
する行動計画および実施・評価
を報告する。令和8年度までに
は全領域、全科目において検討
する。

1.90%以上の科目でアクティブラーニングを取り入れた授業を展
開した。アクティブラーニングに関する情報をシラバス、カリ
キュラム検討委員会等で共有した。また、看護技術のeラーニン
グソフトであるNursing Skillsの学生利用率は95％以上であっ
た。

Ⅲ

【年度計13-1】
1.各領域の特性や各科目の
学習目標に合わせ、アク
ティブラーニングを取り入
れた効果的な授業計画・展
開する。また、各領域で実
施しているアクティブラー
ニングに関する情報を共有
する。

Ⅲ

4.ヘルスデータサイエンスプログラムの履修率および修了認定率
は100%であった。

4.ヘルスデータサイエンス
プログラムの履修により、
発展・進化する看護の知
識・技術を積極的に探究
し、データサイエンスの活
用を通じて自らも看護・看
護学の発展に創造的にかか
わる能力を高める。

4.ヘルスデータサイエンスプログラムの履修率および修了認定率
は100%であった。

4.ヘルスデータサイエンスプロ
グラムの履修により、発展・進
化する看護の知識・技術を積極
的に探究し、データサイエンス
の活用を通じて自らも看護・看
護学の発展に創造的にかかわる
能力を高める。

Ⅳ Ⅳ

Ⅲ
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2.コンタクトグループの前後に
学生に連絡を行い、情報を周知
する。

3.学生サークルの活動が円滑に
行えるようにサポートする。

4.ボランティア活動・ボラン
ティアサークルの推進につい
て、学友会と連携を取り支援し
ていく。

2.コンタクトグループの前
後に学生に連絡を行い、情
報を周知する。

3. 学生サークルの活動が円
滑に行えるようにサポート
する。

Ⅲ 6.東京医療センター主催の災害訓練に約100名のボランティア学
生を派遣した。

Ⅳ 6.東京医療センター主催の災害訓練に約110名のボランティア学
生を派遣した。

8.外部施設に2回、医愛祭などの内部施設で2回、アロマトリート
メントのボランティアの活動を行った。
また、アロマ石鹸づくりを1回実施し9名が参加した。

8.アロマセラピークラブの
ひいりんぐぽっとに所属す
るメンバーは、病院や老人
施設、医愛祭などでアロマ
トリートメントのボラン
ティアの活動を行う。

6.実習施設の災害訓練に患
者役のボランティアとして
参加する。

Ⅳ 5.目黒区との地域連携を推進するため「第48回目黒区民まつり」
に学生ボランティア14名及び教員1名を派遣した。

5.目黒区と連携し、区民対
象のイベントに救護活動等
のボランティアとして活動
する。

Ⅲ 5.目黒区との地域連携を推進するため「第49回目黒区民まつり」
に学生ボランティア20名及び教員1名を派遣した。

4.ボランティア活動・ボラ
ンティアサークルの推進に
ついて、学友会と連携を取
り支援していく。

Ⅳ

1.2.3.4.学友会と連携を取り、各種イベントに学生の参加を促し
た。また、コンタクトグループを対面で2回実施した。

5.目黒区と連携し、区民対象の
イベントに救護活動等のボラン
ティアとして活動する。

6.実習施設の災害訓練に患者役
のボランティアとして参加す
る。

7.管弦楽クラブのダカーポに所
属するメンバーは、病院の患者
向けミニコンサートにボラン
ティアとして参加する。

「評価指標」
・アクティブラーニングを取り
入れた授業（講義・演習）の実
施状況及び演習科目の見直し状
況
・各科目の学生からのフィード
バック、授業評価アンケート結
果、学修ポートフォリオの活用
率、プログラム（該当科目）の
履修率および修了認定率

8.アロマセラピークラブのひい
りんぐぽっとに所属するメン
バーは、病院や老人施設、医愛
祭などでアロマトリートメント
のボランティアの活動を行う。

1-4.約450名の東が丘看護学部の学生が4年間で最低1回のボラン
ティア活動に参加するという目標は達成できていると考えられ
る。
・学友会と連携を取り、各種イベントに学生の参加を促した。ま
た、コンタクトグループを対面で2回実施した。

Ⅲ 8.医愛祭などの内部施設で2回、外部で2回、アロマトリートメン
トのボランティアの活動を行った。
また、アロマ石鹸づくりを１回実施し10名が参加した。

Ⅲ 7.病院などはコロナ禍の後、演奏会を禁止しており、ミニコン
サートは実施できていないが、練習活動を行っている。

7.管弦楽クラブのダカーポ
に所属するメンバーは、病
院の患者向けミニコンサー
トにボランティアとして参
加する。

Ⅲ 7.病院などはコロナ禍の後、演奏会を禁止しており、ミニコン
サートは実施できていないが、医愛祭で演奏する機会をえた。

Ⅲ
「計画達成のための方策」
1. 学友会や学生サークルと連
携し、学生のリクルートを積極
的に行う。

Ⅳ
【年度計画13-2】
1.学友会や学生サークルと
連携し、学生のリクルート
を積極的に行う。

「評価指標」
・アクティブラーニングを
取り入れた授業（講義・演
習）の実施状況及び演習科
目の見直し状況
・各科目の学生からの
フィードバック、授業評価
アンケート結果、学修ポー
トフォリオの活用率、プロ
グラム（該当科目）の履修
率および修了認定率

【計画13-2】㋐
ボランティア活動やボランティ
アサークルが定着し、4年間を
通じて学生一人が最低1回はボ
ランティア活動に参加する。
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【計画13-3】㋐
学生生活の充実を図る。

9.目黒区消防団に150名弱が登録している。 9.目黒区消防団に入会し、
防災活動や災害時の拠点確
認を行い、地域住民に対し
て貢献する。

Ⅲ

「評価指標」
1）新入生ガイダンス実施後ア
ンケートの実施状況の確認
2）コンタクトミーティングへ
の参加率、アンケートの確認
3）看護技術経験表の各学年の
更新状況・看護技術経験表の各
学年の目標達成率

「評価指標」
1）新入生ガイダンス実施後
アンケートの実施状況の確
認
2）コンタクトミーティング
への参加率、アンケートの
確認
3）看護技術経験表の各学年
の更新状況・看護技術経験
表の各学年の目標達成率

2.コンタクトミーティングの実
施により、学生に学年を超えた
縦のつながりを提供し、担任以
外の教員からのサポートも提供
する。

Ⅲ 2.コンタクトミーティング
の実施により、学生に学年
を超えた縦のつながりを提
供し、担任以外の教員から
のサポートも提供する。

Ⅲ 2.コンタクトグループを対面で2回実施した。

9.目黒区消防団に入会し、防災
活動や災害時の拠点確認を行
い、地域住民に対して貢献す
る。

「計画達成のための方策」
1.学生生活ガイダンス及び担任
制における学生への支援活動を
実施する。

Ⅳ
【年度計画13-3】
1.学生生活ガイダンス及び
担任制における学生への支
援活動を実施する。

Ⅳ 1.年度初めに学生生活ガイダンスおよびオリエンテーションを実
施した。年間を通して担任制を用いてサポートしている。

9.目黒区消防団に150名弱が登録している。

3.看護技術経験表のデジタル化
により、学生自身が自ら技術の
到達度を確認しながら学習や実
習を進めていくことを促す。
・各実習後の面談にて、看護技
術経験表の確認を教員と実施す
る。
・各実習の開始前には、学生自
身で看護技術達成度を確認する
ように教員が促す。
・未達成項目を確認し、実習の
中で受け持ち患者のニーズに合
わせて学生が自ら達成できるよ
うに指導する。

Ⅲ 3.看護技術経験表のデジタ
ル化により、学生自身が自
ら技術の到達度を確認しな
がら学習や実習を進めてい
くことを促す。
・各実習後の面談にて、看
護技術経験表の確認を教員
と実施する。
・各実習の開始前には、学
生自身で看護技術達成度を
確認するように教員が促
す。
・未達成項目を確認し、実
習の中で受け持ち患者の
ニーズに合わせて学生が自
ら達成できるように指導す
る。

Ⅳ 3.デジタル化された看護技術経験表より、学生自身が自ら技術の
到達度を確認しながら学習や実習を進めていく環境は整ってい
る。
・学生は各実習後の教員との面談にて、看護技術経験表の確認を
実施し、教員からのリマインド等により100％の学生が自身の経
験を入力更新することができた。
・各実習の開始前には、学生自身で看護技術達成度を確認するよ
うに教員が促し、実習に臨むことができている。
・教員は未達成項目を確認し、実習の中で受け持ち患者以外の患
者も含めて学生が自ら達成できるように指導・調整していた。
【各学年の目標達成率】各学年の達成率は把握できており毎年の
算出は負担が大きいため、各論実習後の3年次終了時点と4年次終
了時点とに限定した。4年生の個人の目標レベル到達項目の平均
割合は97%と前年比2%上昇した。

「評価指標」
・各種ボランティア活動の参加
状況、参加率、サークルやクラ
ブの入会率

「評価指標」
・各種ボランティア活動の
参加状況、参加率、サーク
ルやクラブの入会率

Ⅳ

1.年度初めに学生生活ガイダンスを実施した。年間を通して担任
制を用いてサポートしている。

2.コンタクトグループを対面で2回実施した。

3.実習検討委員にて看護技術経験表の活用を実習前後で学生に周
知および促しを徹底した。ダウンロードに関してはほぼ全員が済
ませている。
・実習後の担当教員との面談時に看護技術経験表の確認を実施で
きた。
・各実習の開始前には、学生自身で看護技術達成度を確認するよ
う各領域の教員、実習検討委員が促すことができた。
・各領域の実習で達成が見込まれる技術項目についてハイライト
を施し周知徹底したが、学生・教員の理解が進まず、誤って評価
をしている学生が散見された。

・看護技術経験表の各学年の更新状況・看護技術経験表の各学年
の目標達成率
1年生更新状況　97%、目標達成率は2025年度集計予定
2年生更新状況　98.2%　目標達成率　69.7％
3年生更新状況　86.6%　目標達成率　90％
4年生更新状況　100%、目標達成率　98%
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1.看護技術達成度を確認する経験表をデジタル化し、学生も自身
でその達成度を確認し、不足な技術を積極的に実施することへと
つながっていた。
また、達成度がアップしていくことで、学生自ら自信につなが
り、学習意欲をもつことにつながっていた。
実習終了後の評価面接の際に、学生とともにデジタル化された経
験表を一緒に確認することで、実施できていた項目がチェックさ
れていないところの修正、またそのあと続く実習での実施の意識
付けにもつながり効果的であった。

1.看護技術経験表のデジタル化も2年目となった。各実習後に学
生が自分の実施した看護技術を確認し、各自の達成度を可視化で
きるようになり、到達していない技術を積極的に修得するように
なり、学習意欲の向上につながった。
各実習終了後の評価面接の際に、学生と共にデジタル化された経
験表を教員と一緒に確認することで、達成度の向上が確認でき学
生が自信や成長を感じることにもつながった。到達度に達してい
ない技術については、あとに続く実習での実践の意識付けにもつ
ながり効果的であった。看護技術経験表のアップロード数は、各
学年とも概ね100％に近い状況であった。

4.グローバルな健康課題に対
し、一人ひとりが主体的に興味
関心のある分野を学修できる副
専攻「国際看護学」を設置し、
国際看護を担う人材を育成す
る。

「評価指標」
・出席率・参加率・授業評価ア
ンケート

Ⅳ 4.副専攻「国際看護学コース」を設置した。学内での講義・演習
だけでなく、フィールドワーク、プレゼンテーション、TOIEC受
験、English Caféへの参加等を通して、グローバルな視野を修得
できるようにした。

4.グローバルな健康課題に
対し、一人ひとりが主体的
に興味関心のある分野を学
修できる副専攻「国際看護
学」を設置し、国際看護を
担う人材を育成する。

「評価指標」
・出席率・参加率・授業評
価アンケート

Ⅳ 4.副専攻「国際看護学コース」を実施している。学内での講義・
演習だけでなく、フィールドワーク、プレゼンテーションを行っ
ている。また、TOIEC受験、English Caféへの参加等を通して、
グローバルな視野を修得できるようにした。

3.学生が自己の看護に関連
する分野だけでなく、他領
域の知識、知見、手法を融
合しながら、問題解決に取
り組む姿勢とスキルを身に
つけることを目指すことが
できるような学修の場を提
供する。

Ⅲ 3.コンタクトグループミーティング、スポーツ大会、医愛祭、目
黒区のサンマ祭り、東京医療センターの災害看護訓練等の課外活
動を充実させ、参加を促進した。

【計画13-5】㋐
学生に継続的な教育支援を行い
満足度を高める。

3.学生が自己の看護に関連する
分野だけでなく、他領域の知
識、知見、手法を融合しなが
ら、問題解決に取り組む姿勢と
スキルを身につけることを目指
すことができるような学修の場
を提供する。

Ⅲ

2.前期後期開始時に学部長、主
担任により学生へのカリキュラ
ムや学習に関するガイダンスが
行われることで、一層学ぶこと
の意義や学際的視
野につながる。

Ⅲ 2.前期後期開始時に学部
長、主担任により学生への
カリキュラムや学習に関す
るガイダンスが行われるこ
とで、一層学ぶことの意義
や学際的視野につながる。

Ⅲ 2.前期・後期開始時に学部長・担任・関連委員会委員長によるガ
イダンスを実施した。各学年の95%以上が出席した。

2.前期・後期開始時に学部長・担任・関連委員会委員長によるガ
イダンスを実施した。各学年の95%以上が出席した。

1.4年次の「卒業研究」にてグループ研究を実施した。履修率は
100%であった。また3年生も参加する形式で研究成果の合同発表
会を開催した。4年生の100%、3年生の95%以上が参加した。

「計画達成のための方策」
1.単独の学問だけでは解決が難
しい課題に対して、複数の学問
を連携・融合させ学修すること
で学際的視野を身に着けること
ができるように、情報提供や学
習支援に努めていく。

Ⅲ
【年度計画13-4】
1.単独の学問だけでは解決
が難しい課題に対して、複
数の学問を連携・融合させ
学修することで学際的視野
を身に着けることができる
ように、情報提供や学習支
援に努めていく。

Ⅲ 1.4年次の「卒業研究」にてグループ研究を実施した。履修率は
100%であった。また3年生も参加する形式で研究成果の合同発表
会を開催した。4年生の100%、3年生の95%以上が参加した

【計画13-4】㋐
学びの機会を拡大し、学際的視
野を身につけることを促進す
る。

「計画達成のための方策」
1.学修ポートフォリオ(電子版
看護技術経験表)の活用：演習
や実習を学生と一緒に振り返
り、できるようになった看護技
術を確認し、学生自身が成長を
感じられるように促す。

Ⅲ
【年度計画13-5】
1.学修ポートフォリオ(電子
版看護技術経験表)の活用：
演習や実習を学生と一緒に
振り返り、できるように
なった看護技術を確認し、
学生自身が成長を感じられ
るように促す。

Ⅲ

3.コンタクトグループミーティング、スポーツ大会、医愛祭、東
京医療センターの災害看護訓練等の課外活動を充実させ、参加を
促進した。
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Ⅲ

「計画達成のための方策」
1.図書館利用方法の説明や検索
対応を行う。

・国際看護や実習指導者講習会、大学院の図書、地域連携などの
展示図書コーナーを新規に設け、教員や学生が書籍を利用しやす
いレイアウトの工夫を行った。入館者数はBDS故障のため不明で
はあるが資料貸出数6000件以上、ILL申込件数400件程度、看護師
国家試験WEBﾛｸﾞｲﾝ数は全学利用の3分の1を東が丘看護学部が占め
ており、目標は概ね達成したと評価する。
1.来館者に対して図書館の利用方法についてその都度説明すると
ともに、開館案内を毎月送信し、学生に周知してもらっている。
データベースログイン回数は全学のデータしかないが、看護師国
家試験WEBﾛｸﾞｲﾝ数は全学利用の3分の1を東が丘看護学部が占めて
おり、活用されている。

国際看護、実習指導者講習会、大学院関連図書、地域連携などを
テーマとした展示図書コーナーを継続的に設置し、教員および学
生が書籍を利用しやすいレイアウトの工夫を行ってきた。入館者
数についてはBDS故障のため把握できていないものの、資料貸出
数は月平均400～500件以上、ILL申込件数は月平均約30件を維持
している。また、看護師国家試験WEBログイン数においては、全
学利用の48％を東が丘看護学部が占めている。以上のことから、
利用促進および学修支援の面において一定の成果が認められ、当
初の目標は概ね達成されたと評価できる。

2.OH(オフィスアワー)の活用をシラバスに記載し、教員が学生に
伝えたことにより、学生対応に役立ち、効果的であった。

1.来館者に対しては、その都度図書館の利用方法を説明するとと
もに、開館案内を毎月送信し、学生への周知を継続して行ってい
る。看護師国家試験WEBログイン数は全学利用の半数程度(48%)を
東が丘看護学部が占めており、学修支援ツールとして十分に活用
されていると評価できる。

2.OH(オフィスアワー)の開
催：各教員がOHの開催につ
いて学生に伝え（シラバス
に記載する）、授業や演
習、実習での学生の疑問に
タイムリーに対応するよう
にする。

Ⅲ 2.シラバスに記載したり、掲示板に表示することで、学生が講義
や実習での疑問にタイムリーに応えられるように努めている。

3.授業評価アンケートを実施
し、学生にフィードバックす
る。

Ⅲ 3.授業評価アンケートを実
施し、学生にフィードバッ
クする。

Ⅲ 3.全ての科目で授業評価アンケートを実施し、結果を基に、次年
度の計画を立てている。

「評価指標」
・学修ポートフォリオ(看護
技術経験表)の記載状況を確
認し、目標到達レベルの推
移をみる。
・OHの利用状況を集計す
る。
・授業評価アンケートを集
計する。回答率や回答内容
の確認をする。

3.授業評価アンケートの実施および教員の結果確認により、今後
の改善等につながり、学生へのフィードバックに効果的であっ
た。

「評価指標」
・学修ポートフォリオ(看護技
術経験表)の記載状況を確認
し、目標到達レベルの推移をみ
る。
・OHの利用状況を集計する。
・授業評価アンケートを集計す
る。回答率や回答内容の確認を
する。

Ⅳ

Ⅳ

【年度計画13-6】
1.図書館利用方法の説明や
検索対応を行う。

【計画13-6】㋐
書籍を利用しやすいレイアウト
や検察対応を工夫し、図書利用
の促進および満足度を高める。

Ⅲ

2.OH(オフィスアワー)の開催：
各教員がOHの開催について学生
に伝え（シラバスに記載す
る）、授業や演習、実習での学
生の疑問にタイムリーに対応す
るようにする。

Ⅲ
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Ⅳ Ⅲ

【計画13-7】㋐
異文化コミュニケーションの充
実と学生の満足度を高める。

Ⅳ 3.TOEIC®の受験を推奨、
セッティングし、英語能
力、日常やオフィスなど実
際のコミュニケーション能
力を高める。

Ⅳ 3.TOEIC®はおよそ130名の学生が受験し、実力測定により語学能
力の確認と向上に寄与できた。1年生の受験率は100％であった。
英語の表現力向上および自己の意思を伝える語彙の増加に貢献し
た。

2.新入生・来館者を対象に、データベースの利用方法について説
明している。英論文クリティークや看護研究の基礎の講義内でも
教員が説明し、学生はスムーズに利用できている。

3.新入生・在校生を対象に図書のリクエスト方法について口頭・
メール等で説明し、周知してもらっている。図書のリクエスト授
業や実習に必要な書籍およびDVDに関して、前期・後期の定期リ
クエストを受け付けるだけでなく、毎月随時リクエストを受け付
け（2月時点で21冊/年）、教員・学生のニーズにあった対応が実
施できた。

4.目黒区との地域連携として、「飲酒と健康」をテーマに選書15
冊、コラボレーション展示、ブックリストの配布を行った。展示
は展示コーナーを設けることで地域連携の強化ならびに学生の関
心を促せた。 

3.授業や実習に必要な書籍およ
びDVDに関して、前期・後期で
購入リクエストを受け付けると
ともに、リアルタイムでリクエ
ストも受付、ニーズに対応す
る。

3.TOEIC®の受験を推奨、セッ
ティングし、英語能力、日常や
オフィスなど実際のコミュニ
ケーション能力を高める。

2.副専攻「国際看護学Ⅱ」は希望した学生が受講し、学内での講
義・演習だけでなく、フィールドワーク、プレゼンテーションを
通して、国外のグローバル化や、健康課題、国際医療協力の実態
を探求した。

3．今年度は予算の都合により、リアルタイムでのリクエスト周
知は実施できなかったものの、授業および実習に必要な書籍・
DVDについて前期・後期の定期リクエストを受け付けた。その結
果、教員および学生のニーズには概ね対応できていたと評価す
る。

1.ハワイでNPとして働いている非常勤講師により、学部生はオン
ライン授業、大学院生は対面で講義を受けた。米国の保健医療制
度の特徴などの講義を受け学生達は高い関心を示した。日本と異
なる医療制度等に関心が高まった。

4.目黒区、目黒区内の病院図書
館における地域連携を促進す
る。「緩和ケア」「就業継続し
ながらの治療」といったテーマ
でコラボレーション展示を行
い、学生の興味関心を促すとと
もに大学図書館と地域の連携に
よる社会活動を学ぶ。

「評価指標」
入館者数、資料貸出冊数、ILL
申込件数、データベースログイ
ン回数とSession数、看護師国
試WEBﾛｸﾞｲﾝ回数

Ⅳ 3.授業や実習に必要な書籍
およびDVDに関して、前期・
後期で購入リクエストを受
け付けるとともに、リアル
タイムでリクエストも受
付、ニーズに対応する。

Ⅲ

2.データベース利用方法の
説明を十分に行い、英論文
クリティークや看護研究の
基礎といった講義において
も繰り返し説明し、各自が
スムーズに利用できるまで
支援する。

Ⅲ 2．新入生および来館者を対象に、データベースの利用方法につ
いて継続的な説明を実施している。加えて、「英論文クリティー
ク」や「看護研究の基礎」の講義内においても教員による説明が
行われており、学生は円滑にデータベースを活用できている。

4．目黒区との地域連携の一環として、「認知症」をテーマに選
書17冊を用いたコラボレーション展示およびブックリストの配布
を行った。展示コーナーを設けることで、地域連携の強化に加
え、学生の関心喚起にもつながった。

2.国際看護学Ⅱのフィールド
ワークを通して、グローバル化
の実態および、外国人の健康問
題について探求する。

「計画達成のための方策」
1.ハワイのNPによる特別講演を
設定し受講できるよう時間割を
調整する。

Ⅲ
【年度計画13-7】
1.ハワイのNPによる特別講
演を設定し受講できるよう
時間割を調整する。

Ⅲ

「評価指標」
入館者数、資料貸出冊数、
ILL申込件数、データベース
ログイン回数とSession数、
看護師国試WEBﾛｸﾞｲﾝ回数

Ⅳ

2.データベース利用方法の説明
を十分に行い、英論文クリ
ティークや看護研究の基礎と
いった講義においても繰り返し
説明し、各自がスムーズに利用
できるまで支援する。

Ⅳ

1.ハワイでNPとして働いている非常勤講師により、学部生および
大学院生はオンラインで講義を受けた。米国の保健医療制度の特
徴などの講義を受け学生達は高い関心を示した。日本と異なる医
療制度等に関心が高まった。

4.目黒区、目黒区内の病院
図書館における地域連携を
促進する。「緩和ケア」
「就業継続しながらの治
療」といったテーマでコラ
ボレーション展示を行い、
学生の興味関心を促すとと
もに大学図書館と地域の連
携による社会活動を学ぶ。

2.国際看護学Ⅱのフィール
ドワークを通して、グロー
バル化の実態および、外国
人の健康問題について探求
する。

Ⅳ2.副専攻「国際看護学Ⅱ」は希望した学生が受講し、学内での講
義・演習だけでなく、フィールドワーク、プレゼンテーションを
通して、国外のグローバル化や、健康課題、国際医療協力の実態
を探求した。

3.TOEIC®はおよそ130名の学生が受験し、実力測定により語学能
力の確認と向上に寄与できた。1年生の受験率は100％であった。
英語の表現力向上および自己の意思を伝える語彙の増加に貢献し
た。
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【計画13-8】㋐
卒業後の支援体制を構築する。

「評価指標」
卒業生との懇談会の参加率及び
満足度

「評価指標」
卒業生との懇談会の参加率
及び満足度

5.海外現地研修参加による現地
の学生やホストファミリーとの
交流により、英語能力、コミュ
ニケーション能力を高める。

Ⅲ 5.海外現地研修参加による
現地の学生やホストファミ
リーとの交流により、英語
能力、コミュニケーション
能力を高める。

Ⅳ 5.グリフィス大学の現地研修に8名の学部生が参加した。現地の
学生とのキャンパスツアー、病院見学、高齢者施設見学、オース
トラリアの文化研修、学外活動、ホームステイ先の家族との交流
により、語学力が向上するように設定した。参加者は効果的な学
修機会と回答した人がほとんどであり、満足度が高かった。

Ⅳ 4.English caféは年間に6回、定期開催し、平均参加学生数は100
名であった。学部2年生は全員参加した。ネイティブスピーカー
との会話によりリスニングおよびスピーキング能力の向上に寄与
した。英語圏の文化を学び、グローバルな視野を修得した。

6.海外オンライン研修の参加を
促し、英語能力、コミュニケー
ション能力を高める。

Ⅲ 6.海外オンライン研修の参
加を促し、英語能力、コ
ミュニケーション能力を高
める。

Ⅲ 6.ハワイオンライン研修に学生が参加した。シャミナード大学の
協力を得て、アメリカおよびハワイ州における最近の医療の側面
に焦点をあてた講義、現地学生との交流により、語学力が向上す
るようにプログラムを設定した。

6.オーストラリアオンライン研修は学生の参加希望がなかった
が、教員2名が運営スタッフとして協力した。グリフィス大学の
協力を得て、海外の看護や栄養について学び、効果的な学修機会
と回答した人は100％であり、満足度も高かった。

「評価指標」
特別講演の出席率、ヒアリング
参加率、TOEIC®の受験率、
English caféの参加率、海外研
修の参加率および満足度、オン
ライン交流の参加率および満足
度

1.卒業生との懇談会を11月8日に国立病院機構本部講堂で実施し
た。卒業生に関しては、本学部の実習病院を中心に14施設から参
加があった。学部3年生に関しては104名の参加があり、参加率は
92.9％であった。
前半では、卒業生が所属する施設に関する説明を行い、後半で
は、卒業生が施設ごとにブースに分かれ、3年生が自由に卒業生
から話を聞く時間とした。
実施後のアンケートでは、懇談会について「満足」「やや満足」
と回答した割合が計77%であり、今後の就職活動に「大いに参考
になった」「参考になった」と回答した割合が計85％であった。
評価指標がおおむね80%を超えていることから評価区分をⅢと判
定する。

「計画達成のための方策」
1.卒業生との懇談会を企画し、
学生が将来の進路について考え
る機会を設ける。

Ⅲ
【年度計画13-8】
1.卒業生との懇談会を企画
し、学生が将来の進路につ
いて考える機会を設ける。

Ⅳ 2025年11月17日に国立病院機構本部講堂にて、3年生を対象とし
た卒業生との懇談会を実施した。参加施設はNHO・NCグループの
16施設であった。参加人数は、午前110/116名（94.8%）、午後
107/116名(92.2％)と、90%以上の出席が見られた。参加者を対象
としたアンケート結果（回答数55、回収率47.4%）では、「満足
度」は「満足47%(26)」および「やや満足36%(20)」であり、
83%(46)が満足であると回答していた。「就職活動の参考になり
そうですか」という項目では、「大いに参考になった
35%(19)」、「参考になった60%(33)」であり、95%(42)が参考に
なったと回答していた。自由回答では、「先輩方がたくさん来て
くださって、実際に働きだしての思いだったり職場の環境を生声
で聴くことができて良かった。給料や休み勤務形態など聞きづら
いことも積極的に教えてださってとても良かった。」との回答が
あり、対面での効果もあったと考えられる。次年度においても学
生のニーズを把握し、継続して実施を検討する。

4.ネイティブスピーカーと交流
するEnglish caféの定期的な開
催により、英語能力、コミュニ
ケーション能力を高める。

Ⅳ 4.ネイティブスピーカーと
交流するEnglish caféの定
期的な開催により、英語能
力、コミュニケーション能
力を高める。

「評価指標」
特別講演の出席率、ヒアリ
ング参加率、TOEIC®の受験
率、English caféの参加
率、海外研修の参加率およ
び満足度、オンライン交流
の参加率および満足度

4.English caféは年間に6回、定期開催し、平均参加学生数は60
名であった。ネイティブスピーカーとの会話によりリスニングお
よびスピーキング能力の向上に寄与した。英語圏の文化を学び、
グローバルな視野を修得した。

5.ハワイ大学アウトリーチ部門主催N.I.C.E.プログラムに3名の
学部生が参加した。現地の学生と会話するセッション、ハワイ・
アメリカの文化研修、学外活動により、語学力が向上するように
設定した。
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【計画13-9】㋐
実習施設との連携強化により充
実した実習指導を強化する。

「計画達成のための方策」
1.医療センターとの連携会議
（3回/年）を開催する。

Ⅳ
【年度計画13-9】
1.医療センターとの連携会
議（3回/年）を開催する。

Ⅲ

3.看護学実習施設への説明会の
開催（1回/年）

3.看護学実習施設への説明
会の開催（1回/年）

4.実習指導者講習会の開催
（2024年度より開講）

4.実習指導者講習会の開催

「評価指標」
・連携会議、看護学実習施
設への説明会、実習指導者
講習会の参加人数
・実施後のアンケート結果

【計画13-10】㋐
広報活動の充実により受験生の
本学受験および入学の意志が高
まる。

2.連携会議でのテーマについて
は、参加者からの意見や希望を
聞き、医療センターと大学の担
当者で調整する。

2.連携会議でのテーマにつ
いては、参加者からの意見
や希望を聞き、医療セン
ターと大学の担当者で調整
する。

2.会議のテーマや開催方法は教員・指導者へのアンケートで得た
意見や要望を元に設定した。役割については大学と東京医療セン
ターの担当者で分担して運営することができ達成できた。

3.全体での看護実習施設への説明会は各領域での実習打合せと内
容が重複していることと、準備にかかる負担等を検討し本年度の
開催は見送った。しかし、各実習前の領域ごとの説明会や打ち合
わせは、例年通り開催しているため80%の達成とする。

4.実習指導者講習会は2025年7月～11月に開催され、33名が研修
を修了した。

「評価指標」
・連携会議、看護学実習施設へ
の説明会、実習指導者講習会の
参加人数
・実施後のアンケート結果

3.看護学実習施設への説明会：案内総配布数79施設の内、35施設
（事前欠席連絡18施設）73名の事前参加連絡をいただき、当日は
事前参加施設すべての参加ならびに、大学参加者40名の総勢113
名の参加であった。
・各回アンケート回答率は参加者の5～7割程度で概ね参加者は会
の主旨やねらいを理解して有意義な話し合いが持て、満足度の高
い会議を実施することができた。

4.実習指導者講習会：受講者数29名
・回収率は63.6%、会の内容については、ほぼ参加施設の方が満
足されており実習受け入れ・指導に活用できると回答されてお
り、本会の目的は達成されたと考える。

1.2.看護学連携会議：参加人数は教員延べ65人、病院延べ70（第
2回までで）であった。
・各回アンケート回答率は参加者の5～7割程度で概ね参加者は会
の主旨やねらいを理解して有意義な話し合いが持て、満足度の高
い会議を実施することができた。

1.主たる実習施設である東京医療センターとの実習連携会議を3
回開催し達成できた。述べ参加者数180人であった。実施後のア
ンケート結果では「指導に役立てることができる」「実習指導者
と教員でディスカッションができて有意義な時間である」といっ
たポジティブな参加者からの評価を得た。
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2.企画広報部と協力し、広報誌、公式Webサイト、SNS等を通じ
て、東が丘看護学部の情報やイベント情報を発信している。ただ
し、Webサイトの訪問者数やSNSの再生回数については外部からの
アクセスと内部からのアクセスを区別したデータが存在せず明確
に外部からのアクセスに関する評価ができない。また、大学案内
の内容については、より若者文化をリサーチしたうえで、保護者
層も射程内に入れた複数のレイヤーを想定した内容に刷新した。
3.大学の授業内容に触れることのできる機会としてオープンキャ
ンパスではすべての領域が協力し、模擬授業を実施した。出張講
義に関して今年は実施していない。
4.2026年2月14日（土）に大学院高度実践公衆衛生看護コースの
ホームカミングデイを開催した。

1.オープンキャンパス
3/24（日）
来場者学生数（72名　前年度74名）
満足度（情報なし）
6/9（日）
来場者学生数（102名,　前年度　96名）
満足度（93.1%:大変満足60.5%, 満足32.6%）
7/28(日)
来場者学生数（145名, 前年度199名）
満足度（74.0%:大変満足72.0%, 満足2.0%）
・高校教員対象大学説明会
7/1(月)（20名,前年度15名）
高校の教員への説明会に参加し、入試に関して説明した。教員の
満足度が高かった。高校生の本学部に対する関心が高まった。
・入試説明会
9/16（月）
来場者学生数（65名,前年度48名）
満足度（情報なし）

2.一般選抜科目対策講座（Web）
12/6（金）-2/7（金）（139名,前年度190名）
・入試相談会
11/27（水）
来場者学生数（4名,前年度3名）
12/10（火）
来場者学生数（6名,前年度19名）

3.出張講義
7/18（木）東京都立忍岡高等学校
12/11（水）目白研心高等学校
1/30（木）玉川聖学院高等部
・進路セミナー
11/8（金）東京都立正則高等学校
・Webサイトの訪問者数やSNSの再生回数
対応なし

3.大学の授業内容に触れる
ことのできる出張講義を提
供することで、看護の魅力
と医療界の働きがいを伝
え、キャリア選択に「看
護」が入るよう実施する。

③個別相談会の充実：在学生や教員との相談会、事務部職員によ
る学生生活支援状況の説明を個別に実施できるように現役学部生
をアルバイトとして協力してもらい、受験までの道のりをイメー
ジしやすいように手書きでまとめたノートを示す学生や個別相談
で各々が丁寧に対応していた。

2.企画広報部と協力し、広
報誌、公式Webサイト、SNS
等を通じて、東が丘看護学
部の情報やイベント情報を
発信する。

②入試説明会の充実：9月15日，12月17日に実施した。9月15日は
来場者53名中95％が3年生で東が丘看護学部の受験を第一志望。
そのためリピート率88.7％と高く、総合型選抜推薦入試予定が
73.5％であった。12月17日は参加者11名と少なかったが3年生が
90.9％を占めており本学を第一志望にしている生徒は63.6％、大
が鵜のホームページからイベント情報を収集していた。

「評価指標」
・開催状況（オープンキャ
ンパス、個別相談会、入試
説明会）
・各イベントの来校者数と
満足度調査
・出張講義の実施状況
・受験者数
・Webサイトの訪問者数や
SNSの再生回数

「評価指標」
・開催状況（オープンキャンパ
ス、個別相談会、入試説明会）
・各イベントの来校者数と満足
度調査
・出張講義の実施状況
・受験者数
・Webサイトの訪問者数やSNSの
再生回数

3.大学の授業内容に触れること
のできる出張講義を提供するこ
とで、看護の魅力と医療界の働
きがいを伝え、キャリア選択に
「看護」が入るよう実施する。

1.本学の特徴を認識するため東京医療センターの多大なるご協力
の下、オープンキャンパスでは新たに病院見学を充実させ、キャ
ンパスツアーや個別相談等、きめ細やかな対応とした。また、新
たな動画作成や資料作成等も入試広報部と協力して作成。
①オープンキャンパスの充実：年2回（6月8日,7月27日）開催し
た。6月8日：約半数の51.1％がリピート参加者、来場者数92名中
高校3年生85.9％、東が丘を第一志望にしている生徒が63％、次
いで医療保健学部であり居住地は東京都、神奈川、埼玉で約85％
を占めていた。イベント満足度は約95％が満足しており、病院見
学やキャンパスツアーが特に好評であった。そこで次回も取り入
れることとした。7月27日の来場者は191名で初回参加が約6割、
高校3年生63％に対し、6月に比べ2年生が約25％と増加してい
た。居住地は特変なく、イベント満足度も95％が満足であり、
キャンパスツアーと共に新しく作成した入試動画が好評。個別相
談や入試説明でも親身になって相談にのってもらえたと好評で
あった。

2.企画広報部と協力し、広報
誌、公式Webサイト、SNS等を通
じて、東が丘看護学部の情報や
イベント情報を発信する。

「計画達成のための方策」
1.入試広報部と協力し、受験生
に本学の特徴を認識してもらえ
るよう複数の広報イベントを開
催する。
①オープンキャンパスの充実：
年3回開催とする（3月,6月,7
月）。
②入試説明会の充実：模擬授
業、病院見学など、学生や両親
が関心を持て、実際の学びの雰
囲気を体験できる魅力あるイベ
ントを企画運営する。
③個別相談会の充実：在学生や
教員との相談会、事務部職員に
よる学生生活支援状況の説明を
個別に実施できるようにイベン
ト内で設定する。

Ⅲ
【年度計画13-10】
1.入試広報部と協力し、受
験生に本学の特徴を認識し
てもらえるよう複数の広報
イベントを開催する。

Ⅲ
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2.看護技術ポートフォリオを導入し、F.CESS内でどのくらい看護
技術が達成できているかわかるように可視化を行っている。未達
成の項目があるが実際の受け持てる患者の状況を把握しながら、
学内の演習で補えるように強化を行っているところである。

「評価指標」
・新カリキュラムの導入状況
・看護技術項目の習得状況
・災害看護学コースの教育内容
充実状況

Ⅳ 3.昨年度災害看護コースに関連するすべての科目の見直しを行
い、それに基づいて進められている。さらに次年度より新カリ
キュラムが開始されるに伴い、さらに科目運営の見直しを行っ
た。次年度の入学生より開始されるため、段階的な積み上げ状
況、学修評価について継続して評価を行っていく。副専攻・災害
看護学コースでは107名が必要な単位数を獲得し、修了証が授与
された。

「計画達成のための方策」
1.新カリキュラムの導入、及び
各領域の特性や学習目標に合わ
せた教育手法を用い、学生が主
体的に学ぶことができる教育環
境を整え、効果的な授業を展開
する。また、学習成果を可視化
し、授業内容の改善を図る。

Ⅳ
【年度計画14-1】
1.アクティブラーニングの
導入・ICTの活用等につい
て、全科目の20～25％の見
直しを行う。

Ⅳ1.各科目でアクティブラーニングの導入を行うとともに今年度よ
り電子教科書を導入した。さらに前年度から引き続き演習等の授
業内におけるVRシステムの利用をすすめ、演習では全科目におい
てMedi-EYE（演習用電子カルテ）とF.CESS（実習用電子カルテシ
ステム）を使用し、実際の臨床、看護現場に近づけた形での看護
過程の展開を実施している。実習においては全教科でF.CESSを活
用している。学修成果の可視化並びにICT活用を進める中で、
WebClassを活用し試験の実施を進めており、専任教員が担当して
いる科目は全科目達成しているため、全科目の50％以上は実施で
きている。
学修成果の可視化として、カリキュラムマップ並びにカリキュラ
ムツリー、シラバス、試験については全科目において説明してい
る。評価指標を提示するためにルーブリック評価を活用し、授業
1回毎並びにすべてを振り返って学修目標が達成されたか否かを
学生自身が認識できるように整備を進めた。よって計画の目標は
達成された.今後さらにICT活用や学習成果を可視化し授業内容の
充実を図っていく。

2.看護技術ポートフォリオを導入し、看護技術の達成度の見直し
を行い昨年度より運用している。60％未達成の項目が14項目あり
昨年度より多い状況にある。入院期間がさらに短期化しているこ
と、実習施設での受け持てる患者の変化により実習で実施できる
技術にも限界がある。ただ、学内での演習での実施を強化し看護
技術修得度を高める。

3.副専攻・災害看護学コースでは110名が必要な単位数を獲得
し、修了証が授与された。副専攻の科目運営の担当領域が決まっ
たことで、段階的な積み上げや講義内容の重複が解消されてい
る。さらに災害看護学実習では、産学連携並びに防災基地（防衛
省、警察庁、消防庁、立川市）との連携のもとよりリアリティの
ある実習に取り組めている。また災害拠点病院である災害医療セ
ンターとも連携し、災害時の病院運営等のシミュレーションを実
際の病院、病棟で実施するなどが進められている。よって、今年
度の計画は達成されたと考えるが、より実際の場面にコミットし
た授業運営ができるように継続して評価していく。

Ⅲ

Ⅳ

2.前年度より達成度の割合
の増減を評価する。令和8年
度の目標値の達成を目指
す。

3.新カリキュラムの進捗状
況とともに、災害看護学
コースに関連する全ての科
目の学修評価・改善に取り
組む。毎年、2～3科目の見
直しを行う。また、副専攻
災害看護学コースに規定さ
れた単位数を修了した場合
は、修了書を渡す。

「評価指標」
・新カリキュラムの導入状
況
・看護技術項目の習得状況
・災害看護学コースの教育
内容充実状況

Ⅳ2.看護技術項目（令和4年度か
ら導入）の各演習・実習での修
得度を評価し、卒後時点での看
護技術の修得度を高める。

3.副専攻「災害看護学コース」
の教育を1年次から4年次まで系
統的に実施、また、災害医療セ
ンターと連携し教育内容の充実
を図る。さらに、地域と協働し
た避難訓練参加などの学習の機
会（地域貢献・ボラティア）を
もつ。

〇立川看護学部
【計画14-1】㋐
立川看護学部の「地域から信頼
される看護師の育成」を基本と
し、新カリキュラムの導入によ
り、高い実践力と判断力を身に
着けた看護師の育成を目指し、
学生が主体的に学ぶことができ
るよう、講義・演習・実習を連
動させ、これまでの学修成果を
見直し、新たな教育手法の導入
と改善および教育環境を整備す
る。

1.各科目でアクティブラーニングの導入を行っている。昨年度よ
り電子教科書を導入した。演習・実習等の科目内でVRシステムの
利用をすすめ、演習では全科目においてMedi-EYE（演習用電子カ
ルテ）とF.CESS（実習用電子カルテシステム）を使用し、看護過
程の展開を実施している。一部の実習施設でパソコンの使用が認
められていないが、全実習科目でF.CESSを活用している。学修成
果の可視化並びにICT活用を進める中で、WebClassを活用し試験
の実施を進めており、専任教員が担当している科目は全科目達成
しているため、全科目の50％以上は実施できている。
学修成果の可視化として、カリキュラムマップ並びにカリキュラ
ムツリー、シラバス、試験については全科目において説明してい
る。評価指標を提示するためにWebクラス内の到達度評価内の
ルーブリック評価を活用し、評価指標を示しているとともに授業
1回毎並びにすべてを振り返って学修目標が達成されたか否かを
学生自身が認識できるように整備を進めた。よって計画の目標は
達成された.今後さらにICT活用や学習成果を可視化し授業内容の
充実を図っていく。
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【計画14-3】㋐
立川看護学部の学生支援を充実
させる。

「評価指標」
・看護師国家試験合格状況
・就職内定状況
・卒業後の支援体制の構築
状況

Ⅳ

Ⅲ

2.新入生合宿研修での学科
プログラムの企画運営を効
果的に行い、参加学生の満
足度を80％以上にする。

3.医愛祭での立川看護学部
の企画イベントで地域に貢
献する。両日80名以上の来
場者を確保するとともに、
学生ボランティア10名以上
を確保する。

【計画14-2】㋐
学生の国家試験対策や就職支援
を強化するとともに、卒業後の
支援体制を構築する。

2.8月末までに就職内定90％以
上（進学希望者を除く）、卒業
時就職・進学率100％をめざ
す。

「計画達成のための方策」
1.コンタクト・グループミー
ティングの出席率を各学年80％
以上に維持する。

Ⅲ

Ⅲ 3.卒業後の支援体制を構築
する。

1.本年度も成績不振者の下位20名に対し、業者の講義を入れ、全
員合格対策の一つとした。最終的な合格者は現役生111名中110名
合格（99.1％）、既卒生4名中3名合格であり、全国の大卒平均
95.9％(全体90.1％）より高かったが、目標の全員合格には届か
なかった。

1.コンタクト・グループミーディング並びに担任の役割を整理
し、担当教員と学生がより密に相談支援体制ができるように強化
した。コンタクト・グループミーティングの出席率は4月
(86.6％）と12月（64.6%）であったが、学生へのアンケートでは
交流が持てたと参加者の約8割以上が役立ったと回答していた。
後期の参加率が従来より低いため、実施時期、運営方法を再考し
交流促進がはかれるようにしていく。

Ⅲ 2.新入生合宿研修の形態およびプログラムが変更となり、学科プ
ログラムが無くなったため、学科プログラムについては、評価で
きない。首都圏の研修には136名中129名の学生が参加をした。今
後、新入生合同研修の参加意義などを伝え満足度をあげていく。

Ⅱ 3.大学での医愛祭の在り方が変更になったことに伴い、立川看護
学部では、参加希望もなく、参加が中止となった。
状況にあわせて、令和8年度の目標を変更していく。

【年度計画14-3】
1.コンタクト・グループ
ミーティングの出席率を各
学年80％以上に維持する。

Ⅲ 1.今年度コンタクト・グループミーディングの出席率は、4月
(86.6％）と12月（61%）であった。後期は12月末ということで4
年次生の出席が低い傾向にあった為、全体的に低くなったと考え
られる。しかし、学生のアンケートからは有意義であったという
ことが多かった。課題として履修登録期間が終了後に設定されて
いたため、早い段階で開催したほうが良いという意見が散見され
たため、次年度の課題とする。

「計画達成のための方策」
1.看護師国家試験合格100％を
めざす。

Ⅲ
【年度計画14-2】
1.看護師国家試験合格100％
をめざす。

Ⅲ

「評価指標」
・看護師国家試験合格状況
・就職内定状況
・卒業後の支援体制の構築状況

3.卒業後の支援体制を構築す
る。

Ⅳ 2.8月末までに111名のうち進学希望者2名除く109名中88名の進路
が内定しており、80.7％の内定率であった。最終的に100％就
職、進学先が決まっている。進学については試験が遅いこともあ
り、早期にわかることは少ないが、就職に関しては報告し忘れて
いる学生もいるため報告喚起を行い把握しながら支援を行ってい
る
3.ホームカミングデイを3月5日（水）午後に実施した。参加人
数：10名（内、子供連れ2名）、教員7名が参加した。当日雪の影
響もあり予定より参加者が少なくなったが、小グループで親睦交
流を深める機会となった。次年度も同時期頃に開催する予定と
し、継続して支援していけるようにする。
・卒業生との懇談会をこれから就職活動を始める3年生を対象に
行い、14施設15名の卒業生が来校した。3年生に説明を行う機会
だけでなく、旧友と会い、情報交換ができる場となっている。

2.8月末までに就職内定90％
以上（進学希望者を除
く）、卒業時就職・進学率
100％をめざす。

2.8月末までに108名のうち進学希望者4名除く94名の進路が内定
しており、90％の内定率であった。最終的には進学希望のため、
次年度再挑戦するという学生1名と後期より休学した1名を除き全
員進路が決定した。

3.2026年3月4日にホームカミングデイを開催した。参加人数26名
（うち子ども連れ2名）、教員8名の計36名が参加した。大阪、群
馬、山梨、千葉、埼玉などの東京都外からの参加者が多かった。
参加者からの意見で参加率をあげるために3月は移動もあり、休
暇願が出しにくいという意見があった。また立食で自由に同窓生
と話す機会がほしいとのこともあり、実施方法等検討し、継続し
て支援していけるようにする。
・卒業生との懇談会を就職活動を始める3年生に行っているが、3
年生への説明だけでなく、情報交換ができる場となっている。

2.新入生合宿研修での学科プロ
グラムの企画運営を効果的に行
い、参加学生の満足度を80％以
上にする。

3.医愛祭での立川看護学部の企
画イベントで地域に貢献する。
両日80名以上の来場者を確保す
るとともに、学生ボランティア
10名以上を確保する。

Ⅲ

Ⅲ

2.新入生合宿研修の形態およびプログラムが変更となり、学科プ
ログラムが無くなったため、評価不能であるが、今後、新入生合
同研修の参加意義などを伝え満足度をあげていく。

3.医愛祭（9月28日、29日開催）では、学科企画として「災害・
防災について考えよう」をテーマに、防災グッズ展示、VRシステ
ム体験を行い、災害の備えの重要さを改めて理解できた、VRシス
テムが予想以上にリアルで驚いた等の意見が多く概ね好評であっ
た。両日で1000名以上の来場者のうち本学部への来場者数は両日
あわせて160名以上であり大変好評であった。

1.本年度も成績不振者20名及び学習状況が不安な学生に対して、
業者の講義を取り入れ、全員合格の向け対策を行った。最終的な
合格者は現役生107名中105名の合格（98％）、既卒生は1名受験
し、合格であった。全国の平均より高かったが、目標の全員合格
には届かなかった。
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4.ボランティア活動参加の
活性化を図る。
・ボランティア活動に関す
る情報提供を年3回以上行
う。
・4年間を通じて学生一人が
最低1回はボランティア活動
に参加する。
・医療機関や老人保健施設
などにおける学生ボラン
ティアの参加や病院でのコ
ンサートへの参加協力など)
を、年に1回以上行う。

「評価指標」
・コンタクト・グループ
ミーティングの出席状況
・新入生合宿研修の満足度
・医愛祭での来場者、学生
ボランティア数
・ボランティア活動の参加
状況

1.実習施設説明会
テーマは「臨床実践能力を磨く臨地実習に向けて」とし年間実習
計画の共有を目的にハイブリット形式にて開催し、参加者は対面
4施設14名、オンライン26施設、教員31名が出席し、実習施設と
の課題の共有を図った。

【年度計画14-4】
1.看護学実習施設に対する
説明会の実施。（1回/年）

Ⅳ 1.実習施設説明会
テーマは「臨床実践能力を磨く臨地実習に向けて～教育DXによる
促進と今後の展望」とし年間実習計画の共有を目的にハイブリッ
ト形式にて開催した。参加者は対面3施設30名、オンライン27施
設、教員18名が出席し、実習施設との課題の共有を図った。アン
ケート結果も概ね満足が80％程度を占めており、好評であった。

「計画達成のための方策」
1.実習施設と大学で実習に関す
る情報や課題を共有し、課題解
決や教育効果向上に向けた検討
の機会を持つ。

4.ボランティア活動参加の活性
化を図る。

「評価指標」
・コンタクト・グループミー
ティングの出席状況
・新入生合宿研修の満足度
・医愛祭での来場者、学生ボラ
ンティア数
・ボランティア活動の参加状況

Ⅲ 4.学生ボランティア活動は、立川消防団、赤十字奉仕団、立川シ
ティマラソンなどへの学生の主体的な参加と活発な活動があり、
ボランティア活動の活性化が図れた。情報提供は3回以上実施で
きた。医療機関や老人保健施設などへのボランティアについては
感染症の影響が多少残っており難しいところもあるが、個々で興
味のあるところへ出向いたり、障がい児・者並びに家族会でのボ
ランティア活動などに参加している学生もいる。学部として、学
生のボランティア活動の状況がすべて把握できていない為、感染
症も5類となったので社会活動への参加支援も強化していく。

2.臨床指導者と大学教員とさら
なる連携を図り、看護学実習の
目的・目標に沿った教育効果の
高い実習を行えるよう実習環境
や指導体制について検討する。

【計画14-4】㋐
実習施設と大学の連携を図り、
より良い実習環境を整備した上
で、看護師教育の技術項目に対
する卒業時の到達度の達成に向
けた指導の実施や、質の高い看
護教育の実現に向けて大学・実
習施設で共同研究を実施する。

2.看護学実習連携会議の実
施。（1回/年）

Ⅳ 2.看護学実習連携会議
テーマを「看護学実習における教学マネジメントと教育DXの新た
な展開」とし、本学および3施設にWeb環境に伴う実習環境の変化
や指導の課題提供をいただき、グループディスカッションを行っ
た。今年度より主な実習病院の3施設に加え、母性・小児・精
神・在宅実習の施設にも声をかけ、参加者は実習施設29施設で76
名、本学27名（計103名）が参加した。終了後アンケートでは参
加者の97％が参加してよかった、95％が今後に役立つと回答して
いた。

Ⅳ

Ⅲ 4.学生ボランティア活動は、立川消防団、赤十字奉仕団、立川シ
ティマラソンなどへの学生の主体的な参加と活発な活動があり、
ボランティア活動の活性化が図れた。情報提供は3回以上実施で
きた。
個々で興味のあるところへ出向いたり、障がい児・者並びに家族
会でのボランティア活動などに参加している学生もいる。学部と
して、学生のボランティア活動の状況がすべて把握できていない
為社会活動への参加支援も強化していく。

Ⅳ 2.看護学実習連携会議
テーマを「Teachingのための思考発話の実践～看護実践をどのよ
うにつたえていますか～」とし、ハイブリット方式で開催した。
全体の参加者は、109名であり、実習施設22施設88名、立川看護
学部21名の教員が参加した。終了後アンケートでは参加者の93％
が参加してよかった、98％が今後に役立つと回答していた。
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Ⅳ 5.今年度より全領域で実習記録を電子化し、看護技術到達度ポー
トフォリオもF.CESSで一元化した。また、実習記録の標準化を
図った。

「評価指標」
・看護学実習施設に対する
説明会の実施状況
・看護学実習連携会議の実
施状況
・技術経験表の学生の到達
度調査及び内容の検討状況
・大学・実習施設と実習指
導に関連する共同研究状況

1.立川市学生消防団に所属する学生数は、1年生16名、2年生31
名、3年生39名、4年生34名であり、全学部生数455名中120名
(26.4％)の加入であり、30％にやや届かなかった。1年生の入団
学生が少なくなったことも1つの要因として挙げられる。そのた
め、活動内容を周知し加入しやすい環境を整備していく。

1.立川市消防団に所属する学生数は、1年生51名、2年生16名、3
年生31名、4年生39名の計137名であり、全学部学生数468名中
(29．2％）であり、30％にやや届かなかった。しかし、今年度
は、1年生の入団が多かった。

3.技術経験表の学生の到達
度調査及び内容の検討。
・東が丘・立川看護学部看
護学科災害看護学コース4年
次生の看護技術卒業時到達
度達成の到達度60%以上の項
目が90％以上。
・到達度未達成(60%未満)項
目の共有及び対策の検討。
（1回/年）

4.大学・実習施設と実習指
導に関連する共同研究。
・大学と実習施設による共
同研究の実施。（1回以上/
年）
・学術集会での成果発表。
（1回以上/年）

【計画14-5】㋐
立川市消防団機能別分団(立川
市学生消防団)活動の活性化を
図ることにより、立川市民の安
全・安心を護るとともに学生団
員自らの災害医療に対する知識
と技能、意欲を育成する。

「評価指標」
・看護学実習施設に対する説明
会の実施状況
・看護学実習連携会議の実施状
況
・技術経験表の学生の到達度調
査及び内容の検討状況
・大学・実習施設と実習指導に
関連する共同研究状況

4.大学・実習施設で看護教育に
関する共同研究を実施し、学術
集会で成果発表を行う。

3.看護技術経験表の集計、到達
度が未達成(60%未満)の項目に
ついて委員会で対策を検討す
る。また、学生の到達度評価に
ついて教員間で共有し、実習指
導に活かす。

Ⅳ

Ⅳ

3.4年次生に調査し、回収率100％であった。到達度60％以上の項
目は164項目で92.1％であり到達度60％未満の項目は14項目
(7.9%）あった為、目標は達成できている。しかし、昨年度と技
術項目が多少異なるが、多くなっている。最近の臨床現場の動向
を鑑みると排泄介助や呼吸訓練など臨床で実施を経験する機会が
減っている技術項目もある。そのため、技術項目について再度検
討するとともに必要な技術については演習だけでなく動画視聴な
どの活用も考えていく。以上を実習検討委員会並びにカリキュラ
ム検討委員会、教授会でも共有した。

4.第44回日本看護科学学会学術集会にて実習施設と共同して交流
集会「看護学実習における教学マネジメントと教育DXの新たな展
開」というテーマで実施した。また一般演題として「臨床指導者
の看護学生へのコミュニケーション教育の実態」として発表し
た。当交流集会に参加した東京都立看護学校教員が、都立看護学
校並びに都庁保健医療局へ働きかけ、本学部へのDX推進体制につ
いて見学のため来校（全都立看護学校教員並びに都庁職員16名）
した。3時間ほどかけて推進体制の説明とICTツールの実際に触れ
ていただき、交流を図った。

「計画達成のための方策」
1.新入生オリエンテーション等
の機会を利用して、大学の社会
貢献活動の重要性を丁寧かつ適
切に伝え、学生が主体性を持っ
て入団することを第一とする。
また、活動の様子を広くＰＲ
し、社会的に認知されているこ
とを入団の意識付け材料とす
る。

Ⅲ
【年度計画14-5】
立川市消防団機能別分団(立
川市学生消防団)活動の活性
化。
1.立川市学生消防団に所属
する学生数。全学部生の
30％以上加入

Ⅲ

Ⅳ 4.第45回日本看護科学学会学術集会にて実習施設と共同して交流
集会を「臨床推論・臨床判断を育む思考発話法の実践」という
テーマで実施した。共同研究についても進めているところであ
り、計画は達成されている。

Ⅳ 3.4年次生に調査し、回収率100％であった。到達度60％以上の項
目が90％以上であり目標は達成できている。実習検討委員会並び
にカリキュラム検討委員会、教授会でも60％未満の技術について
は共有した。臨床で実施できる技術は受け持ち患者の状況にもよ
り限られていること、入院期間も短くなっているため、実施でき
ないこともある為、学内では演習で実施できるようにしていく。
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Ⅲ

Ⅲ

2.訓練・行事への出席率向上に
ついて、消防団員は『公務員』
であるという自覚と責任感を入
念するとともに、地域の担い手
として地域住民と接することを
説明して出席に対するモチベー
ションアップに繋げる。また、
各種訓練等の日程を予め立川市
と調整し、学業に支障のないス
ケジュールを設定する。

「評価指標」
・立川市学生消防団に所属する
学生数
・立川市学生消防団における主
な訓練・行事への出席状況
・上級救命講習を受講し上級救
命技能認定証の交付を受ける学
生消防団員の状況

3.上級救命講習の受講につい
て、上級救命講習の概要及び学
生消防団にとっての必要性と有
効性を説明する。

Ⅲ

Ⅳ

2.1年の任命式は対象が1年生のみであるため75％の出席率であ
り、1年生入団前の6月の震災対応訓練は55.8％、11月の訓練は
10％，23%であり、1月の出初式(4年生除く)は17.5％の出席率で
あり、平均36.2％であった。昨年度よりは出席率があがり、達成
されているが訓練が後期にあることが多く、3年生は実習中であ
り、4年生は国家試験前であり、参加率が伸びなかった。

3.今年度上級救命講習取得者は3名（18％）であり、全団員の資
格取得者は51名(42.5％)であり目標は達成できている。しかし1
年次の取得率が低いため、次年度促がしていく。また、次の3年
生から（新カリ）災害看護学Ⅲで、日赤救護法のマスターを図っ
ていく。

2.立川市学生消防団におけ
る主な訓練・行事への出
席。平均出席率コロナ禍：
約30%以上 、ポストコロナ:
約50%以上

3.上級救命講習を受講し上
級救命技能認定証の交付を
受ける。
学生消防団員の20％以上

「評価指標」
・立川市学生消防団に所属
する学生数
・立川市学生消防団におけ
る主な訓練・行事への出席
状況
・上級救命講習を受講し上
級救命技能認定証の交付を
受ける学生消防団員の状況

【計画14-6】㋐
立川看護学部が目指す看護師像
を情報発信するとともに、立川
看護学部の人的リソースによる
魅力あるオープンキャンパス、
個別見学会等を企画・運営し、
参加高校生の満足度を向上させ
る。

2.広報企画参加者アンケートの
結果を検討して次のオープン
キャンパス、ミニオープンキャ
ンパス、個別見学会、入試説明
会、大学案内パンフレットなど
の内容を検討する。

Ⅳ 2.入試相談会（個別見学会：名称変更のため入試相談会）
目的：6月、8月のオープンキャンパス等に出席できなかった高校
生向けに実施
参加者：11月並びに12月に実施しのべ22組（約44名）
参加者満足度：80％以上

2.来校型による、個別見学
会の開催。
・個別見学会の開催数。
3回以上
・個別見学会の参加者。満
足度80％以上

1.広報イベント実施状況
1）来校型オープンキャンパス
①参加者授業体験型オープンキャンパス
目的：入試に関する最新情報の提供及び参加者が授業などに触れ
ながら本学部を知ってもらう
計3回（6月183組　8月426組　3月76名）　参加者計約1294名
参加者満足度：87％(6月）87.8％(8月）92%(3月）
時期の対象者に合わせたイベントや模擬授業を行った。参加者の
アンケート評価はおおむね好意的な結果である。

「計画達成のための方策」
1.学生募集部と協働し、広報企
画参加者の満足度とニーズに関
する量的、質的データを収集で
きるアンケートを作成し、実施
する。

Ⅳ
【年度計画14-6】
1.来校型・WEB型による、
オープン・ミニオープン
キャンパスの開催。
・オープン・ミニオープン
キャンパスの開催数。３回
・オープン・ミニオープン
キャンパス参加者。満足度
80％以上

Ⅳ 1.来校型のオープンキャンパスを計3回（6月90組、8月181組、3
月）に実施した。満足度については、すべてのオープンキャンパ
スで「満足」「やや満足」が90％以上であり、目標を達成できて
いる。来場者の減少が見られているため、入試広報部とも連携し
て今後の企画運営を工夫していく必要があるが、満足度は高く概
ね好意的な結果であった。

Ⅳ 2.入試相談会を12月に実施した。人数を限定して実施したが参加
者の満足度も80％以上と好評であった。

2.1年の任命式は対象が1年生のみであるため80％の出席率であ
り、11月の訓練は15％，7%であり、1月の出初式(4年生除く)は
20.4％の出席率であり、平均30.5％であった。11月は3年生が実
習中であったこと、１・２年次生も課題が集中している時期のた
め、参加率が伸びなかった。

3．上級救命技能認定を受けた学生が今年度はいなかったが、学
生消防団員の20％は維持できている。副専攻の災害看護コースに
おいて、上級救命講習にあたるところを実施していく予定であ
る。
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【計画14-7】㋐
学生・教職員の研究推進のた
め、図書室の利用促進を図る。

3.在校生、教員、事務部職員な
どの人的リソースを活用した、
参加者に近い感覚の学生メッ
セージ、学生と両親が関心を持
てる学部紹介とキャンパスツ
アー、大学の授業内容に触れる
学科企画プログラム、模擬講
義、学生や教員によるフランク
で楽しい各種プレゼンテーショ
ンなどを企画運営する。

「評価指標」
・来校型・WEB型による、オー
プン・ミニオープンキャンパス
の開催状況
・来校型による、個別見学会の
開催状況
・来校型・WEB型による入試説
明会の実施状況
・出張講座の実施状況

Ⅳ

Ⅲ

3.入試説明会
1）来校型
目的：総合型選抜、学校推薦型選抜入試情報を得たい受験生への
情報提供総合方選抜対象
参加者：99組（約198名）参加者満足度：80％
2）WEB型
目的：一般選抜受験を希望する高校生を対象としてWEBで実施し
た。
参加者：閲覧数190人

4.3校を訪問し、計約110名の高校生に出張講義を行った。満足度
については未集計ではあるが、好評であった。

3.来校型・WEB型による、入
試説明会の実施。
・入試説明会開催数3回以上
・入試説明会参加者。満足
度80％以上

4.出張講座の実施。
・出張講座開催数。1回以上
・出張講座参加者。満足度
80％

「評価指標」
・来校型・WEB型による、
オープン・ミニオープン
キャンパスの開催状況
・来校型による、個別見学
会の開催状況
・来校型・WEB型による入試
説明会の実施状況
・出張講座の実施状況

Ⅳ

1.ILL申し込み人数は前期49件、年間99件であった。文献のオン
ライン化も進み、申し込みがキャンセルされることもある為ILL
申し込み人数については伸び悩んではいるが、昨年度より申し込
みが増加傾向にあるため、引き続き動向を見ていく必要がある。

「計画達成のための方策」
図書室の申し込みの手続きを利
用者の利便性に配慮して、簡便
な方法に改善するとともに、文
献利用を促すためのPRを定期的
に発信する。また積極的な利用
を推進するため、利用者の関心
が高まるような新刊図書のPRを
行うとともに、文献貸出を促す
ためのPRを定期的に発信する。

Ⅱ
【年度計画14-7】
1.ILL申し込み人数が令和3
年度前期は67件（2～29件/
月）を1.3倍の87件を目指
し、年間174件をめざす。

Ⅲ 1.ILL申し込み人数は前期73件であり達成されているが、年間84
件(4月～翌2月末時点）であった。文献のオンライン化も進み、
申し込みがキャンセルされることもある為ILL申し込み件数につ
いては伸び悩んではいるが、前期は卒業研究もあり増加している
と考えられるため、今後の動向をみていく。

「評価指標」
・ILL申し込み人数の状況
・立川図書館の貸し出し状況

Ⅱ 2.図書、雑誌の貸し出し冊数はあわせて年間2321件であった。目
標には届かなかった。理由として、図書、雑誌のオンライン化も
進んでいるため、伸び悩んでいると考えられる。

2.立川図書館の貸し出し冊
数（図書および雑誌）は令
和2年度3,523冊であり、令
和3年度より5％増の3,699冊
（176増）をめざす。

「評価指標」
・ILL申し込み人数の状況
・立川図書館の貸し出し状
況

Ⅱ 図書、雑誌の貸し出し冊数は、年間1506件（4月～翌2月末時点）
であり届いていない。資料のオンライン化も進み伸び悩んでいる
と考えられる為、動向をみていく。

4.出張講座は2校実施した。2年次生対象の講義であったため、今
後の動向や入学生の出身校を確認し評価していく。満足度に関し
ては、未集計であるが、概ね好評であった。

Ⅳ 3.入試説明会を実施した。参加者は、61組であった。参加者の満
足度は90％異常であり高い評価であった。
Webでも入試説明会を実施し、学内の授業の様子などを撮影する
など大学を知ってもらえるように工夫した。
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〇千葉看護学部
【計画15-1】
未来に向けた主体性を涵養する
教育を推進する。

「計画達成のための方策」
1.主体的に学修できる仕組みと
環境を整備する。
⑴ 学生がビジョンに照らして
自己評価できるプログラムとし
てポートフォリオを導入し、効
果的に運用されるよう仕組みを
整備する。

【年度計画15-1】
1.主体的に学修できる仕組
みと環境を整備する。
⑴①LMSを用いた学修ポート
フォリオの利用を拡大す
る。
②学生に対して定期的にガ
イダンスを実施し、具体的
な履修につながるようにす
る。

「評価指標」
・ポートフォリオシステムの整
備状況、学年別ガイダンスの実
施状況、ビジョンについての
ポートフォリオの記録回数・実
施人数

「評価指標」
・学修ポートフォリオを活
用する（自ら入力する）学
生の割合（1、２年生80％、
３，４年生50％）

Ⅲ 1(1)
・ポートフォリオシステムの実質運用に関する評価改善会議とし
ては開催せず、定期教務委員会で2回以上の利用拡大につながる
ガイダンスの検討を行った。
・ポートフォリオに関する学年別ガイダンスを計4回（前期およ
び後期に各2回）行った。
・ポートフォリオの記載人数は今年度把握できなかったので、次
年度に調査を行う。

①学修ポートフォリオ（PF）の利用状況を把握するため、2025年
9月に学生にアンケートを実施し、329名（1年105、2年77、3年
116、4年31）から以下の回答を得た。
・PFを知っているのは96%、PFを入力しているのは38％
・PFを入力しない理由は、面倒くさい49％、自分に役立つのかわ
からない28％、入力方法がわからない32%等々であったことか
ら、次年度はガイダンスで入力時間を確保、入力支援を行ってい
く。
②セメスター毎に2回あるガイダンスで、PFの目的・活用等につ
いて説明した。特に1年生は前期に追加で2回の説明を行った。

⑵ 早期から看護職としての意
識を高めるため、1年前期から
看護の現場での演習を実施する
と共に、授業内外で、看護職や
人々の健康に関する講演会・イ
ベント等の参加機会を提供する
など、アーリー・エクスポー
ジャーのプログラムを行う。

Ⅳ ⑵①講演会やイベント、ボ
ランティア募集に関して定
期的に情報提供を行う。
②外部の保健医療福祉関係
者の授業の実施状況（特に
低学年）を確認し、次年度
に反映させる。
③前年度の評価を受け、①
を活用しながら、改善計画
を立案する。評価調査の対
象として学外の授業関係者
からも聴取を行う。

Ⅳ1(2)
・学外（船橋市）の看護・医療保健福祉関係者等による授業は、
各学年複数回行われた。
・看護学概論の授業評価では、4月早々の初回授業において、既
存の動画を教材とし、人々の健康に関心を寄せる機会を提供し、
6月上旬の学外演習を通じ、9割の学生が到達目標を達成できたと
評価した。
・授業外での看護・医療保健福祉関係者等による講演会・イベン
ト等は、ふなばし健康まつり、まなフェス、八木が谷地区社会福
祉協議会福祉まつりなど5回以上行われた。
・3月9日開催の地域交流イベントにおいて、学生ボランティアは
78名参加し、船橋中央病院の医療従事者による公開講座には、5
名以上の学生が参加した。

Ⅲ

​1(2)
学外（船橋市）の看護・医療保健福祉関係者等による授業は各学
年複数回行われ、1年次においては17回の機会を提供した。
・「医学・医療概論」（1年次）において、船橋市職員による船
橋市の地域包括ケアについての講義（1コマ）、元JCHO理事2名に
よる講義（4コマ）を実施した。
・「治療学総論」（1年次）において、学外の医師6名、理学療法
士1名により計7コマの講義（診断と治療の基礎、食事療法、薬物
療法、放射線療法、手術療法、麻酔療法、救急医療、リハビリ
テーション）を実施した。
・「医療と人間」（1年次）において、学外の看護・医療保健福
祉関係者等による、認知症を経験している人についての理解を促
す授業、災害支援についての理解を促す授業、政策を看護に反映
させることについての理解を促す授業、を実施した。
・「看護学概論」（1年次）において見学演習を実施し、各病院
の実習指導者の下でシャドーイングを行い、指導をいただいた。
・「機能看護学Ⅰ」（1年次）において、現任の看護師を招聘
し、セルフマネジメントに関するインタビューを実施した。
授業外での看護・医療保健福祉関係者等による講演会・イベント
等の案内回数、参加人数は次の通りであった。
・ふなばし健康まつりについて情報提供を行い、学生24人がボラ
ンティア参加
・千代田区男女共同参画センターMIWまつりについて情報提供を
行い、学生13名がボランティア参加
・八木が谷地区社会福祉協議会福祉まつりについて情報提供を行
い、学生15名が参加
・市川市重症心身障害児親の会主催マナフェスについて情報提供
を行い、学生12人がボランティア参加
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(3)
・付属船橋図書館は、人件費削減と高熱費節減のため、土日を除
く216日（昨年254日）の開館となり、開館時間も短縮された中
で、入館者数は2025年4月1日～2026年2月28日で18,127人（昨年
12,845人）、貸出件数は1558件（昨年2057件）であった。
・国家試験対策支援として、模試、ガイダンス、有料講座等を実
施した。
【模試】
　2年生：2回実施した。
　3年生：1回実施した。
  4年生:有料講座と模試により支援を行った。
【補講Ⅱ（弱点補強講座）】の対象学生20名を対象とした成績低
迷者対応の弱点補強講座を企画し実施。
希望学生に対しては、追加の国家試験対策講座を企画し実施し
た。新卒既卒併せて103名が看護師国家試験を受験し、100名が合
格、合格率97.1％、保健師100％であった。

・NPOが実施している発達に凸凹がある子ども達への学習支援に
ついて情報提供を行い、参加支援として学生20名に学習支援の方
法について学修機会を提供した。その後、学生6名が延40回、ボ
ランティア参加した。子どもへの支援の振り返りは、ボランティ
ア参加後に毎回実施した。
・地域における高齢者の介護予防のための事業について情報提供
を行い、学生が選択した地区社会福祉協議会主催の海神ミニデイ
へ学生13名が参加した。その際に学生が健康教育を実施した。そ
の後の福祉まつりでは、健康教育の内容をポスターとして発表を
した。

1.(3)
・国家試験対策支援として、模試、ガイダンス、有料講座等を実
施した。
【模試】
　2年生：2回実施し、131人が受験した。
　3年生：1回実施し、100人が受験した。
　4年生：保健師模試も含め8回実施し、対象学生114人、20人が
受験した。
【ガイダンス】
　2年生：3回実施した。学修方法や国家試験理解の促進、模試の
振り返りを行った
　3年生：3回実施した。模試の振り返りや学修方法を行った。
　4年生は、6回実施した。模試、ガイダンスの他に、4年生には
有料講座を実施し、希望学生が国家試験合格に向けた勉強を進め
られるように環境を整えた。
・スタディ・スキルズに関する動画を主に1年生を対象に配信
し、学生が視聴できるように整え、視聴率はスタディ・スキルズ
Ⅰ75.8％、スタディ・スキルズⅡは32.3％であった。
・国家試験対策支援への参加は4年生100人（96.1％）が参加し
た。

「評価指標」
・学外の看護・医療保健福祉関
係者等による授業回数、看護学
概論の授業評価、授業外での看
護・医療保健福祉関係者等によ
る講演会・イベント等の案内回
数、参加人数、学生ボランティ
アの割合、情報提供の頻度

「評価指標」
・学外の看護・医療保健福
祉関係者等による授業回数
（1回/各学年）、看護学概
論の授業評価（肯定的評価
が7割以上）、授業外での看
護・医療保健福祉関係者等
による講演会・イベント等
の案内回数（1回）・参加人
数（5人/回）、学生ボラン
ティアの割合（5人/回）、
情報提供の頻度（3回）
・学外の授業関係者からの
聴取（1回）

⑶ 自ら学修に取り組む意義と
方法との獲得をめざして、主体
的な学修資源としての、図書館
利用の促進、スタディスキルズ
に関する教材の提供、国家試験
合格に向けて計画的・主体的に
取り組むことが出来るような低
学年時からのガイダンスや学修
環境整備を行う。

Ⅳ ⑶①～④新カリキュラム策
定と並行し、新たな図書
館、スタディスキルズ獲得
支援等の在り方について検
討会を開催する。

Ⅳ

「評価指標」
・図書館入館数、貸出数、スタ
ディスキルズに関する教材の視
聴率、国家試験合格への取り組
みの実施状況及び対策参加状況

「評価指標」
・附属船橋図書館の入館者
数、貸出件数が、前年度よ
り増加する
・国家試験対策支援への参
加者数増加状況

・全学生を対象とした国家試験対策の実施と希望者を対象として
有料の国家試験対策を実施した。有料の国家試験対策において
は、昨年より2日増やし実施した。参加者数は5日間で延べ179名
（前年132名）で前年比1.36％であった。
・初年次教育、スタディスキルズによる教材提供については、主
に1年生を対象に後期配信していた動画を前期より配信し、スタ
ディスキルズⅠは前年比＋13名、スタディスキルズⅡは前年比＋
75名のアクセス数であった。
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2.入学前準備プログラムは今年度より内容を大きく検討し、入学
前から学修に対する主体性涵養と、入学後にスムーズに大学生活
を始めることができることをめざし、総合型選抜合格者34名、学
校推薦型選抜合格者35名を対象として、これまでで最も参加率が
良かった1月の実施のみとした。結果、参加者は51名（当日参加1
名、参加割合74％）、協力の在校生12名で、内容は、教員から大
学での学修の特徴、初年時に必要な準備学修と学修の説明、在校
生から校内案内、学生生活の説明、その後グループワークを行っ
た。

3.学生の主体的に学ぶ意欲と方
法の獲得を支援する機会とし
て、授業以外での学修機会の提
供や学修活動を支援する。
医療・福祉の現場に関わる機
会、健康関連イベントへの参加
機会、ボランティア情報の周知
及び活動発表やフィードバック
を受ける機会の設定を行い、そ
れぞれの学修機会と参加学生を
増加させる。

Ⅲ 3.学生の主体的に学ぶ意欲
と方法の獲得を支援する機
会として、授業以外での学
修機会の提供や学修活動を
支援する。
①授業以外の学修機会に関
する情報提供と参加支援を
行う（医療・福祉現場での
活動、健康関連イベント、
ボランティア活動、等）
②上記参加後の活動発表や
フィードバックを提供する
機会を設定する。

Ⅳ 3.授業以外での学修機会の提供や学修活動の支援として、令和7
年度の取り組みは以下の通りであった。新たな学修機会は3か所
あった（千代田区MIWまつり、発達に凹凸のある子ども達への学
修支援ボランティア、地域における高齢者の介護予防事業）もの
の、例年の地域交流イベント開催を見合わせた。これにより、全
参加人数は、71名で、前年度185人に比し減少しているが発達に
凹凸のある子どもたちへのボランティアの6名は延べ40回参加し
ていた。
・ふなばし健康まつりについて情報提供を行い、学生24人がボラ
ンティア参加
・千代田区男女共同参画センターMIWまつりについて情報提供を
行い、学生13名がボランティア参加
・八木が谷地区社会福祉協議会福祉まつりについて情報提供を行
い、学生15名が参加
・市川市重症心身障害児親の会主催マナフェスについて情報提供
を行い、学生12人がボランティア参加
・NPOが実施している発達に凸凹がある子ども達への学習支援に
ついて情報提供を行い、参加支援として学生20名に学習支援の方
法について学修機会を提供した。その後、学生6名が延40回、ボ
ランティア参加した。子どもへの支援の振り返りは、ボランティ
ア参加後に毎回実施した。
・地域における高齢者の介護予防のための事業について情報提供
を行い、学生が選択した地区社会福祉協議会主催の海神ミニデイ
へ学生13名が参加した。その際に学生が健康教育を実施した。そ
の後の福祉まつりでは、健康教育の内容をポスターとして発表を
した。
・学生の主体的に学ぶ意欲と方法の獲得を支援する機会として授
業以外での学修機会の提供や学修活動の支援を、来年度も継続し
ていく。

3.授業以外での学修機会の提供や学修活動の支援として、令和6
年度の取り組みは以下の通り、学修機会は、前年度と同程度で
あったが、新たな機会が3回（八木が地区社会福祉協議会福祉ま
つり、JCHO船場祭中央病院での病院前救護所訓練、ママとベビー
のためのリラクゼーションプログラム）増えた。全参加人数は、
前年度合計191人に対し、185人とほぼ当程度であった。
・医愛祭は、2日間で、15人が参加した。
・ふなばし健康まつりについて情報提供を行い、学生23人がボラ
ンティア参加した。参加後のアンケート調査（n=15）で8割の学
生が来年も参加したいと回答し、その理由として、地域の沢山の
方との交流、健康に関する知識や思考の深化、地域についての知
識が深まった、などの意見が聞かれた。
・地域交流イベントについて情報提供を行い、学生78人がボラン
ティア参加した。参加後のアンケート調査（n=33）で約9割の学
生が来年も参加したいと回答し、その理由として、地域の人との
交流、達成感、などであった。
・八木が谷地区社会福祉協議会福祉まつりについて情報提供を行
い、学生11名が参加した。当日は八木が谷地区社会福祉協議会よ
り表彰状が授与された。
・まなフェス（市川）について情報提供を行い、学生50名が参加
した。
・JCHO船橋中央病院での病院前救護所訓練について情報提供を行
い、学生6名が参加した。終了後学生から、実際に近くでトリ
アージの様子などを見たのは初めてであり勉強になった、医師や
看護部長からの説明が分かりやすくまた参加したい、などの感想
が聞かれた。
・「ママとベビーのためのリラクゼーションプログラム＠
THCUC」を実施し、学生2名がボランティアとして参加した。乳児
との関わりや母親の育児不安、コミュニティ支援について学ぶ機
会となり、終了後に学生から、実際の母子支援の現場に触れるこ
とができ貴重な経験だった、育児支援の重要性を実感した、との
感想が得られた。
.学生の主体的に学ぶ意欲と方法の獲得を支援する機会として授
業以外での学修機会の提供や学修活動の支援を、来年度も継続し
ていく。

2.入学試験合格者に対する学修
支援を入学前に開始する。
入学前からの学修に対する主体
性涵養をめざし、主として推薦
試験による入学生を対象に、入
学前準備プログラムを構築・実
施する。

Ⅳ 2.入学試験合格者に対する
学修支援を入学前に開始す
る。
①～③前年度と同様
④全学の入学前準備プログ
ラムの変更に伴い、一般入
学試験合格者に対する入学
前プログラムを再検討す
る。

Ⅳ

「評価指標」
・入学前準備プロジェクトの参
加者数、参加者への入学後アン
ケート調査結果、入学後の学業
成績の分析結果状況

「評価指標」
・前年度と同様の入学前準
備プロジェクトの参加者数
の維持
・前年度比、プログラムに
対する肯定的な評価の割合
維持・増加

2.入学前準備プログラムの参加者は、令和3年度66％に比し、令
和6年度92％と26％の増加であった。
・開催後に参加学生を対象としたプログラム参加のアンケートを
実施し、開催日時を検討し、令和6年度の参加者数増と、「プロ
グラムへの参加が、あなたの入学後の大学生活に良い影響であっ
たか」に84.1％が良かったと回答した。
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【計画15-2】
学生主体の教育における多様性
に対応した教育を推進する。

1.常勤教員の担当科目では、全科目ICTを活用しており、このう
ち令和6年度の常勤教員への調査（56科目）では、DXを活用した
アクティブラーニングは、37科目（66.1%）、習熟度別クラス
は、12科目（21.4%）で実施している。
・若手教員の大阪大学の授業設計に関するオンデマンド研修の受
講を継続して実施した。
・3月の活動実績報告会、質疑応答
・すでに、常勤教員においてはアクティブラーニングは取り入れ
られているため、目標を達成していると評価する。

「計画達成のための方策」
1.多様な教育ニーズに対応す
る。
学生の能動的な学修を促すため
に必要な資機材の整備を行うと
ともに、教育内容や方法を教員
間で共有しアクティブラーニン
グを推進する。その場合、fGPA
なども活用し常勤教員が担当す
る講義・演習科目を中心に、基
礎及び発展的な内容の提示や習
熟度別クラスの導入等を行うこ
とにより、授業形態に関わら
ず、全科目で双方向性の担保と
学生の授業参加を促す。

Ⅳ
【年度計画15-2】
1.教員が学生の主体的な学
びを促進できているか自身
の教育を振り返り、改善に
必要な行動をとることがで
きる。
①授業の目標を達成できる
各種の授業方法を取り入
れ、学生の理解を把握し成
果を評価する。
②学生の反応を確認しなが
ら、DXを活用したアクティ
ブラーニングを積極的に導
入する。
③上記の他、各科目におい
て、学生のニーズを把握し
可能な範囲で対応する。

Ⅲ

「評価指標」
・前年度に比べ、提供され
た学修機会の維持および参
加学生の数前年度平均5％増
加
・前年度比、活動参加に対
する肯定的な評価の割合増

「評価指標」
・ICT活用科目数、アクティ
ブ・ラーニングを取り入れた科
目数、各科目での成績評価結
果、各科目での学生からの
フィードバック、授業評価アン
ケート結果、教員間での情報共
有機会の数

「評価指標」
①授業評価アンケートへの
返答に関する分析（IRに依
頼）で改善が必要な内容を
学部全体で把握し、次年度
の授業計画にそれらを反映
した科目の割合（改善した
かどうかではなく、改善が
必要な内容を自科目に照ら
し合わせて検討した常勤科
目の割合（100％） ②アク
ティブラーニングを導入し
ている科目の割合（90％以
上） ② 教務委員会におけ
る学生の学修ニーズに関す
る検討回数（2回/年）

1.常勤教員の担当科目では、全科目ICTを活用しており、このう
ち令和7年度の常勤教員への調査（56科目）では、DXを活用した
アクティブラーニングは、48科目（85.7%）、習熟度別クラス
は、3科目（5.4%）で実施している。全学からの授業評価アン
ケート結果の報告がなくIRに分析を依頼することはできなかった
が、アクティブラーニングの実施は、前年度（66.1%）より増え
ており、教務委員会における学修ニーズに関する検討は、8月、2
月の進級判定等に係る会議前に定例で実施している。

「評価指標」
・提供された学修機会の数、学
生の参加人数、参加学生からの
フィードバックの状況
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【計画15-3】
第2期中期目標・計画における
教育の評価を行い、DP及び社会
ニーズの変化に応じたカリキュ
ラムへの改定を行う。

2.学生生活支援委員会主催で、FD（臨地実習における合理的配
慮・教育上の配慮が必要な学生の理解）を実施し、常勤教員34名
（100%）の教員が出席した。終了後、出席教員へのアンケート調
査を行ったところ、「臨地実習における教育上の配慮・合理的配
慮」に関する理解が深まり、「支援・調整に必要な視点が広がっ
た」「今後の教育活動に役立てそう」との回答が得られた。特に
助教や講師など、臨地実習に直接かかわる教員からこのような回
答が多かった。 本学部において、合理的配慮や教育上の調整が
必要な学生が増えている。今回のFDにより、教員が合理的配慮や
教育上の調整に関するスキルを実践現場でより活かすことができ
るようになり、今後のより一層の教育の質向上にもつながると考
えられる。

1.①～④令和4年度のカリキュラム評価プロジェクトをカリキュ
ラムプロジェクトとして発展継続し、実習前OSCE、実習前CBTの
導入を視野に入れた改正カリキュラムの実現に向けた検討を開始
し、8月および3月に全学部教員対象のFD企画を行い、文部科学省
の看護学教育・モデル・コア・カリキュラム改正ならびに実習提
携関係にあるJCHO船橋中央病院の移転を視野にいれたカリキュラ
ム改正の準備に着手した。
・年度末資料を加えたDP達成状況の評価から、教務委員会主導
で、看護管理に焦点をあてた統合実習を2025年度より看護学全体
の学びを統合する実習へと変更することとし、準備を開始した。
・卒業生とその就職先を対象とした調査は未実施である。
・3月の全教員対象のFD企画において新カリキュラムに向けての
課題を整理した報告文書を提示した。

Ⅲ

Ⅳ 2.学生生活支援委員会主催で、FD「学生のキャリア形成を支援す
る（講師：本学カウンセラー田澤晃子先生）」を実施し、常勤教
職員29名94%（対面：17名、オンライン：12名）が出席した。終
了後、出席教職員へのアンケート調査を行ったところ、「異なる
目線で学生に関わってこられた方の考え方や知見が大変参考に
なった」「最近の大学生の特徴やキャリア形成の支援のポイント
を理解できた」との回答が得られた。今回のFDにより、学生の目
指す看護職像と社会的なニーズ両方を意識して教育に取り組んで
いく必要があることを教職員で共有することができ、今後のより
一層の教育の質向上にもつながると考えられる。

「評価指標」
・多様性に関する研修・情報共
有機会の数、教員へのフィード
バック調査の結果、授業評価ア
ンケート結果

「評価指標」
・多様性に関する情報共有
機会の提供状況

「計画達成のための方策」
教育活動と成果の点検評価及び
改善活動を行う。
学生からの授業評価並びにそれ
に対する教員の自己評価、各会
議での検討等に基づき、大学院
DPに照らした点検評価を行い、
CP、APおよびDPの改定に向けた
準備を行う。

Ⅲ
【年度計画15-3】
1.教育活動と成果の点検評
価及び改善活動を行う。
①カリキュラムプロジェク
トを開催し、昨年度検討し
たDP案と文部科学省から公
表された看護学モデル・コ
ア・カリキュラムを参考に
新カリキュラムの策定に向
けAP、CPなどの検討を進め
る。
②FD研修会として、申請手
続きに移る新カリキュラム
を具体的に策定し運用して
いくうえで必要な研修を行
う。

「評価指標」
・カリキュラムプロジェク
トの開催回数（年11回）学
部でのFD研修会の開催回数
（年2回）、新たにコンピテ
ンシー基盤型教育を取り入
れた科目数

2.学生等の多様性に対する教職
員の理解を促進する。
⑴ 教職員の多様性への理解を
向上させ、多様性に配慮した授
業運営を行う。
⑵ 教職員に対し、多様性に関
する研修や情報共有の機会を定
期的に設ける。

2学生の多様性に対する理解
を深めるために、学生の個
人情報に配慮しながら、多
様な学生の状況と対応につ
いて、科目レベル、委員会
レベルでの活動において、
情報交換し、検討する場を
定期的にもつ。

Ⅳ

「評価指標」
・検討会の開催回数、成果物と
しての新カリキュラムの有無と
内容

1.①令和5年度に引き続きカリキュラムプロジェクトを組織し、
月1～2回のペースで継続的に計18回の検討を行った。文部科学省
の看護学モデルコア・カリキュラム改定作業が並行していたこと
から、11の資質と能力の内容を確認し現行DPの見直し案の作成を
行った。次年度はAP,CPの策定及び実習科目を内容や時期を中心
に検討し、令和10年度入学者からの新カリキュラム運用を目指し
ている。この見直しの過程で、現行カリキュラムのうち、4年次
の「看護の統合実習」を1領域担当から全領域担当に運用を変更
し、あわせて、「協働実践演習」を15コマから8コマに変更する
改善を実施した。
②教務委員会では、昨年度に決定した統合実習と看護研究の運営
体制の変更、また協働実践演習についての授業時間の変更などの
確認等、令和7年度から実施に向けた準備を行った。変更に伴う
学修支援委員会や教務委員会が主導し、授業評価や国家試験対策
の評価を踏まえて、解剖学、生理学等の知識の定着を図るための
CBTを作成し1～3年生全員に対して実施した。
③卒業生とその就職先を対象とした調査は、卒業生とのアクセス
方法が確立していないため、未実施である。
④3月の全教員対象のFD企画において新カリキュラムに向けた新
DP案を紹介し、現行の90分の授業時間の延長・短縮に関する意見
交換の機会を設けた。
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【計画15-4】㋐
学生の主体性を涵養する教育を
推進する。

1.学習活動の記録と目標についての自己評価は、1年生について
は過半数の学生が記載している。学年により実施の程度には差が
あるが、ガイダンス毎に活用例を示し、利用を促進していく。

2.a.オープンキャンパスおよび大学説明会・入試相談会を計7回
（OC:6/16,8/11,3/12;入試・大学説明
会:6/18,9/1,11/25,12/16）実施した。参加人数はオープンキャ
ンパスが55-232組、説明会が11-73組と前年に比べ若干上回り、
いずれのイベントも在学生の協力を得て実施し、受験生が在学生
と話せたことでの満足感も高かった（直近のイベント（春のOC）
で大変満足・満足と答えた者は全体の9割以上）。
b.学校推薦型の入学予定者の所属高校の校長にも入学前準備プロ
グラムの資料を郵送し、周知を行い、1月に開催し、令和6年度は
92％の参加が得られた。
c.学修支援委員会にて、各学年ごとにセメスター開始と終了時に
ガイダンスを行った。
d.大学に届く講演会等のお知らせは事務部より掲示してもらい、
各教員のもとに届く講演会やイベント情報は、各教員よりメール
等で一斉周知が数回行われた。

「計画達成のための方策」
1.教育DX化と並行して、学生が
自己の学修活動を記録し振り返
ることが可能な仕組みを準備
し、年に1回以上、学生自身が
学修活動について振り返り、そ
の後の自らの目標について考え
ることができるよう指導する。

Ⅳ Ⅲ ①学修ポートフォリオ（PF）の利用状況を把握するため、2025年
9月に学生にアンケートを実施し、329名（1年105、2年77、3年
116、4年31）から以下の回答を得た。
・PFを知っているのは96%、PFを入力しているのは38％
・PFを入力しない理由は、面倒くさい49％、自分に役立つのかわ
からない28％、入力方法がわからない32%等々であったことか
ら、次年度はガイダンスで入力時間を確保、入力支援を行ってい
く。
②セメスター毎に2回あるガイダンスで、PFの目的・活用等につ
いて説明した。特に1年生は前期に追加で2回の説明を行った。

2.a.オープンキャンパスおよび大学説明会・入試相談会を計5回
（OC:6/15,8/9,3/15;入試・大学説明会:8/31,12/18）実施した。
参加人数はオープンキャンパスが58-245組、説明会が7-72組と前
年とほぼ同数となった。いずれのイベントも在学生の協力を得て
実施し、満足感も高かった（直近のイベント（春のOC）で大変満
足・満足と答えた者は全体の9割以上）。また、入試委員会・広
報委員会が協働し、千葉県内高校に持参する高大連携教育プログ
ラムのリーフレットを作成し、入試広報部を通じて、配付を開始
し、次年度実施の打診を得ることができた。
b.参加者アンケートの結果を踏まえ、よりニーズに合ったプログ
ラムとなるよう内容の検討を行い、実際に在学生が受けている授
業内容を体験できる企画とした。また、学校推薦型選抜による入
学予定者については、所属高校の校長宛に入学前準備プログラム
の資料を郵送し、周知を図った。そのうえで1月にプログラムを
開催し、令和6年度は51名（74％）の参加を得た。
c.学修支援委員会にて、各学年ごとにセメスター開始と終了時に
ガイダンスを行った。

2.千葉看護学部のビジョンに共
鳴する受験生を確保する。学生
がビジョンに照らして自己評価
できるプログラムを作成し、本
学部のビジョンを具現化するた
めに入学前から継続した教育・
学生支援を実施する。

Ⅳ 2.a．受験生対象の学部説明
において本学部のビジョン
をわかりやすく説明し、参
加者の反応を把握し、必要
に合わせ改善する。
b．これまでの入学前準備プ
ログラムを継続しつつ、参
加者アンケートにてより
ニーズに合うプログラムに
する。また、学校選抜型入
試での入学予定者及び、そ
の高校（校長）に入学前準
備プログラムを周知する。
c．学生に対して定期的にガ
イダンスを実施し、具体的
な履修につながるようにす
る。
d．講演会やイベント、ボラ
ンティア募集に関して定期
的に情報提供を行う。

Ⅳ

【年度計画15-4】
1.学修ポートフォリオの利
活用を促進する。

「評価指標」
・学修活動の記録と目標につい
ての自己評価を、各学年のほぼ
すべての学生が実施する(1回/
年)

「評価指標」
・学修ポートフォリオを活
用する(自ら入力する)学生
の割合(1,2年生80％以上、
3,4年生50％)
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3.a.b.令和6年度は、体系的実態を把握するために、IR推進担当
により、学外の看護・医療保健福祉関係者等による授業回数を調
査した結果、以下の通り1年次において、5回の機会を提供してい
た。
・「医学・医療概論」（1年次）において、医師による特別講義
を1コマ実施し、医療に携わる専門職としての視点を学ぶ講義を
実施
・「医療と人間」（1年次）において、公益社団法人認知症の人
と家族の会 東京支部代表による「認知症の人と家族が穏やかに
暮らしていくために」と題した講義を実施
・「看護学概論」（1年次）の見学演習において、看護部長や医
療安全・感染対策専従看護師による講義を通じて、看護の専門性
や連携の重要性を理解する機会を提供
・「機能看護学Ⅰ」（1年次）において、現任の看護師を招聘
し、看護における自律の重要性等を理解する機会を提供。
c.授業外での看護・医療保健福祉関係者等による講演会・イベン
ト等の案内回数、参加人数は次の通りであった。
・ふなばし健康まつりについて情報提供を行い、学生23人がボラ
ンティア参加
・地域交流イベントについて情報提供を行い、学生78人がボラン
ティア参加
・八木が谷地区社会福祉協議会福祉まつりについて情報提供を行
い、学生11名が参加
・まなフェス（市川）について情報提供を行い、学生50名が参加
・JCHO船橋中央病院での病院前救護所訓練について情報提供を行
い、学生6名が参加
早期から看護職としての意識を高めるため授業内外で看護職や
人々の健康に関する講義、講演会・イベント等の参加機会の提供
などを実施しており、次年度も継続していく。

ⅣⅣ 3.a.b.令和7年度は、体系的実態を把握するために、IR推進担当
により、学外の看護・医療保健福祉関係者等による授業回数を調
査した結果、以下の通り1年次において、17回の機会を提供して
いた。
・「医学・医療概論」（1年次）において、船橋市職員による船
橋市の地域包括ケアについての講義（1コマ）、元JCHO理事2名に
よる講義（4コマ）を実施した。
・「治療学総論」（1年次）において、学外の医師6名、理学療法
士1名により計7コマの講義（診断と治療の基礎、食事療法、薬物
療法、放射線療法、手術療法、麻酔療法、救急医療、リハビリ
テーション）を実施した。
・「医療と人間」（1年次）において、学外の看護・医療保健福
祉関係者等による、認知症を経験している人についての理解を促
す授業、災害支援についての理解を促す授業、政策を看護に反映
させることについての理解を促す授業、を実施した。
・「看護学概論」（1年次）において見学演習を実施し、各病院
の実習指導者の下でシャドーイングを行い、指導をいただいた。
・「機能看護学Ⅰ」（1年次）において、現任の看護師を招聘
し、セルフマネジメントに関するインタビューを実施した。
c.授業外での看護・医療保健福祉関係者等による講演会・イベン
ト等の案内回数、参加人数は次の通りであった。
・ふなばし健康まつりについて情報提供を行い、学生24人がボラ
ンティア参加
・千代田区男女共同参画センターMIWまつりについて情報提供を
行い、学生13名がボランティア参加
・八木が谷地区社会福祉協議会福祉まつりについて情報提供を行
い、学生15名が参加
・市川市重症心身障害児親の会主催マナフェスについて情報提供
を行い、学生12人がボランティア参加
・NPOが実施している発達に凸凹がある子ども達への学習支援に
ついて情報提供を行い、参加支援として学生20名に学習支援の方
法について学修機会を提供した。その後、学生6名が延40回、ボ
ランティア参加した。子どもへの支援の振り返りは、ボランティ
ア参加後に毎回実施した。

「評価指標」
・オープンキャンパス実施回数
（5回/年）・参加人数（定員8
割以上）・参加者アンケート内
容、入学前準備プログラムの参
加人数(対象者の7割以上）・参
加者アンケート内容（肯定的評
価が7割以上）、学年別ガイダ
ンスの実施状況（4回/年）、ビ
ジョンについてのポートフォリ
オの記録回数（1回/年）・実施
人数（ほぼ全ての学生）、学生
ボランティアの割合（5人/
回)、情報提供の頻度（3回/
年）

「評価指標」
・オープンキャンパス実施
回数（5回/年）・参加人数
（定員8割以上）・参加者ア
ンケート内容、入学前準備
プログラムの参加人数(対象
者の7割以上）・参加者アン
ケート内容（肯定的評価が7
割以上）、学年別ガイダン
スの実施状況（4回/年）、
ビジョンについてのポート
フォリオの記録回数（1回/
年）・実施人数（ほぼ全て
の学生）、学生ボランティ
アの割合（5人/回)、情報提
供の頻度（3回/年）

3.早期から看護職としての意識
を高めるため、1年前期から看
護の現場での演習を実施すると
共に、授業内外で、看護職や
人々の健康に関する講演会・イ
ベント等の参加機会を提供する
など、アーリー・エクスポー
ジャーのプログラムを行う。

3.a．外部の保健医療福祉関
係者の授業の実施状況（特
に低学年）を確認し、次年
度に反映させる
b．教務委員会とカリキュラ
ムプロジェクトが協力し、
学生の主体性の涵養の観点
から授業改善した科目の点
検・追加を行う。
c．講演会やイベント、ボラ
ンティア募集に関して定期
的に情報提供を行う。
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【計画15-5】㋐
生涯学習支援を継続する。

・地域における高齢者の介護予防のための事業について情報提供
を行い、学生が選択した地区社会福祉協議会主催の海神ミニデイ
へ学生13名が参加した。その際に学生が健康教育を実施した。そ
の後の福祉まつりでは、健康教育の内容をポスターとして発表を
した。
なお、カリキュラムプロジェクトによる3Pの見直しの過程から、
現行カリキュラムのうち、4年次の「看護の統合実習」を1領域担
当から全領域担当に運用を変更し、あわせて、「協働実践演習」
を15コマから8コマに変更する改善を実施した。
早期から看護職としての意識を高めるため授業内外で看護職や
人々の健康に関する講義、講演会・イベント等の参加機会の提供
などを実施しており、次年度も継続していく。

「計画達成のための方策」
1.学部における生涯学習支援を
継続し、これが大学ビジョンに
向かうものとなっているかを評
価し、改善するためのICTを活
用した基盤を整備する。

Ⅲ
【年度計画15-5】
1.前年度と同様。生涯学習
支援の参加者からのアン
ケート結果を分析し、改善
策を提案する。

Ⅲ 卒業生の生涯学習支援の一環として、VRコンテンツを用いた「卒
業生チャレンジ」を10月と2月に実施した。参加者はそれぞれ3
名、5名と少ないが、参加満足度は5点満点中、5点、4.6点であっ
た。参加者を増やすため、3月に4年生を対象に「卒業前チャレン
ジ」を実施し、3名が参加した。また、卒業生チャレンジ連絡専
用のLINEオープンチャットを開設し、80名以上が登録した。

1.生涯学修支援の仕組みを含めて活動しているDXプロジェクトに
より、10月の学部教員会議ならびに3月の活動報告会において、
プロジェクトの進捗および課題を共有した。また、卒業生のフォ
ローアップやキャリアアップを支援するため、VRコンテンツを用
いた「卒業生チャレンジ」を2回とニーズ調査を1回実施した。参
加者は第1回（10/29実施）6名、第2回（3/9実施）8名であった。
参加者の満足度は高いが、卒業生への連絡方法に課題があった。

2.卒業生の連絡先登録は、84.2％であった。メールマガジンでは
定期に年2回発行した以外に、DXプロジェクトの卒業生チャレン
ジや大学院の情報を提供した。
今年度も地域交流イベントにて、ホームカミングデーを開催し、
11名が参加した。また、卒業生への情報発信方法として、SNSの
導入を検討した。引き続き、卒業生が母校に関心を持ってもらえ
るようなイベント、情報発信の内容、方法について、検討してい
くことが必要である。

「評価指標」
・学外の看護・医療保健福祉関
係者等による授業回数（5回/
年）、看護学概論の授業評価
（総合評価が4以上）、授業外
での看護・医療保健福祉関係者
等による講演会・イベント等の
案内回数（1回/年）、参加人数
（5人/回）

2.卒業生の連絡先登録は、88.5％であった。今年度卒業見込の学
生についても現時点で数名のみ未登録であり、100%の登録を目指
し、対応中である。メールマガジンでは定期に年2回発行した以
外に、DXプロジェクトの卒業生チャレンジや大学院の情報を提供
した。
今年度もホームカミングデーを開催し、10名が参加した。また、
新たに2025年3月卒業生を対象としたホームカミングデーを開催
し、14名が参加した。卒業生への情報発信方法に関する検討を引
き続き行なった。今後も卒業生が母校に関心を持ってもらえるよ
うなイベント、情報発信の内容、方法について、検討していくこ
とが必要である。

2.卒業生を継続してサポートで
きる仕組みを整備し、学びの機
会を提供する。

Ⅲ

「評価指標」
・学外の看護・医療保健福
祉関係者等による授業回数
（5回/年）、看護学概論の
授業評価（総合評価が4以
上）、授業外での看護・医
療保健福祉関係者等による
講演会・イベント等の案内
回数（1回/年）、参加人数
（5人/回）
・授業改善を行い点検した
科目数

「評価指標」
・当該目標に関する検討会開催
回数と参加人数、評価のための
仕組み作成状況と実施状況

「評価指標」
・当該目標に関する検討会
開催回数と参加人数、評価
のための仕組み作成状況と
実施状況

2.前年度末にとりまとめた
改善策を反映した卒業生の
連絡先管理および継続教育
支援の方法を実践し、年度
末に現状と改善策をとりま
とめる。
・卒業生への効果的な情報
発信方法の検討

Ⅲ
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3.実習指導者講習会参加人数は30日間コースは定員40名のところ
58名の受講（募集定員の145％）となり、目標を達成することが
できた。7日間コースについては40名定員のところ受講者は33名
（募集定員の82.5％）と、目標を下回っている。しかし、昨年度
よりは9名増加し、開講以来、受講者の増加は継続している。30
日間コースの修了生を対象としたフォローアップ研修について、
33名が参加し、目標は達成できたと考える。なお、上記3研修と
もに終了時の受講生アンケートでは、前年度同様に高い満足度を
維持しており、今後も継続して質の高い研修を提供していくこと
が地域から求められていると考えられる。

4.令和6年度の実績は次の通りである。
◎周辺地域機関からの依頼
・千葉県看護協会：「認定看護管理者教育課程セカンドレベル」
講師依頼（2件）があった。
・千葉県看護研究学会：研究支援コーナーの相談員として、県内
の病院看護師の研修相談に応じた。
◎JCHOからの依頼
・「JCHO保健師助産師看護師実習指導者講習会」講師（看護学に
おける学修評価の方法、フィードバック演習等）6件
・「認定看護管理者研修セカンドレベル」講師
・JCHO船橋中央病院での看護研究支援：JCHO船橋中央病院の看護
師を対象に、看護研究支援を月１回の頻度で実施。
◎大学が企画した地域住民・専門職者を対象とした勉強会等
・東京医療保健大学千葉看護学部「基礎看護援助方法Ⅳ」授業見
学会：JCHO東京山手メディカルセンターに勤務する看護師8名を
対象に、「基礎看護援助方法Ⅳ」の授業を見学いただいた。見学
後の自由記載アンケートでは、実習に来る前にどのような学修を
しているかを知ることができた、学生がどのような学び方をして
いるのか見学できて学びになった等、高評価を得た。

Ⅳ

Ⅳ4.主として千葉県北西部及び
JCHOの看護・介護職者等に向け
た生涯学習機会を提供する。

4.実習指導者講習会やJCHO
本部・各病院に対して、教
員の研究内容、講演できる
内容などを周知する。研修
会や講師依頼などの実績を
年度末に取りまとめる。

Ⅳ

3.実習指導者講習会参加人数は、30日間コースは定員40名に対し
42名（募集定員の105％）が受講し、目標を達成できた。7日間
コースは定員40名に対し36名（募集定員の90％）と目標人数を下
回っているが、開講以来、受講者数は増加傾向である。30日間
コースの修了者41名を対象としたフォローアップ研修には24名
（修了者の58.5％）が参加し、目標は達成できたと考える。な
お、上記3研修ともに終了時アンケートでは、前年度同様、80％
以上の満足度を維持しており、今後も継続して質の高い研修を提
供していくことが地域から求められていると考えられる。

「評価指標」
・卒業生の連絡先を管理する仕
組みの作成と登録状況
（100％）、年2回のメールマガ
ジンの発行、講演会等の案内回
数（年2回）と参加人数（各回
50％）

「評価指標」
・卒業生の連絡先を管理す
る仕組みの作成と登録状況
（100％）、年2回のメール
マガジンの発行、講演会等
の案内回数（年2回）と参加
人数（各回50％）

「評価指標」
・実習指導者講習会参加人数
（募集定員の120％）、修了時
の満足度（70％以上）、フォ
ローアップ研修の参加人数
（50％以上）、受講施設管理者
を対象とした研修・情報交換の
参加人数、自施設の実習指導の
質向上についての評価

「評価指標」
・実習指導者講習会参加人
数(募集定員の120％)、修了
時の満足度(70％以上)、
フォローアップ研修の参加
人数(50％以上)、受講施設
管理者を対象とした研修・
情報交換の参加人数、自施
設の実習指導の質向上につ
いての評価

3.実習指導者講習会およびフォ
ローアップ研修会、受講施設管
理者を対象とした研修・情報交
換を開催し、千葉県内の実習指
導者育成と質の向上に貢献す
る。

3.事務部と連携し、実習指
導者講習会、フォローアッ
プ研修、受講施設管理者を
対象とした研修・情報交換
を企画・周知・実施し、実
績と改善策を取りまとめ
る。

Ⅳ

4.令和7年度の実績は次の通りである。
◎千葉県看護協会からの依頼
・「認定看護管理者教育課程ファーストレベル」講師（1件）
・「認定看護管理者教育課程セカンドレベル」講師（2件）
・「看護教員養成課程」講師（1件）
・「レポートの書き方」講師（1件）
・「看護研究基礎編研修」講師（1件）
◎JCHOからの依頼
・「保健師助産師看護師実習指導者講習会」講師（6件）
・「認定看護管理者教育課程セカンドレベル」講師（3件）
・「認定看護管理者教育課程サードレベル」講師（1件）
・JCHO船橋中央病院での看護研究支援：JCHO船橋中央病院の看護
師を対象に、看護研究支援を月１回の頻度で実施（1件）
・JCHO東京山手メディカルセンターでの看護研究支援：JCHO東京
山手メディカルセンターの看護師を対象に、看護研究研修を実施
（1件）
◎千葉県からの委託、依頼
・千葉県看護職員研修事業「実習指導者講習会」：臨床実習指導
者への実習指導に関する研修、42名受講41名修了、受講者へのア
ンケートにおいて8割以上から満足度が得られた。
・千葉県看護職員研修事業「実習指導者講習会（特定分野7日間
コース）」：特定分野で働く臨床実習指導者への実習指導に関す
る研修、36名受講35名修了、受講者へのアンケートにおいて8割
以上から満足度が得られた。
・千葉県保健活動業務研究発表会助言者（1件）
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「評価指標」
・千葉県内及びJCHO、各学
会・看護協会等からの講師
依頼の内容・件数（5件/年
以上）、本学部主催または
共催（有志含む）による研
修会等の開催回数・参加者
数、受講後アンケートによ
る満足度

「評価指標」
・千葉県内及びJCHOからの講師
依頼内容・件数、本学部主催ま
たは共催（有志含む）による研
修会等の開催回数・参加者、満
足度

◎大学が企画した地域住民・専門職者を対象とした勉強会等
・実習協議会：14の実習施設31名の実習担当者が参加し、実習に
関するディスカッションを千葉看護学部教員（27名参加）と行っ
た。実習に関連する動画を作成し事前に実習担当者様に見ても
らったことで活発なディスカッションができ、参加いただいた実
習施設から好評であった。
・東京医療保健大学千葉看護学部公開講座「上手な高齢者介護と
の向き合い方」、参加人数約30名
・東京医療保健大学千葉看護学研究科・和歌山看護学研究科共催
公開講座　79名参加　満足度91％
・JCHO東京山手メディカルセンター実習指導者を対象とした授業
見学会：計2回開催し、参加者数は第1回5名、第2回4名であっ
た。基礎看護援助方法Ⅳのシミュレーション演習を見学していた
だき、実習前に学生が準備科目でどのようなことをどのように学
んでいるのかを実際に見ていただいた。見学後の自由記載アン
ケートでは、「学生の習熟度に合わせた教員の関わり」や「学生
の気づきを引き出すような関わりについて学びになった」、「学
生自身の力で気づき主体的に学ぶことができることが良くわか
り、学生の考えを引き出す関わりを実習でもしていきたい」等、
高評価を得た。
◎その他
・千葉県看護研究学会研究相談員（1件）
・西海神小避難所運営連絡協議会講師（1件）
・産業看護職養成研修を行う講師の養成を目的とした講座の担当
講師（1件）
・千葉県八千代市立萱田南小学校第1回校内職員研修会「心肺蘇
生、応急手当基本編」講師（1件）、教職員20名が参加
・千葉県八千代市立萱田南小学校第2回校内職員研修会「心肺蘇
生、応急手当応用編」講師（1件）、教職員20名参加
・茨城県筑西市養護教諭会研修会　講師（1件）、養護教諭35名
が参加
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【計画15-6】㋐
教員の研究力の向上を図る。

1.3月13日に実施した学部活動報告会において、教員の研究活
動・社会活動に関するポスター展示及び情報交換会を実施した。
令和7年度の定期FD研修等では、研究活動に関する内容に取り組
んでいく。

2.国際学会参加人数：8人
国際学会発表人数：8人(10件)
国内学会発表人数：21人(53件)/34人（61.8％）

Ⅳ

3.論文（国内）採択人数：18人(30件)
論文（海外）採択人数：3人(6件)
国内・海外のいずれかに採択された人数：18人/34人（52.9％）
学部活動報告会で情報共有を実施した。

Ⅳ3.研究成果を査読のあるジャー
ナルへの投稿を促進し、採択さ
れる（共同執筆含）。
「評価指標」
・採択者人数、採択者割合（国
際・国内、年間で全教員数のう
ち4割以上）

Ⅳ
【年度計画15-6】
1.定期FD研修やイブニング
セミナーで教員の研究活動
について情報共有を行う。
「評価指標」
・情報交換会の開催回数（1
回／年以上）

Ⅳ

3.論文（国内）採択人数：15人(19件)
論文（海外）採択人数：5人(10件)
国内・海外のいずれかに採択された人数：17人/33人（51.5％）
学部活動報告会で情報共有を実施した。

3.年度末の学部活動報告会
で論文採択された教員につ
いて情報共有を行う。
「評価指標」
・採択者人数、採択者割合
（国際・国内、年間で全教
員数のうち4割以上）

Ⅳ

2.学会（国際・国内）で、研究
成果を発表を促進し、発表す
る。
「評価指標」
・国際学会参加人数（1人／年
以上）、国際学会発表者人数
（1人／年以上）、国内学会発
表者割合（年間7割)

2.年度末の学部活動報告会
で国際学会及び学内学会で
発表した教員について情報
共有を行う。
「評価指標」
・国際学会参加人数（1人／
年以上）、国際学会発表者
人数（1人／年以上）、国内
学会参加人数（１回以上／
教員１人あたり）、国内学
会発表者割合（年間7割)

Ⅲ

「計画達成のための方策」
1.教員の研究活動の情報交換会
を定期的に継続する。
「評価指標」
・情報交換会の開催回数（1回
／年以上）

2.国際学会参加人数：7人
国際学会発表人数：6人(6件)
国内学会発表人数：22人(44件)/33人（66.7％）

1.3月12日に実施した学部活動報告会において、助手・助教、講
師を中心として教員の研究活動に関する口頭発表および紙上発表
を行い、情報交換を実施した。
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Ⅳ

5.学生の学びにタイムリー
な図書の紹介をし、利用を
促進する。

Ⅳ

4.実習指導者との相互理解
により学生の主体的な学び
をサポートする。

3.国試対策　各学年の国家試験対策スケジュールに沿って担当者
を決定し、計画通り模擬試験や対策講座の企画、運営を行うこと
ができた。ほぼ100％の学生参加であった。模擬試験ごとに試験
結果をアドバイザーと共有し、定期的にアドバイザー連携会議を
実施して、支援が必要な学生の共有や学習支援を依頼した。

4.令和6年度実習協議会を開催し、22施設から51名の参加があ
り、実習報告及び意見交換を行い連携をはかった。

5.図書館入館者数：1日平均91名（目標値：90名）学生への貸出
し延べ冊数：5809冊（目標値：2500冊）で目標値を達成した。

Ⅲ 1.初年次教育において、「アカデミック・スキル」「わかやま
学」を設定し、複数科目で高校から大学教育への円滑な意識の転
換と能動的な学習方法を身につけ、専門教育における自主的・主
体的な学習への移行を目指した取り組みを行った。また、非常勤
講師担当科目である「体の仕組みと働き」、「治療学総論」、
「疾病治療論」の講義内容、試験問題内容等について、学生の主
体的な学びの促進のために学部教員が支援を行い、教育目標の共
有のために日赤和歌山医療センターとの合同教育会議を2回実施
した。
今年度も授業科目「わかやま学」の担当教員を中心に目標達成が
できた。学生の状況は、科目発表会・報告会の機会以外にも、授
業ふりかえり内容や授業内容からも把握し、学生が「わかやま」
を捉え、課題を検討しやすい学修環境を調整した。
2.先輩学生の取り組みの成果を受けて、学生に「予習シート」、
「目標設定シート」を配布し、主体的な学びが行えるように支援
を実施した。

【年度計画16-1】
1.「大学での主体的な学び
方の体得」、「地域を理解
する科目の充実」に関する
科目の実施・評価する。

2.先輩学生からの学習経験
をもとに、学習計画を立て
実行する。

「計画達成のための方策」
1.主体的な学習に取り組めるた
めに必要なカリキュラムと機会
を充実する。
2.入学初期に主体的な学び方に
関する科目と地域への関心を高
めるための科目を設定する。

〇和歌山看護学部
【計画16-1】㋐
「大学での主体的な学び方の体
得」及び「地域を理解する科目
の充実」、「地域への愛着形成
の支援」を図る。

4.令和7年度実習協議会を開催し、22施設から54名の参加があ
り、実習報告及び意見交換を行い連携を図った。

3.卒業後も学び続けるための支
援体制を構築する。

3.主体的な国家試験への取
り組みへの支援を行う。

Ⅲ

「評価指標」
・カリキュラム実施状況
・愛着の程度を把握

「評価指標」
・科目への参加度100％
・愛着形成を自由記述から
抽出
・国家試験対策講座・模擬
試験
学生100％参加
・図書館入館者数1日平均90
名、延べ冊数2500冊
・実習指導者連絡会の開催
と指導者及び学生からの評
価

3.模擬試験や対策講座の企画、運営を行い、模試を受験できな
かった学生は自宅にて実施できるように配慮した。定期的にアド
バイザー連携会議を開催し、模擬試験結果を基に支援が必要な学
生の共有等を実施した。また、成績が低迷している学生に対し、
特別対策講座を実施し、学生が確実に合格できるよう支援を行っ
た。概ね100％参加であった。

1.「大学での主体的な学びの体得」では、初年次教育（教務ガイ
ダンス、「アカデミック・スキル」「キャリア教育Ⅰ」）を通じ
て、高校から大学への円滑な移行と能動的学修の基礎形成を目的
に実施した。非常勤講師担当科目については、学内教員による学
修方法の指導や、日赤和歌山医療センターとの合同教育会議（年
2回）を通じた内容改善を行い、教育の質向上に努めた。大学で
の学修全般については、アドバイザーが学修支援および学修方法
の指導を担い、主体的な学び方の体得に向けて対応している。一
方で、複数科目において不合格者が見られたことから、学修方法
の指導に加え、主体的学修への意識づけを一層強化することが今
後の課題である。
「地域を理解する科目の充実」に関しては、「わかやま学」を中
心に、課題発表会等を通じて地域課題の理解促進と愛着形成に資
する教育を継続し、一定の成果を得た。
概ね100％の参加であった。
2．学習経験を踏まえた学習計画の立案支援では、先輩学生の学
習経験を踏まえ、「予習シート」の配付に加え、初回講義後の学
修方法の解説を実施し、学生の主体的な学習計画立案・実行を支
援した。その結果、主体的学修の促進に一定の効果が認められた
が、引き続き個別状況に応じた支援の充実が必要である。

Ⅳ

5.学生の学びにタイムリーな図書を、サイネージ掲示や展示等で
紹介し利用を促した。また、季節ごとにイベントを実施し、図書
館来館促進に努めた。
図書館入館者数：1日平均84名（目標値：90名）。学生・教職員
の貸出し延べ冊数：6490冊（目標値：2500冊）。入館者数は目標
値を少し下回ったが、貸出し延べ冊数は目標値を達成した。
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1.2024年度ボランティア活動の報告件数は、延べ人数295名、活
動団体数は60種類であった。同時期の2023年度は延べ参加学生数
252人、活動件数54件であったことと比較すると、継続して活動
ができている。
2024年度　ボランティア論履修生は92名、ボランティア活動履修
生は92名（2023年度  ボランティア論履修生は92名、ボランティ
ア活動履修生は85名）であり、2022年度よりボランティア論は選
択科目となっているものの、9割の学生が履修出来ていることか
ら、学生の関心が高いことも伺える。
看護教育ボランティア登録数　28名（2025年4月現在）
活動での取り組み
1)4月：老年看護学概論」～高齢者との対話～（看護教育ボラン
ティア７名）
2)7月：「コミュニケーション実習」基礎看護学実習Ⅰ学内実習
（看護教育ボランティア20名）
3）和歌山県コンソーシアム学生共同研究に対する協力（看護教
育ボランティア6名）
4)第5回看護教育ボランティア集いの会(3月)「看護のたまご保健
室」（看護教育ボランティア9名）
今年度卒業生による血圧測定等の簡単な健康チェックを行い、そ
の後意見交換を実施した。
医愛祭や公開講座のお知らせも行い、本学の教育活動に関心を
持ってもらえるようにした。看護教育ボランティアの集いの会で
は、成長した卒業生の姿を間近で見てもらったことで、教育活動
への参加の意義ややりがいの一端を感じていただけた。

1.2025年度ボランティア活動の報告件数は、延べ参加人数196
名、活動団体数は55種類（3月11日時点）であった。同時期の
2024年度は、延べ参加学生数295名、活動件数60件であったこと
と比較すると、今年度は少ない。募集時に報告書の提出は促して
はいるものの、提出状況が全員から得られていないことが件数減
少の一因として考えられる。
・2025年度のボランティア論履修生は101名、ボランティア活動
履修生は93名であり、ボランティア論は選択科目であるにもかか
わらず、9割の学生が履修出来ていることから、学生の関心の高
さが伺える。
・看護教育ボランティア登録数　27名（2026年3月現在）
活動での取り組み
7月：「コミュニケーション実習」基礎看護学実習Ⅰ学内実習
（看護教育ボランティア20名）
医愛祭や公開講座のお知らせを行い、本学の教育活動に関心を
持ってもらえるようにした。
基礎看護学実習Ⅰの「コミュニケーション実習」では、1年生の
コミュニケーション力向上に尽力いただいた。これを機に、新規
に看護教育ボランティアに登録してくださった方もおり、地域で
の活動として定着しつつある。第6回看護教育ボランティア集い
の会は、2027年4月2日に実施予定である。
・日赤和歌山医療センター院内の災害医療訓練について学生を50
名募集したところ、65名の応募があった。また、労災病院の災害
医療訓練には急な休日の訓練参加の募集にもかかわらず学生７名
が参加した。
・和歌山市中消防署と連携した多数傷病者訓練については学生37
名が参加した。
・和歌山西コミュニティーセンターの防災イベントについては、
10名の学生が参加し、プレゼンテーションや止血法などのデモン
ストレーションを行った。

2.赤十字活動参加学生と活
動数を増加させる。
［評価指標］
・赤十字奉仕団35名
・ボランティア活動延べ人
数200名

Ⅳ

【年度計画16-2】
1.ボランティア活動を体系
化し試行的に運用する。

2.赤十字活動を中心とした活動
を活発化する。
［評価指標］
・ボランティア活動状況、教育
ボランティア参加状況

【計画16-2】㋐
「ボランティア活動の体系
化」、「地域の看護教育ボラン
ティアからの学びの推進」及び
「関連団体と連携した社会的要
請への対応」を図る。

「計画達成のための方策」
1.地域へのボランティア活動の
推進と、地域住民の看護教育へ
のボランティア参加を進める。

Ⅳ

Ⅳ 2.2022年に発足した東京医療保健大学和歌山看護学部学生赤十字
奉仕団は、現在1年生18名、2年生14名、3年生9名、4年生4名の計
45名となっている。現在日本赤十字社和歌山県支部主催の研修や
訓練への参加、医愛祭での防災コーナーの企画や献血活動を行え
た。また、一部の学生は、県内外での学生献血推進協議会の活動
にも精力的に参加できている。

Ⅳ

2.2022年に発足した和歌山看護学部赤十字奉仕団は、53名となっ
て増加していて、日赤の活動に関心が高い。

54



内部質保証推進会議
評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

全学自己点検・評価委員会第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況

4.外国の大学との連携協定
に向けて調整を始める。

3.地域で生活する多国籍の
人々との交流の機会を2回以
上つくる。

1.本学主催9月のオーストラリア現地研修に、学生9名の参加が
あった。3月のハワイ研修は現在、詳細が未定であり、募集も不
明。和歌山看護学部の学生生活委員会の国際交流WGメンバーを中
心としながら、学生募集では、の説明会の開催やサイネージやポ
スターの掲示をおこなった。今後も積極的な学生への参加を推進
していく。

【計画16-3】㋐
異文化理解や語学力、コミュニ
ケーション能力を習得させ、豊
かな教養のもとに多様な価値観
に対応できる医療人の育成を図
る。

2.4.ベトナムナムディン看護大学とのMOU締結後、交流会を持つ
ための交渉が進まなかったが、国際交流委員会との連絡が取れ今
後交流会の実施へと計画される予定である。次年度、国際交流委
員会がナムディン看護大学との交流会の開催の企画をすすめ、開
催が決定すれば、積極的に学生が参加できるように、情報提供
し、プロジェクトへの参加ができるように環境を整える。
・また、他大学との連携については今後検討していく。

2.ベトナムの大学との交流
の機会を1回以上つくる。

3.近隣地域で生活する、または
保健医療福祉施設で働く多国籍
の人々との交流の場をつくる。

3.多国籍の人々との交流会には、大阪に在住の外国人医療従事者
3名、本学部学生12名が参加し、対面で開催した。国際交流委員
会と連携を取りながら、参加者募集の広報を行い、会場の感染対
策や交流会の進行をサポートした。学生が直接、外国人との交流
ができる機会となるため、今後も継続していく。

【年度計画16-3】
1.海外研修参加数2名以上を
維持する。

「計画達成のための方策」
1. 海外研修及び海外からの研
修生の受け入れ、近隣地域で生
活する多国籍の方との交流の機
会をつくる。

Ⅲ

「評価指標」
・海外研修参加学生数1名以
上
・多国籍の人々との交流会1
回

1.本学主催9月の研修には学生1名の参加、3月のオーストラリア
現地研修には学生の参加はなかった。学部の国際交流委員会と連
携しながら、サイネージやポスターだけではなく、個別的に声掛
けをするなど積極的に学生への研修参加へのアプローチをおこ
なった。今後も積極的な学生への参加を推進していく。

2.海外研修への参加案内と学生
の参加しやすい環境を整える。
ベトナムの大学との学生交流を
進める。

「評価指標」
・海外研修参加学生数、ベトナ
ムの大学との学生交流の有無、
多国籍の人々との交流回数

2.ベトナム・ナムディン看護大学とのMOU締結後、交流会を持つ
ための交渉が進まなかったが、9月に第1回目のオンライン交流会
を開催した。学部生5名と大学院生1名が参加し、それぞれがプレ
ゼンテーションを行い、ナムディン看護大学の学生のプレゼン
テーションのあと、小グループに分かれ、通訳者のもと、座談会
も実施した。今後は、現地（ベトナムまたは日本）での交流も見
据えて、企画と予算の獲得を検討する。来年度も、オンライン交
流会は継続していく。

3.多国籍の人々との交流会には、大阪に在住の外国人医療従事者
1名、本学部学生5名が参加し、対面で開催した。和歌山看護学部
の学生生活委員会の国際交流WGメンバーを中心としながら、参加
者の募集を行った。学生が直接、外国人との交流ができる機会と
なるため、今後も継続していく。

Ⅳ

4.和歌山看護学部はすでに、ベトナム・ナムディン看護大学と
MOUを締結していたが、締結後、連絡が取れない状況が続いてい
た。しかし、今年度は、国際交流担当者と連絡をとれうことがで
き、初となるオンラインでの交流会が開催された。今後はこの合
意書に基づき、学生間の文化交流だけではなく、学問的な交流が
できるように、大学院生も巻き込みながら、本学部での国際交流
のプラットフォームを広げ、大学間で文化的・学術的な交流とな
るように進めていく。
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【計画16-4】㋐
ICTを駆使する能力を備え、保
健医療福祉に貢献できる医療人
を育成する。

1.M101教室のシミュレーションルームとしての活用
　成人急性期看護学領域の術後看護演習にM101教室を使用した。
教室を2分してシミュレーション演習とディスカッションを実施
し、十分に活用できることを確認した。

「計画達成のための方策」
ICTを活用した授業の実施と充
実を図り、ICTによる主体的学
習システムを構築し、学修成果
の可視化を図る。

Ⅳ
【年度計画16-4】
1.これまでに導入したシス
テムの有効活用と評価を行
う。

1.WebClass、Medi-EYE、Teams など、既存のICTツールの活用方
法に関する勉強会を実施した。修学カルテについては、学生の体
調管理ツールとしてほとんどの実習科目で活用され、全学生が利
用可能な状態となっている。
また、WebClassの授業支援機能についても学部内での研修を通じ
て利用範囲が拡大され、出席管理、アンケート、レポート提出等
の機能は専任教員が担当するすべての科目で利用可能となった。
一部の科目では、WebClassを用いた定期試験の実施や、ルーブ
リック評価の導入など、さらなる活用が進められている。
電子黒板を用いた授業設計については、M101教室をシミュレー
ションルームとして活用する準備を進めており、今後の実践が予
定されている。

2.新たに導入した実習支援システム「F.CESS Nurse」を活用した
演習・実習の運営を行い、ICT推進委員会を中心に関連勉強会を
実施した。
領域間でICTツールの活用頻度には差が見られるが、実践事例の
共有および使用方法の周知徹底を通じて、教育DXの更なる推進を
目指している。

2.新システム増設時の活用
可能にするための研修を行
う。

2.ICT教材使用について教員全員が基本スキルを習得する。
1）学習会の実施状況
第1回（7月29日） 参加者30名
①Teamsを利用した看護記録の運営（老年看護学領域）
②WebClassを利用した看護演習の運用（在宅看護学領域）
アンケート：全員が「理解できた」と回答（「とても理解でき
た」79%）
第2回（10月15日） 参加者30名
①授業ディスカッションへのWebツール活用例（小児看護学領
域）
②WebClassを用いたリアクション・リフレクションペーパーの活
用（基礎看護学領域）
③F.CESSを用いた実習ルーブリックの作成事例（成人看護学領
域）
第3回（11月18日） 教員のためのAI活用術Vol.1
生成AIの概要・各ツール紹介（ChatGPT・Gemini・Claude・
Copilot）
授業・研究での活用方法およびセキュリティ対策を説明
第4回（12月18日） 教員のためのAI活用術Vol.2
生成AIの仕組み・ハルシネーション・倫理・リスク対応を解説、
ルーブリック作成・議事録作成・スライド作成等をデモ＆演習で
体験
第5回（1月30日） 参加者23名
Medi-EYEの活用・看護演習・代替案学内実習の運用
WebClassを用いたシミュレーション授業、4Kビデオカメラ・焦点
化カメラの活用
アンケート：9割が「とても理解できた」と回答
2）次年度に向けた主な要望・課題
・学生がAIを使用したレポートへの対応方法
・研究活動・授業資料作成におけるAI活用の具体的方法
・AI利用に関する倫理・情報管理基準の明確化
・学内ICT教材を活用した教育実践研修の実施

Ⅳ
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22年度生(新4年生)は87名
23年度生(新3年生)は66名
24年度生(新2年生)は71名が履修済で認定バッチを取得できる見
込みとなっている。

3.技術到達度チェックリストをWebClass上で入力可能とする設
計・運営を実施し、学生は随時自身の到達度を確認できるように
なった。これにより、卒業時には4年間の成果が可視化される仕
組みが整備された。
一方で、他の学習成果可視化ツールの選定には至っていない。
ルーブリックの活用状況については、全学的な教学マネジメント
調査の結果、13科目が達成水準を明示したルーブリックを運用、
28科目が評価の一部としてルーブリックを使用、13科目が導入を
予定していることが判明した。
なお、非常勤講師が担当する科目にはルーブリックが導入されて
いないことが確認されたため、今後の導入方針について検討が必
要である。

3.学習過程・成果の可視化
を試行的に開始する。

「評価指標」
・システムの利活用状況、新シ
ステムの利活用状況、学習過
程・成果の可視化の程度

「評価指標」
・システムの利活用状況
100％
・新システムの利活用状況
100％
・学習過程・成果の可視化
の程度100％
・学生のHSP取得状況60名

3.技術到達度チェックリストをWebClass上で入力する他、F.CESS
を用いて3領域で実習記録および評価を行った。今後も学内での
普及に取り組む。
4.学生のHSP取得状況については、66名となった。

57



内部質保証推進会議
評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

全学自己点検・評価委員会第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況

2.明確な教育目標の設定。 2.明確な教育目標の設定。

3.教育目標に応じたカリキュラ
ムの再構築。

3.教育目標に応じたカリ
キュラムの再構築。

【計画17-2】㋐
教育の質保証が実証できるマネ
ジメントシステムを構築する。

2.教育プログラムの実効性の確
認。

2.教育プログラムの実効性
の確認。

3.教員相互協力による教育能力
向上。

3.教員相互協力による教育
能力向上。

4.マネジメントシステムの第三
者評価。

Ⅲ 4.マネジメントシステムの
第三者評価。

Ⅳ

「評価指標」
・FD活動による教育システムな
どの開発状況

「評価指標」
・FD活動による教育システ
ムなどの開発状況

4.新規の教育制度の導入まではないが、教育方法は、オンライン
教育でも対面と支障なく双方向での討議等を充実させている。

4.新しい教育制度の導入。

5.主体的な学修を促す教育方法
の導入。

5.大学院教務委員会による教務関連の検討がされ、規定などの改
定や運用がなされている。

5.主体的な学修を促す教育
方法の導入。

「計画達成のための方策」
1.大学の教育理念に則った教育
プログラムの確立。

Ⅳ
【年度計画17-1】
1.大学の教育理念に則った
教育プログラムの確立。

1-3.各領域で3Pを設定し、それに基づいたカリキュラムを構築し
それに基づいた教育実践が実施されている。

1-3.大学院における研究倫理、科研費獲得に関する講義・講演を
実施し、また年1回のFD活動を通して教員の教育・研究指導の能
力を向上させるための支援を実施し、質の保証に努めた。

4.定期的に、大学及び大学院の教育に関する質保証のための外部
評価委員会が開催され、評価を受けて改善に繋がっている。

4.定期的に、大学及び大学院の教育に関する質保証のための外部
評価委員会が開催され、評価を受けて改善に繋がっている。

「計画達成のための方策」
研究指導の質を保証するための
マネジメントシステムを構築す
る。
1. FD活動による教育システム
などの開発。

Ⅳ
【年度計画17-2】
研究指導の質を保証するた
めのマネジメントシステム
を構築する。
1. FD活動による教育システ
ムなどの開発。

Ⅳ 1-3.大学院における研究倫理、科研費獲得に関する講演及び国内
外の大学院教育システムに関する講演を実施するとともに、教員
の教育・研究指導の能力を向上させるための支援を実施し、質の
保証に努めた。

〇大学院医療保健学研究科
【計画17-1】㋐
教育理念・教育目標に沿った教
育プログラムを構築するととも
に、人材を育成するため、本研
究科のカリキュラムについての
見直しを行う。

「評価指標」
・新しい教育制度の導入状況
・主体的な学修を促す教育方法
の導入状況
・大学院医療保健学研究科カリ
キュラム評価班会議：5回

「評価指標」
・新しい教育制度の導入状
況
・主体的な学修を促す教育
方法の導入状況
・大学院医療保健学研究科
カリキュラム評価班会議：5

4.新しい教育制度の導入。

Ⅳ

5.大学院教務委員会による教務関連の検討がされ、規定などの改
定や運用がなされている。

1-3.各領域で3Pを設定し、それに基づいたカリキュラムを構築し
それに基づいた教育実践が実施されている。

4.新規の教育制度の導入まではないが、教育方法は、オンライン
教育でも対面と支障なく双方向での討議等を充実させている。
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2.学生のグローバル・リレー
ションシップ育成。

2.学生のグローバル・リ
レーションシップ育成。

3.実践的英語教育の導入。 3.実践的英語教育の導入。

【計画17-4】㋐【計画6の再
掲】
大学院医療保健学研究科修士課
程プライマリケア看護学領域令
和５年度に開講するための準備
を進めるとともに、開講後適切
に運営する。

「評価指標」
・実践的英語教育の導入状況
・修士・博士課程論文の学会発
表状況
・海外論文発表経験者数 年間3
名以上

「計画達成のための方策」
大学院医療保健学研究科修士課
程プライマリケア看護学領域令
和５年度に開講するため、関係
機関との調整等を着実に実施
し、開講準備を着実に進めると
ともに、開講後適切に運営す
る。

Ⅳ

1-3.実践的英語教育の導入として「学術コミュニケーション特
論」が開設され、抄録を英文で作成する能力の獲得までを目指し
た授業は実施でき、継続して取り組んでいる。
・修士・博士課程論文の学会発表状況は、年1回の学内論文発表
会の実施と各領域の関連学会における学術集会で発表は全員が実
践できている。論文投稿は少数であるものの増加傾向にある。
・海外発表に至ったのは1・2名程度であった。引き続き、海外発
表および論文投稿に繋げられるよう指導を行っていく。

Ⅳ・大学院医療保健学研究科プライマリケア看護学領域では第1期
生は令和7年3月に11名全員が最短の2年間で修了することができ
た。
・令和6年4月には第2期生16名が入学し、令和7年4月には12名の
入学が決定し、令和7年度はM1生12名、M2生16名が修士課程にて
学ぶことになる。8名程度の定員確保は3年連続で達成できてい
る。
・院生の特定行為研修に関する履修状況と修了を審議する「特定
行為研修管理委員会」は外部委員4名を含めた8名の構成員で4
月、12月と3月と3回開催され、カリキュラム内容や講師の選定、
実習施設の選定、成績管理および修了判定が計画通りに行われ
た。

【年度計画17-4】
1.大学院医療保健学研究科
修士課程プライマリケア看
護学領域を開講し適切に運
用する。
2.特定行為研修管理委員会
を開催する。
3.修了生（3年長期履修）及
びＮＰ協議会認定試験合格
者を輩出する。
4.ＮＰ修了生、在校生の交
流、報告会を実施する。

「評価指標」
・実践的英語教育の導入状
況
・修士・博士課程論文の学
会発表状況
・海外論文発表経験者数 年
間3名以上

「計画達成のための方策」
グローバル化に対応した人材を
育成する。
1.学際的・国際的な視点から自
分の専門性の認識。

Ⅲ
【年度計画17-3】
グローバル化に対応した人
材を育成する。
1.学際的・国際的な視点か
ら自分の専門性の認識。

Ⅲ

1.大学院医療保健学研究科修士課程プライマリケア看護学領域は
令和8年3月に第2期生を14名最短の2年間で修了させることができ
た。また7年4月には3期生12名が入学した。教育課程のカリキュ
ラムは予定通りに遂行できた。
2.特定行為研修管理委員会を令和7年度は2回開催し、特定行為研
修の修了判定やカリキュラム内容の審議を行った。
3.2期生は16名の入学であったが、実習等の科目が不合格のため1
名が退学、1名が休学となった。NP資格試験は令和6年度の1期生
で不合格であった2名、7年度受験者14名合わせて16名がすべて合
格した。
4.NP修了生、在校生の交流、報告会に関してはM2の課題研究の発
表会にM1の在校生が参加することで交流の機会を作った。

1-3.実践的英語教育の導入として「学術コミュニケーション特
論」が開設され、抄録を英文で作成する能力の獲得までを目指し
た授業の実施を継続して取り組んでいる。
・修士・博士課程論文の学会発表状況は、年1回の学内論文発表
会の実施と各領域の関連学会における学術集会での発表は全員が
実施できている。論文投稿は少数ではあるものの増加傾向にあ
る。
・博士課程の国際会議での発表が数名あり、英文での原著論文採
択が1件あった。

【計画17-3】㋐
学際的・国際的な視点から自分
の専門性を認識できる人材育成
システムを整備する。
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2.競争的資金の獲得に向けて研
究テーマを抽出する。

2.競争的資金の獲得に向け
て研究テーマを抽出する。

3.複数の領域が協力して、研究
計画と応募書類を作成する。

3.複数の領域が協力して、
研究計画と応募書類を作成
する。

【計画17-6】㋐
コンセプトに基づく計画の立案
と具体化を図り、国際感覚にあ
ふれたキャンパスを実現する。

「評価指標」
・大学院修士課程プライマ
リケア看護学領域の運営状
況
・特定行為研修管理委員会
1～2回/年
・修了生（3年長期履修）及
びNP協議会認定試験合格者5
～8名
・NP修了生、在校生の交
流、報告会　年1回程度
・入学者数、特定行為管理
委員会開催数、修了生の人
数、日本NP教育大学院協議
会におけるNP資格認定試験
合格者の人数、修了後の就
業先と職務の状況、修了後
の学会や研究会等の発表件
数、在学生と修了生との交
流及び研修会の開催状況

【計画17-5】㋐
独自の公開講座の開催など、学
生の研究発表や研鑽の場を企画
して提供していくとともに、科
学的研究費などへの申請数及び
採択率の向上を目指す。

「計画達成のための方策」
1.公開講座の開催。

「評価指標」
・大学院修士課程プライマリケ
ア看護学領域の開講準備・運営
状況
(令和7・8年度)
・入学者数、特定行為管理委員
会開催数、修了生の人数、日本
NP教育大学院協議会におけるNP
資格認定試験合格者の人数、修
了後の就業先と職務の状況、修
了後の学会や研究会等の発表件
数、在学生と修了生との交流及
び研修会の開催状況

4.審査結果の開示以降に、不採
択理由の検証を行う。また、不
備の認められる点について検討
し、次年度申請の採択率の向上
を目指す。

4. 審査結果の開示以降に、
不採択理由の検証を行う。
また、不備の認められる点
について検討し、次年度申
請の採択率の向上を目指
す。

「評価指標」
・公開講座の開催年1回
・科研費獲得に向けた取組状況

「評価指標」
・公開講座の開催年1回
・科研費獲得に向けた取組
状況

1.各領域から、年度毎にテーマを決めて公開講座を開催している
が、公開講座の中で、修了生の研究発表も実施している。

2-4.教員及び大学院生による科研費の申請は推進しているが、院
生の採択には至っていない。継続的に取り組んでいく。

Ⅲ
【年度計画17-5】
1.公開講座の開催。 Ⅲ 1.プログラム構成を昨年度までと変更し、博士課程修了生1名の

研究発表後に、本研究科教員4名による各領域に関する教育講演
を行う内容として実施した。研究科への入学希望者の広報として
同公開講座終了後にWeb入試説明会を実施した。

2-4.教員及び科研費番号を持っている大学院生による科研費の申
請は推進しているが、院生の採択には至っていない。継続的に取
り組んでいく。
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【計画17-7】㋐
学生が誇りを持てる学修環境を
実現する。

「計画達成のための方策」
1.時代に見合った学部学科構築
のための検討・実施。

Ⅳ
【年度計画17-7】
1.時代に見合った学部学科
構築のための検討・実施。

Ⅳ

2.充実した学生生活支援。 2.充実した学生生活支援。

「評価指標」
・学修環境の整備状況

「評価指標」
・学修環境の整備状況

【計画17-8】㋐
産学協同体制の構築によるブラ
ンド力向上プロジェクトの推進
を図る。

2.産学協同研究成果の対外的な
PR促進。

2.産学協同研究成果の対外
的なPR促進。

4.特別教授制度による先端研究
導入。

4.特別教授制度による先端
研究導入。

「評価指標」
・ブランド力向上プロジェクト
の推進状況

「評価指標」
・ブランド力向上プロジェ
クトの推進状況

3.地域社会との連携によるPR促
進。

Ⅲ

3.地域社会との連携によるPR促進では、市区町村や企業との連携
によって産学協同体制の構築によるブランド力向上を図る。 学
内の総合研究所や産後ケア研究センターなど、産官学連携による
事業も展開され、PR促進に繋がっている。向上の結果として、活
動をしている大学として受験生の増加も見られている。

3.地域社会との連携による
PR促進。

3.地域社会との連携によるPR促進では、市区町村や企業との連携
によって産学協同体制の構築によるブランド力向上を図る。 学
内の総合研究所や産後ケア研究センターなど、産官学連携による
事業も展開され、PR促進に繋がっている。向上の結果として、活
動をしている大学として受験生の増加も見られている。

3.一般入試方式重視による入学
生の質的向上

3.大学院入学者の質の担保を図るために、特に博士課程の入学者
に関しては、修士論文の査定や書類審査および面接による研究遂
行の能力の査定を継続できている。

3.一般入試方式重視による
入学生の質的向上

2と4では、産学協同研究成果の対外的なPR促進では、企業との産
学連携として、例年、特別教授制度による先端研究者を招聘して
公開講座や研究会などを開催している。

【年度計画17-6】
キャンパス教育環境向上プ
ロジェクトを推進する。知
的創造のための拠点となる
グローバル化に対応する施
設環境を実現する。

Ⅲ

「計画達成のための方策」
産学協同体制の構築によるブラ
ンド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化による
PR効果の促進。

Ⅳ
【年度計画17-8】
産学協同体制の構築による
ブランド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化に
よるPR効果の促進。

Ⅲ

1-2.PC貸与によりICT教育を整備し継続した整備を実践できてい
る。

1.卒業生との交流活性化によるPR効果の促進では、例年、大学院
公開講座を通して学びの交流を図っている。

「計画達成のための方策」
キャンパス教育環境向上プロ
ジェクトを推進する。知的創造
のための拠点となるグローバル
化に対応する施設環境を実現す
る。

「評価指標」
・キャンパス教育環境向上プロ
ジェクトの推進状況

「評価指標」
・キャンパス教育環境向上
プロジェクトの推進状況

・新設領域が開設されたが、使用教室の調整や、キャンパス内の
清掃・衛生管理を徹底し、システムを整備していくことは継続し
ていく。

1-2.PC貸与によりICT教育を整備し継続した整備を実践できてい
る。

使用教室の調整やキャンパス内の清掃・衛生管理を徹底し、シス
テムの整備を継続して行っている。

1.卒業生との交流活性化によるPR効果の促進として、大学院案内
にインタビューを掲載したり、Web入試説明会に協力を検討する
等の取り組みを行っている。

2と4では、産学協同研究成果の対外的なPR促進では、企業との産
学連携として、客員教授等の先端研究者を大学院講義の講師に依
頼する、研究会開催する等の取り組みを行っている。

3.大学院入学者の質の担保を図るために、特に博士課程の入学者
に関しては、修士論文の査定や書類審査および面接による研究遂
行の能力の査定を継続できている。
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〇大学院看護学研究科
【計画18】㋐
大学院修士課程における課題研
究及び特別研究の成果につい
て、修了後1年以内に口頭発表
を行うとともに、誌上発表を行
い、発表数を増加させる。

2.新システムでは、これまでのように結果の伝達までの時間の算
出が困難である。2日以内という令和6年度の目標は達成できてい
ない。
今後は、1回目の研究計画申請で50％以上が承認になるよう、研
修動画等の啓発活動を強化する予定である。

2.迅速な審査と結果の伝
達。

Ⅱ

Ⅲ

1.倫理審査システムを新たに稼働し、円滑な研究倫理倫理審査が
行われ85件の審査を実施した。
小委員会の委員を高度実践、看護科学領域から任命し、8名体制
と充実した。1.課題研究および特別研究の成果を1年以内に13件
（12名）発表した。論文として採択されたものは3件あった。

〇大学院千葉看護学研究科
【計画19-1】
研究科修士課程においては、各
指導教員の役割分担と連携体制
を明確にして指導教員間の綿密
な協議に基づき、DPを実現する
体系的な大学院教育を行うこと
とし、院生の質を保証する組織
的な教育・研究指導体制の充実
を図る。

1.3月9日開催の地域交流イベントにおいて、2024年度履修者7名
により口演形式で成果を発表し、会場参加者（船橋市民）と意見
交換を行った。
・令和5年度までの「地域看護機能推進演習」の成果とその発表
（学会や地域交流イベント）などの活動をもとに、令和6年度本
学紀要に投稿した(in print）。

「計画達成のための方策」
1.地域交流イベントにおける活
動の実施。
千葉看護学部の地域交流イベン
トにおいて、院生を主体とする
企画を実施し、主として西船橋
地区住民のニーズに応える保健
医療の連携に貢献する。

Ⅳ
【年度計画19-1】
1.学部教員を交えたFD研修
において、地域連携におい
て看護の機能を発揮する力
を育成する科目である「看
護機能推進特論」の授業内
容を共有し、DPを実現する
ためのさらなる発展の方略
について意見交換する。

Ⅳ

「計画達成のための方策」
1.研究倫理審査レベルの向上。 Ⅲ

【年度計画18】
1.研究倫理審査レベルの向
上。

Ⅲ

2.迅速な審査と結果の伝達。 Ⅱ

「評価指標」
・小委員会委員全員の倫理審査
委員向けの研修の受講状況
・審査日後2日以内の申請者へ
の結果伝達。

課題研究および特別研究の成果を1年以内に16件発表した。論文
として採択されたものは5件あり、1名が日本看護技術学会第23回
学術集会優秀演題賞を受賞した。

「評価指標」
・小委員会委員全員の倫理
審査委員向けの研修の受講2
名
・審査日後2日以内の申請者
への結果伝達。

2.時期によっては、12件／月の審査を行うこともあり、1名の委
員の審査件数を軽減し質を担保する観点から、委員会の仕組みを
検討する。
新システムでは、これまでのように結果の伝達までの時間の算出
が困難である。2日以内という令和7年度の目標は達成できていな
い。

1.倫理審査システムを新たに稼働し、円滑な研究倫理倫理審査が
行われ65件の審査を実施した。

8月26日夏季集中FD研修において、看護学部全教員に、「看護機
能推進特論」の授業を紹介し、DPを実現するための大学院での取
り組みやアイデアについてアンケート調査を行った。30名（回答
率78%)から回答があり、“コンテンツを増やすよりディスカッ
ションを深める取り組みを増やすこと”“インプットしたことを
アウトプットできる場をもてるようにすること”などの意見が寄
せられた。「看護機能推進特論」をもとに、意見交換し、アウト
プットする科目として、「看護機能推進演習」を実施しているた
め、「看護機能推進特論」とのつながりをもたせた運営について
より熟考していくことが重要であることを確認した。
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「評価指標」
・地域交流イベントでの企画
数、参加住民等からのアンケー
ト結果、参加学生からのアン
ケート結果

Ⅳ

3.教育活動と成果の点検評価及
び改善活動の推進。
学生からの授業評価並びにそれ
に対する教員の自己評価、各会
議での検討等に基づき、大学院
DPに照らした点検評価を行い、
CP、AP及びDPの改定に向けた準
備を行う。

Ⅲ 3.教育活動と成果の点検評
価及び改善活動の推進。
①前年度までの評価をもと
に、令和9年度以降からの新
カリキュラムの運用に向け
た検討会を開催する。
②授業内容や時間割変更で
改善可能な点について、改
善状況を情報共有し、ＤＰ
等に照らした点検評価を行
う。

Ⅲ

「評価指標」
・修士論文の学会等での発表及
び学会誌等へのアクセプト数、
及び内容、自己/第三者評価結
果

「評価指標」
・修了生が中心となる研究
会の発足と研究会の開催及
びアンケートによる評価

2.大学院修了生の研究公開状況であるが、国内の学会での研究発
表が5本、今後発表予定が1本であった。次年度も引き続き、修了
生の研究発表支援を実施し研究発表に繋げ、学会誌への論文のア
クセプトに向けて支援を進めていく。

2.修了生の研究発表支援の実
施。
修了生の研究成果の公開を支援
し、実装的研究実施支援の在り
方を検討する。

Ⅲ

「評価指標」
・地域交流イベントでの企
画数（1つ以上）、参加住民
等からの肯定的な意見、参
加学生からの肯定的な意
見、活動報告公開数（1つ以
上）
・FD研修の開催回数と参加
者数・アンケートに記載さ
れた意見の数
2.修了生の研究発表支援の
実施。
修了生が中心となる研究会
を発足させ、実装的研究を
継続的に実施できる支援を
行う。

「評価指標」
・検討会の開催回数、成果物と
しての新カリキュラムの有無と
内容

「評価指標」
・検討会の開催回数（年2
回）

・令和9年度から博士後期課程を開設することとしその準備に着
手し、文科省への相談も実施した。また、学部のカリキュラム改
正準備が進んでおり、こちらは令和10年度からの実施に向けてい
る。これらの動向にあわせて、修士課程カリキュラムについても
適宜見直しを行っており、科目運営などを改善しているが、カリ
キュラム改正については、徐々に検討することとしている。な
お、DPに照らした点検評価という点では、体系的な評価の仕組み
が不足しているため、デイプロマサプリメントの導入や、学修評
価・学位論文審査方針の整理し、公開準備を行っていく。

・令和5年度の学生からの授業評価アンケート結果に基づいて、
令和5年度の授業改善につなげた。各科目の検討会議のほかに、
研究科運営会議において、研究指導を含めた授業内容・方法の評
価、点検を行い、授業運営の改善につなげている。
・カリキュラム改正については、今後検討する予定である。

大学院修了生の国内での研究発表が8件（2024年度4期修了生9
名）、修了生1～4期計26名中、前年度までの学会誌等論文掲載は
ないところ、2件掲載、1件受理掲載待ち、指導中15件であった。
また、修了生が中心となる「地域をつなぐ看護研究会_LINCAGE
Nursing Research Group」の発足・開催を支援し、令和8年2月21
日にハイブリッド形式で実施した。参加者は43名で、修了生（1
～3期27名）在学生（13名）の計40名のうち31名（77.5%）の参加
があり、入学予定者、関係者、教員を合わせて、総参加者数43名
で開催され、アンケート結果は、とても満足70%、満足30%と高評
価であった。
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【計画19-2】㋐
修了生の研究成果の公開を支援
し、実装的研究実施支援の在り
方を検討する。

【計画19-3】㋐
優秀な学生を確保する。

「評価指標」
・学生の授業評価アンケートに
よる授業の質評価、修了生の研
究成果の公開数、地域連携の推
進や看護機能の明確化に関する
情報交換会等の開催数

・千葉県内の医療施設や保健所、看護学校、ならびに全国のJCHO
病院等計499箇所に募集ポスター配布を2回行った上で、入試説明
会を2回開催した。また、学部の実習施設となっているJCHO病院
に訪問し、パンフレットの配架依頼等の広報活動を実施した。
・令和5年度の授業評価アンケート結果を踏まえて、授業改善を
実施した。
・全修了生と研究指導教員がつながっており、修了後に、地域医
療の場で看護機能を推進する人材として活動しているため、今後
は、修了生の現場での活動状況を把握するアンケートなどにより
数量的な把握を検討する。

「計画達成のための方策」
研究科DPにのっとり、保健医療
福祉における地域連携の推進と
看護機能の明確化をめざした修
了生の研究成果の公開を支援
し、実装的研究実施支援の在り
方を検討する。

Ⅳ
【年度計画19-2】
修了生の研究発表支援の実
施。 修了生が中心となる研
究会を発足させ、実装的研
究を継続的に実施できる支
援を行う。

Ⅳ

Ⅳ
「計画達成のための方策」
基盤となる人材の獲得をめざ
し、入試・広報活動等を通し
て、保健医療組織及び個人に本
学及び本研究科のビジョンを伝
え、これに共鳴する受験生の獲
得を図る。また、保健医療の現
場に直接貢献しようとする人材
を育成するため、修了後の臨床
現場での活躍イメージをもって
学修・研究が実施できるよう学
生支援を行う。

Ⅲ
【年度計画19-3】
前年に準じた活動を行う。
加えて、授業評価アンケー
トを分析し、評価改善を行
う。修了生の現場での活動
状況を把握するための手段
（アンケート、修了後に参
集できる機会の設定、等）
を検討する。

「評価指標」
・学生の授業評価アンケー
トによる授業の質評価、修
了生の研究成果の公開数、
地域連携の推進や看護機能
の明確化に関する情報交換
会等の開催数
・修了生が中心となる研究
会の発足と研究会の開催及
びアンケートによる評価

・令和5年度修了生11名が研究生となり、担当教員の指導のもと
学会発表、論文の投稿準備を進めた。全員が学会発表を終え、論
文投稿の準備を進めている。
・令和6年度地域交流イベントでは、「地域看護機能推進演習
（必修）」履修者により、演習での成果物をもとに発表をおこな
い、参加者との意見交換を行った。当日は、地域医療機関で管理
者として勤務する令和5年度修了生1名を指定発言者として招聘
し、意見交換を行った。この修了生からは、研究科での学修が現
職での地域連携活動における視点の広がりや新たな活動（案）の
吟味につながっているとのフィードバックを得た。
・令和5年度修了生の授業評価アンケート結果に基づき、令和6年
度の授業改善につなげた。
・定期研究科運営会議にて、特別研究の進捗、令和6年度学位
（修士）申請者の論文審査の評価基準をもとに各学生の取り組み
状況を共有し検討した。		

大学院修了生の国内での研究発表が8件（2024年度4期修了生9
名）、修了生1～4期計26名中、前年度までの学会誌等論文掲載は
ないところ、2件掲載、1件受理掲載待ち、指導中15件であった。
また、修了生が中心となる「地域をつなぐ看護研究会_LINCAGE
Nursing Research Group」の発足・開催を支援し、令和8年2月21
日にハイブリッド形式で実施した。参加者は43名で、修了生（1
～3期27名）在学生（13名）の計40名のうち31名（77.5%）の参加
があり、入学予定者、関係者、教員を合わせて、総参加者数43名
で開催され、アンケート結果は、とても満足70%、満足30%と高評
価であった。

・千葉県内の医療施設や保健所、看護学校、ならびに全国のJCHO
病院等計499箇所に募集ポスター配布を2回行った上で、入試説明
会を8月、11月、計2回開催した。
・研究科ビジョンへのコミットメント状況や就業イメージとの一
致状況の調査は未実施であるが、修了生は全員、保健医療現場に
継続して就労している。2月21日に実施した修了生を中心とした
研究会では、修了生2名から、実際に地域をつなぐ活動をどのよ
うに実施しているか報告があった。

64



内部質保証推進会議
評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

評
価
区
分

全学自己点検・評価委員会第3期中期計画 令和7年度計画令和6年度実績 令和7年度計画達成状況

【計画19-4】㋐
仕事を持つ学生への修学支援等
を行う。

「評価指標」
・学生の授業評価アンケートに
よる大学・研究科ビジョンへの
コミットメント状況、科目選択
や研究テーマ設定における修了
後の就業イメージとの一致状
況、修了後に保健医療現場へ就
職・復帰する修了生数、修了生
の現場での活動状況

「評価指標」
・学生の授業評価アンケー
トによる出席のしやすさ・
サポート評価、仕事を継続
しながらの入学生数、欠
席・休学状況、科目等履修
制度利用者数

1.令和5年度入学生8名が、仕事を継続しながら授業を受講できる
よう遠隔授業を中心に実施した。特別研究のゼミも、学生のスケ
ジュールと調整しながら支援した。

3.令和6年度の授業評価アンケート結果は、教員まで伝達されて
いない状況であるが、出席のしやすさや履修支援を継続してお
り、令和6年度入学者8名全員が仕事を継続しながら、履修を継続
できている。働きながら修士論文への取り組むために、2名が研
究倫理審査通過後、休学している。
・「ヘルス・グローカリゼーション」の科目内容に関連した公開
授業を2本作成し、研究科ホームページで公開した。

2.科目等履修制度については、前年度同様に募集し、令和6年度
は1名が履修生となったが、初回参加の欠席連絡ののち、連絡の
取れない状況になった。令和7年度は2名が履修予定となり、いず
れも大学院進学希望者であるものの、1名体調不良による辞退が
あり、1名の履修予定となっている。

2.科目等履修制度の整備・活用
を推進する。

2.科目等履修制度の活用を
推進する。

ⅣⅣ

「計画達成のための方策」
1.学生が仕事を継続しながら学
修できるよう時間割を工夫する
とともに遠隔授業とそのサポー
トの仕組みを整備する。

Ⅳ

「評価指標」
・学生の授業評価アンケー
トによる大学・研究科ビ
ジョンへのコミットメント
状況、科目選択や研究テー
マ設定における修了後の就
業イメージとの一致状況、
修了後に保健医療現場へ就
職・復帰する修了生数、修
了生の現場での活動状況

「評価指標」
・学生の授業評価アンケートに
よる出席のしやすさ・サポート
評価、仕事を継続しながらの入
学生数、欠席・休学状況、科目
等履修制度利用者数、研究科主
催の公開授業実施数

Ⅳ

Ⅳ

3.地域交流イベントやＷＥＢ掲
載等により研究科主催の公開授
業を実施する。

【年度計画19-4】
1.学生が仕事を継続しなが
ら学修できるよう時間割を
工夫するとともに遠隔授業
とそのサポートの仕組みを
継続し、学生からの評価を
もとに改善を検討する。

1.令和7年度入学生7名が、仕事を継続しながら授業を受講できる
よう遠隔授業を中心に実施した。特別研究のゼミも、学生のスケ
ジュールと調整しながらの支援を継続した。

2.科目等履修制度については、前年度同様に募集し、令和7年度
は1名が履修した。令和8年度は応募がなかった。また、全学にお
ける科目等履修生規程の改定に伴い、令和8年度から聴講生の受
入れを開始することとなった。
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【計画19-5】㋐
地域連携に関する共同研究を実
施する。

「評価指標」
・研究科内での教員によるピア
レビュー数と評価、修士論文に
対する学内外の評価、保健医療
福祉における地域連携の推進と
看護機能の明確化に関する共同
研究の数

「計画達成のための方策」
保健医療福祉における地域連携
の推進と看護機能の明確化に関
する独自の講義・演習を開発・
展開し、これを基盤とした修士
研究の指導、及び共同研究を行
う。

Ⅳ
【年度計画19-5】
修了生を中心とした研究会
を発足し、地域連携に関連
する共同研究の可能性を探
る。

Ⅳ

「評価指標」
・研究科内での教員による
ピアレビュー数と評価、修
士論文に対する学内外の評
価、保健医療福祉における
地域連携の推進と看護機能
の明確化に関する共同研究
の数
・研究会の開催後のアン
ケートに記載された共同研
究のSEEDs

・令和6年度は、地域社会における看護機能を推進する能力の育
成を目標とする研究科の科目の1つである「看護機能推進演習」
のこれまでの取り組みと成果を本学紀要(第19巻第1号)に発表し
た。履修後の学生の評価結果等を分析し、受講生は地域社会にお
ける看護機能の活動事例、関連資料の収集や分析、学修成果の発
表等を通じて、看護機能への理解を深め、その成果を示す能力の
育成に繋がっていた。地域連携に関する共同研究については2つ
の研究を実施し、地域連携における看護の役割・機能を可視化し
た。また大学院修了生の研究公開状況であるが、国内の学会での
研究発表が5本、今後発表予定が1本であった。次年度も引き続き
保健医療福祉における地域連携の推進と看護機能の明確化に関す
る講義・演習をさらに精練していき、これを基盤とした修士研究
の指導、共同研究、研究発表を推進していく。

修了生が中心となる「地域をつなぐ看護研究会_LINCAGE Nursing
Research Group」の発足し、初回の令和8年2月21日の開催では、
1期および2期修了生の各1名から、大学院での学びを活かした活
動についての報告があり、アンケート結果から、次年度の開催で
は、グループディスカッションを行っていく構想となっている、
これらから共同研究のSEEDsを探っていく。
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【計画20-2】㋐
学生の社会生活と学習を両立で
きる環境整備を図る。

「計画達成のための方策」
各種奨学金、補助金等に関する
情報収集と獲得及び学生への周
知を行うとともに、学生の学べ
る時間に応じた学習方法の検討
を行い、科目履修での学びを勧
める。

Ⅲ

1.令和6年度に引き続き、充実した担当教員により、修士論文審
査を実施することができた。
・ハイブリッドによる受講環境の下、学生は仕事の状況に応じて
タイムリーにオンラインか対面を選択して講義や演習への出席が
可能になった。学生の学修ニーズを確認し、必要な文献検索、分
析方法など個別に対応した。
・研究室の整備により、研究室がよく活用され、学生同士のディ
スカッションが活発に行われるようになった。
・研究生制度、特別研究生制度を導入し、修了後のフォローによ
り、学会発表、論文発表につながった。
・今年度は9名中7名が2年で修了、1名が休学を含め3年で修了し
た。入学前教育はプレセミナーとして、大学院で学ぶことについ
て説明し、在学生から学び方や生活について具体的に聞く機会を
設けている。
・大学院担当教員数は、教授9名、准教授8名、講師4名と、指導
体制を強化した。

「評価指標」
・学会等での発表および学
会誌等への投稿数及び内容
の状況

1.教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付）の指定を受けてい
るため、申請手続きについて説明し、M17名,M25名の計12名の学
生が活用し学費の負担軽減がされている。

【年度計画20-2】
1.各種奨学金、補助金等の
学生への周知を行う。

1.教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付）の指定により、M1
は5名、M2は8名が活用し、学費の負担が軽減された。

「評価指標」
・学会等での発表および学会誌
等への投稿数及び内容の状況

Ⅲ

「計画達成のための方策」
1.社会人学生の学びを推進する
教育方法を開発する。
「評価指標」
・教育方法と教育体制の検討・
開発状況、大学院担当教員数
・遠隔地でも学べる学習環境の
整備状況

〇大学院和歌山看護学研究科
【計画20-1】㋐
教職員体制の充実のもと、DPを
実現するための教育方法を開発
し学生の学びの質を保証する。

2.修了生の研究成果の公表を支
援する。

Ⅳ

Ⅳ
【年度計画20-1】
1.大学院担当教員の充実
①社会人学生の学びを推進
する教育方法を検討する。
②遠隔地でも学びを可能に
する教育方法、教育体制を
検討する。
③入学前教育により大学院
での学びへの適応を図る。
「評価指標」
・教育方法と教育体制の検
討・開発状況、大学院担当
教員数

Ⅳ

2.修了生への学会発表および論文投稿に向けた指導を継続して
行っている。次年度からは個別指導を継続するとともに研究生制
度をスタートし、キャンパスの学習環境も整えた。
・修了生の成果として、学会誌への原著：1件、学会発表が6件あ
り、今後に向けて学会誌への投稿中、次年度学会発表にエント
リーしている。

2.修了生への学会発表、論文執筆の支援を継続して実施してい
る。
・修了生の成果として、学会誌への掲載4名、学会発表3名であっ
た。

1.大学院担当教員数は、教授7名、准教授7名（後期6名）、講師5
名と昨年度より3名少ない指導体制で実施された。
①教育の質保証が実証できるための教学マネジメント体制の推進
として、シラバスの適正化およびディプロマサプリメントの作成
に取り組んだ。
・教育方法の充実化に向けては、統計専門家による研究倫理およ
び研究手法に関する勉強会を実施した。また、学生のニーズを確
認したうえで、図書館司書による文献検索・文献検討演習をM1対
象に実施した。さらに、SPSSで使用できる『Missing Values』を
導入し、特別研究時のデータ分析における欠損値処理が可能と
なった。。
・修士論文の評価について、今年度よりルーブリック評価表を導
入・運用した。改善点を検討しながら継続する
・修士論文審査は令和6年度より4名少ない11名で実施した。
・令和7年度は9名中8名が2年で修了、1名が休学を含めて3年で修
了した。
②遠隔地でも学びを可能にするためオンラインの授業も取り入れ
ているが、全学的連携および単位互換性については現在協議中で
ある。
③入学前教育は、修論報告会終了後に入学前プレセミナーを行
い、大学院での学びに関するガイダンスと在校生との交流により
具体的な疑問点に関して対応した。
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3.科目履修での学びを大学
院での学びにつなげる。

【計画20-3】㋐
修了生の学修継続支援を行う。

〇助産学専攻科
【計画21-1】㋐
教育理念・教育目標に沿った教
育プログラムを構築する。

2.新しい教育制度の導入
1)主体的な学修を促す教育方法
の導入
2)ルーブリック評価法などを活
用し、学生へもわかりやすい評
価の提示
3)CBT・OSCEの実施
4)裂傷縫合・経腹エコーの技術
の獲得

2.新しい教育制度の導入
1)主体的な学修を促す教育方法の導入
2)ルーブリック評価法などを活用し、学生へもわかりやすい評価
の提示
3)CBT・OSCEの実施
4)裂傷縫合・経腹エコーの技術の獲得
CBTの作問やOSCEの評価者研修に参加し、本学の教育でも実施で
きるように準備している。
東京母性衛生学会のチーム医療研修に参加し、産科危機的出血へ
の助産師による一次対応や腹壁エコーなどの実践を教育に還元し
た。

1.教育理念に則った教育プログラムの確立
1)明確な教育目標の設定。
2)教育目標に応じたカリキュラムの再構築
　母子保健法の改正に伴い、産後ケアの対象は1年までの母子と
なったため、「地域母子保健学」や「乳幼児の発育・発達とケ
ア」の講義内容を強化し実施した。

【年度計画20-3】
修了生の研究成果発表の機
会を確保するなどにより、
修了生の学修継続支援を行
う。
「評価指標」
・修了生の学習支援機会の
開催数
・研究成果の発表と投稿数

2.新しい教育制度の導入
1)主体的な学修を促す教育
方法の導入
2)ルーブリック評価法など
を活用し、学生へもわかり
やすい評価の提示
3)CBT・OSCEの実施
4)裂傷縫合・経腹エコーの
技術の獲得

2.ハイブリッド型の授業を行っているが、自分の都合の良い時間
に学べるｅラーニング等の検討をしていく。

2.学生の学べる時間に応じ
た学習方法を試行する。

3.科目履修生は1名。

「評価指標」
・各種奨学金･補助金の獲得
状況
・学生の学べる時間に応じ
た学習方法の開発状況（e-
ラーニングなど）
・科目履修生制度の利用状
況

・研究科修了生に対して研究生制度を開始した。2名が応募し
た。また、他大学修了生が特別研究生として所属できる特別研究
生制度を整えた。学習環境として、文献検索ができるパソコンを
整備し、研究生等が活用した。
・学会発表6件、論文1件

【年度計画21-1】
1.教育理念に則った教育プ
ログラムの確立。
1)明確な教育目標の設定。
2)教育目標に応じたカリ
キュラムの再構築

2.全学での共通科目の検討中であり、e-leaningについて具体的
な検討はできておらす、次年度の課題とする。

「計画達成のための方策」
1.教育理念に則った教育プログ
ラムの確立。
1)明確な教育目標の設定。
2)教育目標に応じたカリキュラ
ムの再構築

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

「評価指標」
・各種奨学金、補助金の獲得状
況
・学生の学べる時間に応じた学
習方法の開発状況（e-ラーニン
グなど）
・科目履修生制度の利用状況

「計画達成のための方策」
修了生の研究成果発表の機会を
確保するなどにより、修了生の
学修継続支援を行う。
「評価指標」
・修了生の学習支援機会の確保
数
・研究成果の発表と投稿数

「評価指標」
・新しい教育制度の導入状況
・主体的な学修を促す教育方法
の導入状況

「評価指標」
・新しい教育制度の導入状
況
・主体的な学修を促す教育
方法の導入状況

Ⅲ ・特別研究生の応募は無かった。
・研究生制度には令和6年度修了生が6名、令和7年度修了生が7
名、継続1名であった。
・論文指導に取り組んでいる。

2.新しい教育制度の導入
1)主体的な学修を促す教育方法の導入
2)ルーブリック評価法などを活用し、学生へもわかりやすい評価
の提示
3)OSCEの実施
4)裂傷縫合・経腹エコーの技術の獲得
CBTの作問やOSCEの評価者研修に参加し、本学の教育でも実施で
きるように準備している。
東京母性衛生学会のチーム医療研修に参加し、産科危機的出血へ
の助産師による一次対応や腹壁エコーなどの実践を教育に還元し
た。

1.教育理念に則った教育プログラムの確立
1)明確な教育目標の設定。
2)教育目標に応じたカリキュラムの再構築
　産後ケアの対象者が産後1年までの母子となったことで、昨年
度に引き続き、「地域母子保健学」や「乳幼児の発育・発達とケ
ア」の講義内容の充実を図った。

3.科目履修生はなし。
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【計画21-2】㋐
産後ケアセンターでの実習を通
し、地域の母子を支援する。

2.地域や海外で助産師活動に従
事する講師の招致。

3.NCPR、受胎調節実地指導員講
習会の開催。

4.1人あたり10例程度確実に分
娩介助実習を行い、臨床経験の
確保。

5.新カリキュラムの検討。

6.地域に貢献できるように、妊
産婦・乳幼児健診の実習の機会
を増やす。

7.生活の場における地域での母
子支援の在り方について考えて
いける。

「評価指標」
・実習の受入れ状況

「評価指標」
・実習の受入れ状況

「計画達成のための方策」
1.アーリー・エクスポージャー
の一環として、産後ケア研究セ
ンターなど、現場で働く助産師
活動に触れる。

Ⅳ
【年度計画21-2】
1.訪問型、日帰り型に追加
して通所型の開設。
2.助産学専攻科、母性看護
学生、大学院生の産後ケア
研究センター実習。

Ⅳ1.2.助産学専攻科の助産学実習にも産後ケアや地域活動の授業や
演習を取り入れ、産後ケアの学内および品川区の地域活動にも実
習として地域参加させている。
・母子支援に関するシンポジウム内容の投稿を学会誌に投稿がで
き、これも助産学専攻科の授業・演習・実習に取入れ教授活動し
ている。
・日帰り型、訪問型、電話訪問・電話相談の検討と通所型、外来
機能などへの拡大の内容を産後ケア研究センターに実習させ体験
させることができている。将来の地域活動の教育を図れている。
・地域母子支援の助産師活動への参加機会の確保　2～3回／年
助産実習1週間ずつ、20名全員が実習に行けている。
・育児クラスとして品川区在住の母子（父親含む）を1・2か月の
母子、3・4か月の母子を対象に約10名ずつ3回企画・運営し貢献
できた。

1.2.助産学専攻科の助産学実習にも産後ケアや地域活動の授業や
演習を取り入れ、産後ケアの学内および品川区の地域活動にも実
習として地域参加させている。
・母子支援に関するシンポジウム内容の投稿を学会誌に投稿がで
き、これも助産学専攻科の授業・演習・実習に取入れ教授活動し
ている。
・日帰り型、訪問型、電話訪問・電話相談の検討と通所型、外来
機能などへの拡大の内容を産後ケア研究センターに実習させ体験
させることができている。将来の地域活動の教育を図れている。
・地域母子支援の助産師活動への参加機会の確保　1～2回／年
助産実習1週間ずつ、19名全員が実習に行けている。
・育児クラスとして品川区在住の母子（父親含む）を1・2か月の
母子、3・4か月の母子を対象に約10名ずつ3回企画・運営し貢献
できた。
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【計画21-3】㋐
大学と臨床施設との連携を図
り、大学大学院までのキャリア
を見据えた教育を実施する。

2.産後ケア研究センターの従事
者研修会への参加。

2.産後ケア研究センターの
従事者研修会への参加。

3.東京母性衛生学会学術セミ
ナーの参加。

3.東京母性衛生学会学術セ
ミナーの参加。

4.チーム医療推進助産師研修会
への参加。

4.チーム医療推進助産師研
修会への参加。

5.実習協議会の開催。 5.実習協議会の開催。

「評価指標」
・実習施設への就職率

「評価指標」
・実習施設への就職率

【計画21-4】㋐
研究レベル向上の為の大学教育
プログラムを確立する。

3.国際会議発表の推進。

4.産学連携・地域連携による共
同研究の推進。

「計画達成のための方策」
研究レベルに裏付けられた大学
での人材育成を図る。
1.体系的なカリキュラムの構
築。

4.5.オンラインで実習協議会を開催し、今年度の実習指導の振り
返りや次年度に向けての検討を行った。今年の卒業生の実習施設
への就職率は40％程度であった。

「評価指標」
・研究レベル向上の為の大学教
育プログラムの作成状況

「評価指標」
―

2.学部・大学院の一貫教育の導
入。

1-5.NCPRインストラクターの新生児科医師等を講師として招聘
し、Aコースの講習会を実施し、19名全員が合格した。
・年度当初の従事者研修会及びブラッシュアップ研修を実施し
た。
・日本分娩監視研究会等に、学生全員が参加した。
・実習施設への就職率は20％程度であり、向上を図る必要があ
る。
・受胎調節実地指導員講習会は「ウィメンズヘルス」「助産学実
習Ⅰ・Ⅱ」および2月に4コマを追加し、受胎調節実地指導員の必
要時間を満たしており 19名全員が修得できた

Ⅳ

―

1-5.NCPRインストラクターの新生児科医師等を講師として招聘
し、Aコースの講習会を実施し、20名全員が合格した。
・年度当初の従事者研修会及びブラッシュアップ研修を実施し、
学生も聴講した。
・日本分娩監視研究会等に、学生全員が参加した。
・2月に全実習施設の指導者及び管理者を招いて助産学実習協議
会を実施し、学生の学びを共有し、課題について検討した。
・実習施設への就職率は30％程度であり、向上を図る必要があ
る。

【年度計画21-4】
――

―

「計画達成のための方策」
1.NCPR講習会や受胎調節実地指
導員講習会の開催。

【年度計画21-3】
1.NCPR講習会や受胎調節実
地指導員講習会の開催。

4.5.今年度は実習協議会を開催しなかったが、各施設の実習最終
日に、施設側と話し合い、次年度に向けての検討を行った。今年
度の実習施設への就職率は20％程度であった。近年、入学時には
就職先が決定している学生が増えていることが一因と推察され
る。

Ⅳ

―
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【計画21-6】㋐
助産学専攻科のアメニティ空間
の改善を図る。

2.グローバル化に対応する施設
環境整備。

3.良質な学修環境整備。

【計画21-5】㋐
研究レベル向上の為の教育プロ
グラムの確立を図るとともに、
学際的・国際的な視点から自分
の専門性を認識できる人材育成
のシステムを整備する。

「評価指標」
・年1回以上の学会・研修会へ
の参加
・勉強会・抄読会の実施状況
・実践的英語教育の導入状況
・英語抄録作成クラス開催状況
・学生の海外学習状況
・論文の学会発表状況
・海外論文発表経験者数の状況

―

―

―
「計画達成のための方策」
キャンパス教育環境向上プロ
ジェクトを推進する。
1.施設のアメニティ空間の改
善。

Ⅱ
【年度計画21-6】
―

「計画達成のための方策」
研究レベルに裏付けられた大学
院での人材育成を図る。
1.体系的なカリキュラムの構
築。
2.学部・大学院の一貫教育の導
入。
3.国際会議発表の推進。
4.産学連携・地域連携による共
同研究の推進。

【年度計画21-5】
―

「評価指標」
―

―

―

「評価指標」
・キャンパス空間の整備状況 ―

「評価指標」
―
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2.産学協同研究成果の対外的な
PR促進。

2.産学協同研究成果の対外
的なPR促進。

3.地域社会との連携によるPR促
進。

3.地域社会との連携による
PR促進。

4.特別教授制度による先端研究
導入。

4.特別教授制度による先端
研究導入。

5.国際交流グローバル化推進。 5.国際交流グローバル化推
進。

「評価指標」
・一般入試志願倍率5倍以上

「評価指標」
・一般入試志願倍率5倍以上

・災害と助産の講義において自主的な学習を進めるために、和歌
山県内において実習施設を確保しており、その施設における災害
対策の特徴と母子とその家族への指導等を臨床講義を受けるとと
もに災害発生時の避難・誘導の訓練に参加した。その経験を踏ま
え、学びの共有として講義で発表しまとめを行った。
また、令和7年7月30日に津波警報が出され、その際の避難方法、
母子を守る為に方法や自身を守るための行動について考える機会
となり、学びを共有できた。災害時に必要な物品の展示と実際の
使用方法や応用を学んだ。　非常勤講師を迎え、災害時の対応、
助産、分娩介助、母子の避難等の授業を受け、それぞれ学びを授
業アンケートの実施を行った。平素の行動や災害に対する意識の
持ち方や技術の向上に向けたスキルアップの必要性があると答え
ていた。

4.5.国際看護・助産学の授業の一環で、海外で活躍する医療職の
話を聞く機会をも受け、将来のキャリアの選択の一助として、
JICAや災害支援などの進路も視野にいれている学生もいる。

・災害と助産の講義において、災害時の物品の紹介及び実習施設
の災害時の対応を各施設事に紹介し、妊産婦とその家族に出来る
支援を共通認識した。
学生からの授業アンケートの回答では、災害時に助産師として何
が出来るか考える機会となった事とその責務を考えることができ
た等の回答が得られた。講義の重要性が理解できた。

【年度計画22-1】
「災害と助産」履修によっ
て、母子保健における災害
時への関心が高まる授業ア
ンケートの実施。

4.5.国際看護・助産学の授業の一環で、海外で活躍する医療職の
話を聞く機会を設け、将来のキャリア選択の一助として、国際看
護やJICA、災害支援など航路している学生もいる。

1-3.企業参加の集会や日本母性衛生学会学術集会等で産後ケアの
シンポジウムを開催し、大学として設置している産後ケア活動の
アピールができた。このような活動を助産師基礎教育の中に取り
込み、教授活動している。また、助産学専攻科の助産学実習にも
産後ケアや地域活動の授業や演習を取り入れ、産後ケアの学内お
よび品川区の地域活動にも実習として地域参加させている。
・産後ケア研究センターでの取り組みや、助産雑誌や育児雑誌、
インターネットへの寄稿、ホームページでの紹介などのPR促進効
果により、オンラインでの助産学専攻科のオープンキャンパスで
は、参加者100名程度と大変盛況であり、本学に進学したいと
思ったなどの感想が多かった。内部進学希望者も増加している。
・一般入試志願者倍率は8倍程度であった。

【年度計画21-7】
産学協同体制の構築による
ブランド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化に
よるPR効果の促進。

ⅣⅣ

「計画達成のための方策」
全国でリスクが高まっている大
地震を中心とした災害における
周産期医療について専門的に学
ぶ「災害と助産」を必修科目に
設定したところであり、周産期
の母子や多様化するセクシュア
リティーにも着目し、平時から
備える能力を養う。

Ⅲ Ⅳ

1-3.日本母性衛生学会学術集会等で産後ケアに関するシンポジウ
ムを開催し、大学として設置している産後ケア活動のアピールが
できた。このような活動を助産師基礎教育の中に取り込み、教授
活動している。また、助産学専攻科の助産学実習にも産後ケアや
地域活動の授業や演習を取り入れ、産後ケアの学内および品川区
の地域活動にも実習として参加させている。
・産後ケア研究センターでの取り組みや、助産雑誌や育児雑誌、
インターネットへの寄稿、ホームページでの紹介などのPR促進効
果により、オンラインでの助産学専攻科のオープンキャンパスで
は、100名をこえる参加者であり、本学に進学したいと思ったな
どの感想が多かった。内部進学希望者も増加している。
・一般入試志願者倍率は10倍程度であった。

【計画21-7】㋐
大学ブランドを学生が認めて受
験したいと思える大学及び助産
学専攻科をつくる。

「計画達成のための方策」
産学協同体制の構築によるブラ
ンド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化による
PR効果の促進。

〇和歌山助産学専攻科
【計画22-1】㋐
「災害と助産」の必修科目を踏
まえ、平時から備える能力を養
うことで一歩先を見据えた教育
を行う。
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・カウンセリング論では非常勤の心理カウンセラーの授業を受
け、様々な対象事例の提示と対応（傾聴と対象を肯定する態度）
を学んだ。その後、助産技術学演習科目において学内で指導案作
成と演習を行い、さらに助産実習1.2では多くの対象に指導案を
作成し対象理解の難しさと高度な対応が必要である事を学ぶ機会
となった。指導者からの指導を受けながら実施した。対象からの
評価は高く臨床からは倫理的対応が理解できた実施であったこと
を評価された。

・看護学部からの進学希望者への説明会の開催と個別相談に応じ
た。また関西地区以外に中部、九州地区の進学希望者への個別相
談に応じた。結果、定員充足率は100％であった。
・助産師国家試験に向け対策講義を実施し個別の指導も行い、合
格率100%であった。
・就職試験前には模擬面接と指導を実施した。希望する就職先に
全員採用された。

「評価指標」
・「カウンセリング論」履
修によって、心温かい医療
人としての接し方について
理解する授業アンケート実
施

「計画達成のための方策」
和歌山看護学部から進学を希望
する者及び地域周産期医療への
貢献を希望する受験生を、西日
本を中心に広くリクルートし、
優秀な人材を確保する。また、
修了後は助産師国家試験に合格
し、希望する就職ができるよう
支援する。

Ⅳ
【年度計画22-3】
定員充足率を100％とする。
助産師国家試験合格率
100％、就職率100％とす
る。

Ⅳ

「計画達成のための方策」
必修科目に「カウンセリング
論」を編成し、非常勤講師に公
認心理師兼臨床心理士兼大学病
院でのカウンセラーの授業を通
して、ペリネイタルロスなど喪
失体験者への接し方について演
習を通して学び、寛容、愛、心
温かい医療人としての態度を修
得する。

Ⅳ
【年度計画22-2】
「カウンセリング論」履修
によって、心温かい医療人
としての接し方について理
解する、授業アンケートを
実施する。

Ⅳ

「評価指標」
・定員充足率の状況
・助産師国家試験合格率、就職
率の状況

「評価指標」
・定員充足率の状況
・助産師国家試験合格率、
就職率の状況

【計画22-3】㋐
一歩先を見据えながら助産を創
造し、地域周産期医療向上に寄
与できる助産師の育成を図る。

「評価指標」
・「災害と助産」履修によっ
て、母子保健における災害時へ
の関心が高まる授業アンケート
の実施状況

「評価指標」
・「災害と助産」履修に
よって、母子保健における
災害時への関心が高まる授
業アンケートの実施状況

【計画22-2】㋐
必修科目の「カウンセリング
論」を踏まえ、喪失体験者への
接し方について演習を通して学
び、寛容、愛、心温かい医療人
としての態度を修得する。

「評価指標」
・「カウンセリング論」履修に
よって、心温かい医療人として
の接し方について理解する授業
アンケート実施

・授業アンケートでは、授業を通し、学生自身の対象との向き合
い方や自身の振り返りをする機会となったことが評価された。

・和歌山看護学部からの進学希望者及び地域周産期医療に対し貢
献したいとの希望を持つ受験希望者をリクルートできた。特に和
歌山赤十字センターに興味・関心を持ち地域周産期での学びを希
望する者が多かった。
・助産師国家試験合格率は100％であった。
・就職については、昨今の出産件数の激減により助産師の就職は
難しくなっており、就職に向け個別指導、面接練習、自己推薦書
の作成などの支援を行い。近畿圏内に8名就職と出身県への就職2
名という結果となり就職率100％となった。

・カウンセリング論では公認心理師兼、臨床心理師を非常勤講師
に迎えペリネイタルロスに対する喪失体験者への接し方、コミュ
ニケーション時の注意事項、不妊治療者に対する「こころの理
解」とその技術方法について学んだ。そこでは「傾聴の意味」
「肯定的な対応」私的感情を取り除き「倫理的対応」の難しさを
学んだ。その学習を通して、実習では医療者としての対象者に対
する「倫理的配慮や傾聴」について高い評価を得た。
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遠隔授業を取り入れ、世界とつながる助産師たちの活動を学ぶ機
会となった。

・国際母子保健活動論では、世界の母子保健への貢献として、
「アフリカ以南（マラウイ）」にてJICAでの活動をしている助産
師の活動状況と課題をzoomで講義を受け、現地の母子保健に関
わっているスタッフへの質問や現状を聞く機会を得た。また紛争
地区に派遣されている助産師からの授業や世界の状況を学んだ。
・これからの助産師活動は国内にとどまらず世界に羽ばたき活動
するためには語学力が必要であることから、「英語文献講読」及
び研究力をつける為に「助産学と研究」を学び研究論文として仕
上げ、学内発表を行った。
・今年度参加した和歌山県母性衛生学会の発表を目指している。

1.18名の入学者全員が修了し「感染制御実践看護師」を授与し
た。
2.「修了試験」に合格することが卒業認定の重要ポイントとして
位置付けているが、それ以外に前期修了時点で実施する「科目試
験」、自施設実習修了時点での「成果発表」、外部委員により審
査を経て総合的に評価している。
3.アンケートは終了し、集計中。
4.本研修会は診療報酬上の施設基準「適切な研修」と認められて
おり、わが国の医療施設の感染対策を担う人材育成機関として大
きく貢献しており、今後については体制及び内容を検討してい
く。

「評価指標」
・合格者数20名～25名を維
持

「評価指標」
・合格者数20名～25名を維持

〇感染制御学教育研究センター
【計画23-1】㋐
「感染制御実践看護学講座」を
継続するとともに、COVID-19パ
ンデミックを経験し、感染制御
に関わる人材育成について、本
学がどのように貢献できるの
か、引き続き検討していく。

Ⅳ・国際母子保健活動論では全員履修し、遠隔授業ではマラウイで
現在活動中の助産師から現実と可能性を学ぶことができた。学生
のこれからの活動の場所が広がりグローバルな視点を持つことが
できた。その為の語学力を磨く、外国論文を読み解く必要性を学
ぶことが出来た。
・学会へは全員参加した。

1.19名の入学者全員が修了し「感染制御実践看護師」を授与し
た。
2.「修了試験」に合格することが卒業認定の重要ポイントとして
位置付けているが、それ以外に前期修了時点で実施する「科目試
験」、自施設実習修了時点での「成果発表」、そして外部委員に
より審査を経て総合的に評価している。
3.アンケートは終了し、集計中。
4.本研修会は診療報酬上の施設基準「適切な研修」と認められて
おり、わが国の医療施設の感染対策を担う人材育成機関として大
きく貢献しており、今後については体制及び内容を検討してい
く。

【計画22-4】㋐
国際的視野と研究力を備え、国
際母子保健分野で将来リーダー
となる資質を養成する。

「評価指標」
・ガイダンスで「国際母子保健
活動論」の履修または聴講状況
・学会への参加状況

「評価指標」
・ガイダンスで「国際母子
保健活動論」の履修または
聴講状況
・学会への参加状況

「計画達成のための方策」
1.「感染制御実践看護学講座」
の継続。
2．COVID-19パンデミックを経
験し、感染制御に関わる人材育
成についての検討。

Ⅲ
【年度計画23-1】
1.合格者数を20名～25名程
度を維持する。
2.新設した「修了試験」を
含め、適宜、カリキュラム
全体を見直していく、
3.時代背景を踏まえ、最も
臨床現場に貢献できる感染
制御の有資格者の育成につ
いて、多方面から考慮し、
本学の方針も踏まえ検討す
る。

Ⅲ

「計画達成のための方策」
グローバル化の問題を解決する
ための「国際母子保健活動論」
及びリアルタイムで世界の母子
保健情勢を英語で学ぶ「英語文
献講読（必修科目）」の履修、
加えて大規模な専門分野の学会
参加も含めて、国際的視野と研
究力を備え、国際母子保健分野
で将来リーダーとなる資質を養
成する。

Ⅳ
【年度計画22-4】
ガイダンスで「国際母子保
健活動論」の選択の必要性
を説明し、学生全員が履修
または聴講する。学会に1回
参加する。
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「評価指標」
・実習の受け入れ状況

「評価指標」
・実習の受け入れ状況

・実習の受け入れ状況
助産学専攻科：20名　1週間ずつ、母性看護学生：看護の統合の
学生を4年間の学習を研究的にまとめることが12名のゼミ生、全
員が麻取ることができた。大学院生：2月年4名の院生が従事者の
助産師とともに実習できている。

1.年2回発行し、本学HP上で公開した。次年度より年1回の発行と
なる。

【計画23-2】㋐
JHAI誌発刊を継続するととも
に、高齢者施設医療従事者に対
する感染制御の知識普及のため
のセンターで可能な「研修」の
在り方など情報収集を行う。

2．高齢者施設医療従事者に対
する感染制御の知識普及は喫緊
の課題となっていることから、
センターで可能な「研修」の在
り方などの情報収集。

「評価指標」
・JHAI誌発刊年2回の発行維持
・高齢者施設従事者への研修体
制の構築状況

「計画達成のための方策」
1. ア ー リ ー ・ エ ク ス ポ ー
ジャーの一環として、産後ケア
研究センターなど、現場で働く
助産師活動に触れる。
2.地域や海外で助産師活動に従
事する講師の招致。
3.地域に貢献できるように、妊
産婦・乳幼児健診の実習の機会
を増やす。
4.生活の場における地域での母
子支援の在り方について検討す
る。

Ⅳ
【年度計画24-1】
1.訪問型、日帰り型に追加
して通所型の開設。
2.助産学専攻科、母性看護
学生、大学院生の産後ケア
研究センター実習。

Ⅳ

「計画達成のための方策」
1.JHAI誌発刊の継続。 Ⅲ

【年度計画23-2】
1.年2回の発刊を維持してい
く。

Ⅲ

・実習の受け入れ状況
助産学専攻科：20名　1週間ずつ、母性看護学生：看護の統合の
学生を4年間の学習を研究的にまとめることが12名のゼミ生、全
員が麻取ることができた。大学院生：2月年4名の院生が従事者の
助産師とともに実習できている。

〇産後ケア研究センター
【計画24-1】㋐
産後ケア研究センターでの実習
を通し、地域の母子を支援す
る。

2.「高齢者施設従事者」対象の感染制御に関する研修体制の構築
は、現状の運営体制では企画事態難しく構築するに至らなかっ
た。そのため、高齢者施設の感染制御の底上げのために、高齢者
施設従事者をサポートする「感染制御実践看護師」の育成に注力
した。研修体制構築を担当していた者の退職により、次年度に研
修体制を構築することが困難であることから、高齢者施設の感染
制御の底上げのために、「感染制御実践看護師」の育成に注力し
ていく。

2.センターで可能な高齢者
施設従事者への研修体制を
構築する。又は高齢者施設
の感染制御の底上げのため
にセンターで貢献できるこ
とを検討する。

「評価指標」
・JHAI誌発刊年2回の発行維
持
・高齢者施設従事者への研
修体制の構築状況

1.年1回発行し、本学HP上で公開した。

2.「高齢者施設従事者」対象の感染制御に関する研修体制の構築
は、現状の運営体制では企画事態難しく構築するに至っていな
い。そのため、高齢者施設の感染制御の底上げのために、高齢者
施設従事者をサポートする「感染制御実践看護師」の育成に注力
を継続している。
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2.東京母性衛生学会学術セミ
ナーの参加。

2.東京母性衛生学会学術セ
ミナーの参加。

3.チーム医療推進助産師研修会
への参加。

3.チーム医療推進助産師研
修会への参加。

「評価指標」
・研修会の参加者数、参加回数

「評価指標」
・研修会の参加者数、参加
回数

2.グローバル化に対応する施設
環境整備。

2.グローバル化に対応する
施設環境整備。

3.良質な学修環境整備。 3.良質な学修環境整備。

「評価指標」
・キャンパス空間の整備状況

「評価指標」
・キャンパス空間の整備状
況

【計画24-2】㋐
大学と品川区との連携を図り、
大学院までのキャリアを見据え
た教育を行う。

【計画24-3】㋐
産後ケア研究センターのアメニ
ティ空間の改善を図る。

【年度計画24-3】
キャンパス教育環境向上プ
ロジェクトを推進する。
1.施設の長寿命化及び更新
（アメニティ空間の改
善）。

Ⅲ
「計画達成のための方策」
キャンパス教育環境向上プロ
ジェクトを推進する。
1.施設の長寿命化及び更新（ア
メニティ空間の改善）。

Ⅳ

「計画達成のための方策」
1.産後ケア研究センターの従事
者研修会への参加。

Ⅳ Ⅳ

1-3.施設内の整備は難しいが、物品（スマートフォン：訪問先の
マップ案内、必要時の撮影、電動自転車・訪問バック・日帰り型
で使用するおもちゃや育児用品等の追加購入、訪）などの整備は
実施できている。
・海外派遣者からの講義など、聴講できている。
・勤務や帳票、カルテの電子化など、少しずつであるが検討し
て、学習や職場環境の整備に取り組む準備をしている。
・希望や意見をブラッシュアップ研修などで聴取し、上記の要望
を取り入れ整備に努められてきている。

【年度計画24-2】
1.産後ケア研究センターの
従事者研修会への参加。

1-3.対面だけでなく、オンデマンドでも参加を促し、全員が参画
している。研修に、品川区も行政の立場として参加している。
・学会への参加も促せている。
・チーム医療推進助産師研修会への参加を促し、シミュレーショ
ン研修で実践につなげることができてきている。
・全員参加できるように、対面だけでなくハイブリッド方式で実
施したり、当日参加できない場合は動画にて視聴できるように工
夫して全員参加できている。

1-3.対面だけではなく、ZOOMやオンデマンドでの参加も促し、全
員が参画している。研修会に、品川区も行政の立場として参加し
ていただいている。
・関連学会（日本母性衛生学会等）への参加を促し、最新の情報
を得るようにしている。

1-3.施設内の整備は難しいこともあるが、訪問型に必要な物品の
整備、日帰り型で使用する年齢階級に併せたおもちゃの購入や育
児用品の等の消耗品の補充などの整備はできている。
・勤務や帳票、カルテの電子化の整備が徐々になされてきてお
り、環境の整備が進行している。
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2.産学協同研究成果の対外的な
PR促進。

2.産学協同研究成果の対外
的なPR促進。

3.地域社会との連携によるPR促
進。

3.地域社会との連携による
PR促進。

4.特別教授制度による先端研究
導入。

4.特別教授制度による先端
研究導入。

5.国際交流グローバル化推進。 5.国際交流グローバル化推
進。

【計画24-4】㋐
産学協同体制の構築によるブラ
ンド力向上プロジェクトの推進
を図る。

「評価指標」
・ブランド力向上プロジェクト
の推進状況

「評価指標」
・ブランド力向上プロジェ
クトの推進状況

1-5.卒業生との交流を図り、卒業生が産後ケア事業に従事してく
れるようになってきている。
・産学協同研究成果の対外的なPR促進については、取り組んでは
いるが達成には至っていない。
・育児クラスや個別相談、集団教育などに取り組み、品川区と連
携しパンフレット配布等の広報活動も実施している。
・国際交流グローバル化推進については、取り組んではいるが達
成には至っていない。
・学会参加やシンポジウム開催、専門誌に投稿するなど、事業の
紹介や広報活動を実施している。そのことにより、助産学専攻科
や大学院などの受験に繋がっている。

1-5.卒業生との交流を図ったことで、産後ケア事業に従事してく
れるようになってきた。
・産学共同研究成果の対外的なPR効果の促進については、取り組
んではいるが、目標達成には至っていない。
・育児クラスや個別相談、集団教育などに取り組み、品川区と連
携し、広報活動している。
・国際交流グローバル化推進については、目標達成には至ってい
ない。電話相談や訪問型では、品川在住の外国籍の方や海外から
の電話相談（日本国籍）が稀にあり、対応している。
・学会産科やシンポジウム開催、専門誌に投稿するなど事業紹介
や広報活動を実施している。そのことにより、本学助産学専攻科
や大学院への受験に繋がっている。

「計画達成のための方策」
産学協同体制の構築によるブラ
ンド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化による
PR効果の促進。

Ⅲ
【年度計画24-4】
産学協同体制の構築による
ブランド力向上を図る。
1.卒業生との交流活性化に
よるPR効果の促進。

Ⅲ

〇学長戦略本部等
【計画25-1】㋐(総合研究所)
健康情報基盤研究ユニット
（TIS）、ヘルスシステムデザ
イン研究ユニット（ビーン
ズ）、教育DX研究ユニット（文
科省補助）の三本柱となる研究
ユニットを立ち上げる。
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「評価指標」
・3つの各研究ユニットの設置
状況、研究成果の状況

「評価指標」
・3つの各研究ユニットの設
置状況、研究成果の状況

「評価指標」
・「ジャックと豆の木ワー
クショップ」の開催状況、
研究成果の状況
・京急サービス社とのコラ
ボイベント、共同事業の実
施状況

・コミュニティ連携ユニットにおいては、京急サービス株式会社
との連携に基づく健康イベントに延べ3日間参加した。この活動
を、2026年度は「ボランティア活動」の単位科目に発展させるこ
とを目指して、同社との協議等を進めた。

「評価指標」
・「ジャックと豆の木ワーク
ショップ」の開催状況、研究成
果の状況

・ジャックと豆の木ワークショップについては、本学と産学連携
協定を締結している株式会社ケアコムの支援を受け、6月1～2日
の2日間、群馬県内の同社工場において開催した。参加学生数は8
名であった。
本行事では、群馬県内にベトナム人労働者が多いことから、同社
とも良好な関係にある「日越ぐんま友好協会」の山本会長の協力
を得て、異文化交流も行った。このご縁がさらに広がり、同協会
からのご紹介でメコン大学（ベトナム語：クーロン大学）から提
携のご依頼をいただき、9月には在日ベトナム社会主義共和国大
使館において、両校学長の出席、及び臨時代理大使お立合いのも
とで予備的MOUの締結に至った。
今後、単発的なイベントに留まらず、単位互換などより幅広い提
携に向けた検討を進めていく。
・京急サービス社との連携については、【年度計画25-1】に記載
済み。

・健康情報基盤研究ユニットについては、助成元企業との契約期
間の満了に伴い、活動を締めくくる活動に専念した。
・教育DX研究ユニットについては、「教育」の冠を外してDX研究
ユニットとして幅広く活動した。とくに京急サービス社との連携
により横須賀市の健康・スポーツ行事に延べ3日間参加し、各日
とも100名以上の参加者を集めた。同活動は、地域住民の健康状
態を可視化する意味でDX的な要素もあるが、デジタル手段に限ら
ず幅広く地域の企業等を産学連携を考える方が建設的ともいえ
る。これらを踏まえて両ユニットを再編統合し、令和7年度から
は「コミュニティ連携研究ユニット」として再出発することとし
た。
・ヘルスシステムデザイン研究ユニットにおいては、「看護DX実
践ガイド」の刊行を支援するほか、国際学会での学生の発表2件
を支援した。

「計画達成のための方策」
学生有志と教職員の研究共創行
事である「ジャックと豆の木
ワークショップ」で生まれたア
イディアに基づく研究から研究
成果（論文・書籍・知的財産
等）が生まれ、その成果を授業
に還元する。

Ⅳ
【年度計画25-2】
・「ジャックと豆の木ワー
クショップ」を継続し、そ
こで生まれたアイディアを
還元し、研究プロジェクト
などの立ち上げを検討す
る。また、成果の一部を授
業に還元する方法を検討す
る。
・令和5年度よりスタートし
た京急サービス(株)との提
携による各種の共同イベン
トや研究を推進する。

Ⅳ

「計画達成のための方策」
すべての学部・学科の教員が関
与する形で、 3つの各研究ユ
ニットによる研究成果（論文・
書籍・知的財産等）が生まれ、
その成果を授業に還元する。

Ⅳ
【年度計画25-1】
3つの研究ユニットで、研究
計画に基づき研究活動を行
う。

Ⅳ ・研究ユニットを2つに集約することで、ユニット間の連携をし
やすい環境となった。
・ヘルスシステムデザイン研究ユニットの活動を通じて、働き方
改革やAI活用に関する英語論文を、6件掲載できた。また、一般
社団法人日本アジア医療福祉教育研究所とのMOUを締結し、同研
究所を経由してベトナムの人材育成に関する受託研究を獲得でき
た。

【計画25-2】㋐(総合研究所)
ヘルスシステムデザイン研究ユ
ニットの主管により、学生を巻
き込んだ研究共創行事として
「ジャックと豆の木ワーク
ショップ」を推進する。
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【計画25-3】㋐(総合研究所)
教育ＤＸ研究ユニットの主管に
より、高校教員、大学教員がと
もに教育ＤＸを学ぶ場としてオ
ンラインシンポジウムを開催す
る。

【計画25-4】㋐(総合研究所)
健康情報基盤研究ユニットの主
管により、萌芽的研究に対する
学内助成活動を推進する。

「評価指標」
・学内助成活動による研究成果
や社会活動からの研究成果の状
況

「評価指標」
・教育方法の改善状況
・セミナー等の開催状況

・総合研究所の活動を活性化させるため、教育DX教育ユニットは
2024年度末をもって他ユニットに統合した。

Ⅳ
「計画達成のための方策」
学内助成活動による研究成果や
社会活動から、研究成果（論
文・書籍・知的財産等）が生ま
れ、その成果を授業に還元す
る。

Ⅱ
【年度計画25-4】
健康情報基盤研究ユニット
において、大学が社会的・
技術的変化に適切に対応で
きるよう、教育方法の改善
等を行うとともに、セミ
ナー等の開催を通じ学内へ
の情報発信を行う。

・「アジアとともに歩む一歩先の医療保健」懸賞論文を公募し、
課題図書贈呈の応募が7件、課題図書に基づく論文投稿が2件あっ
た。いずれも海外で発表するのに相応しい内容と判断し、2025年
9月に受賞者3名（共著者を含む）がメコン大学保健科学部におい
て英語プレゼンを行った。発表内容については、メコン大学学長
から表彰された。

・さらなる産学連携の推進については、2024年12月に学研グルー
プとの連携推進協定を締結し、新たな活動の可能性を模索するこ
ととした。また、メコン大学など海外との提携が増えていること
も踏まえ、インテグリティに関する規程整備を行い、科研費説明
会に併せて学内周知を行った。なお、同大学との連携について
は、シンクタンクを通じた受託研究契約の調整・準備等を行っ
た。
本年度はこうした体制整備に注力しており、個別の活動成果を得
るには至っていないが、2025年度以降には、これらの提携関係を
活かして積極的な活動を行ってまいりたい。

「計画達成のための方策」
DX演習科目における授業満足度
及びICEモデルによる自己評価
が、DX以前よりも20%以上向上
する。
「評価指標」
・DX演習科目における授業満足
度及びICEモデルによる自己評
価の状況

Ⅲ
【年度計画25-3】
教育ＤＸ研究ユニットで
は、「令和7年度入学者向け
入学前プログラム」の実施
に対応するため、「学修成
果の把握・可視化となるＤ
Ｘによる全学的評価指標」
の検討及び計画案をＩＲ推
進室と連携して策定する。
「評価指標」
・上記計画案の策定と計画
案の報告書提出状況
・関連部署との検討会の開
催や外部有識者等からの意
見聴取の状況

―・ICEモデルについては一段落したため、当初の趣旨にそって
「産業DXユニット」の実績を正規授業に落とし込む作業に専念し
た。その結果、株式会社ケアコムとの協定書に基づく「インター
ンシップ（企業）」を開講し、14日間の実習を行うことができ
た。
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【計画25-5】㋐(ＩＲ推進室)
IR推進室として、中期目標・計
画やアクションプランに基づく
諸活動について点検評価を行う
際、定量データに基づく評価・
分析、情報の共有を行い、引き
続き「全学的な見える化」を推
進する。

「評価指標」
・学生の学修に関する実態調査
アンケートの回答率（継続）
90%
・授業評価アンケートの回答率
（継続）90%
・分析結果に対する感想や意見
の件数　年10件

Ⅱ
【年度計画25-5】
1.授業や学生生活など教学
の根幹に関わる事項につい
て横断的な情報収集・分析
を行うことにより、「全学
的な見える化」を推進す
る。

「評価指標」
・学生の学修に関する実態
調査アンケートの回答率
（継続）90%
・授業評価アンケートの回
答率（継続）90%
・分析結果に対する感想や
意見の件数　年10件

1.学生の学修に関する実態調査アンケートの回答率は79.6%、授
業評価アンケートの回答率は72.7％であった。特に回収率の悪い
学部には、その旨の説明と回収率向上のための具体的な対応策を
考えるように指示した。
・分析結果についての感想や意見について、IR推進室運営会議
で、各キャンパスの状況を情報収集するとともに、FormsにてIR
推進室会議メンバーならびに各学部からのデータを「教学改善及
び学修成果の可視化：IR推進室　運営会議　2024.11.22】として
収集した。意見としては10件、データ指標の提案は12件あった。
・また、「医療保健学研究科修了生による3P（DP/CP/AP）に対す
る修了後評価 -2019年度から2023年度の医療保健学研究科の現
状・課題- 」の報告を受け、教育改善事例として公表を実施し
た。

具体的には、学生の学修に関する実態把握として、令和7年度全
国学生調査の結果を学部・学科別、学年別に集計し、回答者
1,207名、回答率94.5％のデータをもとに、授業方法、学修行
動、身に付いた知識・能力、成長実感等を横断的に分析した。
 また、2025年度新入生プレイスメントテストについては、英
語・数学・国語及び総合得点の記述統計を算出し、入学時点の基
礎学力や学科・専攻別の特徴を可視化した。さらに、卒業生アン
ケート及び卒業生就職先アンケートを分析し、卒業後の進路、教
育理念の理解・達成状況、就職先から見た本学卒業生の資質・能
力等を把握した。
令和7年度は、授業評価アンケートを教学の根幹に関わる横断的
データとして位置づけ、IR推進室において学部計、大学院・専攻
科計、各学部・研究科・専攻科別にQ1〜Q18を集計・分析した。
2025年度からは設問項目を見直し、DPに基づく学修目標、授業方
法、成績評価、フィードバック、学生自身の学修行動、教員の授
業運営等を把握できる構成とした。 結果では、学部計の肯定的
回答割合は、授業計画に関する説明91.9％、総合評価91.4％、学
生自身の学修行動85.1％、教員について88.6％であり、授業設計
や学修目標の説明は概ね高く評価された。一方、シラバス確認や
事前・事後学修等の学生自身の学修行動には改善余地が示され
た。 分析結果は全学教務委員会及び内部質保証推進会議で共有
し、各学部のFD、シラバス点検、授業改善に活用する基礎資料と
して整備した。
評価区分は「Ⅲ：年度計画を概ね達成している」と判断する。

「計画達成のための方策」
1.授業や学生生活など教学の根
幹に関わる事項について横断的
な情報収集・分析を行うことに
より、「全学的な見える化」を
推進する。

Ⅲ

IR推進室では、中期目標・計画及びアクションプランに基づく諸
活動の点検・評価に資するため、学長戦略本部と連携し、教学に
関する定量データの収集・分析及び情報共有を継続的に実施し
た。
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Ⅲ2.高等教育に求められる役割が
変化している情勢を十分に踏ま
え、学修成果の可視化を図る基
盤を整備する。

2.高等教育に求められる役
割が変化している情勢を十
分に踏まえ、学修成果の可
視化を図る基盤を整備す
る。

Ⅲ2.「大学全体レベル・学位プログラムレベル・授業科目レベル」
のアセスメント・プランのCP評価の一つである「授業評価アン
ケート」の項目が正しくCP評価につながるような項目になってい
ないことについて、学長戦略本部にて議論した。その結果、「教
学マネジメント・チェックリスト」に基づき、それぞれのレベル
にて正しく評価が可能なように対応させ、項目を修正した。ま
た、教員評価制度と紐づけられるように項目の1-10は教員の資
質・能力の測定指標として明確に記載し、報告した。また、学修
成果を可視化するデータ基盤の整備の一つとした。
・アセスメント・プランのAP評価である「入学前教育」「プレイ
スメントテスト」がこれまで、学位プログラムレベルごとで統一
されていなかった課題に対して、令和６年度は全学統一とするこ
とを学長戦略本部にて、決定した。令和６年度の１２－２月に入
学前教育を実施し、その結果は、内部質保証会議にて報告した。
また、プレイスメントテストは令和7年4月1,2日に全学で統一実
施できるように調整・企画し、学修成果の可視化のデータ基盤整
備を行った。
・その他結果も実施し、学部長等会議・内部質保証会議で報告し
た。令和6年度のディプロマサプリメント含め、全体結果は、令
和7年度にIR年報として発行できるよう作成中である。ディプロ
マサプリメントの分析結果は、IR年報を通じて学内にフィード
バックできた。他大学IR推進室との交流を実施し、医療系大学と
意見交換を行うことができた。
・高等教育関係団体や他大学からの情報収集は、引き続きメール
配信やHPから行った。特に、「中教審第255号我が国の「知の総
和」向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」によ
る新たな認証評価に関する情報収集に努め、全学教務委員会等を
通して情報提供を実施した。
・第56回医学教育学会「第6回医療系IR友の会ミーティング～あ
なたのIR活動、未来に繋がっていますか？」などに参加し、意見
交換を行った。

令和7年度は、IR推進室において実施した情報分析の結果を学内
外に還元し、教育改善及び大学運営の活性化につなげる取組を推
進した。
アセスメント・プランに基づく学修成果の定量的評価指標（ディ
プロマ・サプリメント）へ現在分析実施中であり、分析結果の報
告とHP公表ができるように進めている。

広報媒体の発行については、IR Newsを2回発行し、大学ホーム
ページに掲載した。IR Newsでは、学生の学修状況、教育改善に
資するデータ、大学の強みや特色が伝わる内容を整理し、学内構
成員だけでなく、受験生、保護者、地域社会等にも本学の取組が
分かるよう情報発信を行った。これにより、IR分析結果を単なる
内部資料にとどめず、大学の教育改善及び情報公表に接続するこ
とができた。

学生向け広報媒体についても、学生の学修や成長に関わる情報を
分かりやすく還元する観点から、IR News等を活用し、学生にも
理解しやすい内容・表現での発信を行った。今後は、学生が自ら
の学修成果や大学での学びを振り返ることができるよう、学生向
けの情報提供の方法をさらに検討する必要がある。

高等教育関係団体や他大学からの情報収集については、IR研修や
交流会の参加、関西医療大学との情報交換を行った。また、「新
たな認証評価への対応」として、教育・学習の質向上に向けた新
たな評価の在り方ワーキンググループの第１－１０回までのタイ
ムリーに情報収集し、全学教務委員会ならびに学部長等会議で情
報共有した。

年度計画は概ね達成していると考えられるため、評価区分は
「Ⅲ：年度計画を概ね達成している」と判断する。
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「評価指標」
・広報媒体の発行件数（IR
News・IR年報の刊行）年2回
・学生向け広報媒体の発行
件数　年2回
・研究業績に関する分析の
検討（新規）

【計画26】【計画2の再掲】
(学長戦略本部・企画部)
教育の質保証の観点から、毎年
度定期的に自己点検・評価及び
検証を行い、その結果について
外部評価を実施し公表する。ま
た、学長直轄の学長戦略本部を
中心に、より適切なものとなる
よう外部評価結果等を踏まえ、
教育課程及び教育方法等の改
善・充実を図る。

3.令和6年度は学長戦略本部にて、IR推進室からのデータ分析結
果の還元について、議論した。その結果、IR推進室から公表され
るデータが教職員・学生・そして社会に分かりやすい形での還元
（情報公表）が実施できていないのではないかという課題が挙げ
られた。そこで、IR推進室にて、IR推進室のHPの開設を行った。
IR推進室のHPを作成し、データ公表できる体制を構築した。ま
た、IR年報の作成を行い、全学教職員にIR年報を発信するととも
に、IR推進室HPでの情報公表を行った。

3.活力あふれる大学づくりを推
進するため、情報分析の結果を
積極的に還元する。

Ⅲ 3.活力あふれる大学づくり
を推進するため、情報分析
の結果を積極的に還元す
る。

Ⅳ 令和6年度開設したIR推進室HPを定期的に更新し、情報公表を進
めている。IR　NEWSに関しても、随時更新している。

研究業績に関する分析については、新規の検討事項として位置づ
け、教育IRに加えて研究IRの観点から、今後どのようなデータを
収集・分析し、大学の強みや研究活動の可視化に活用できるかに
ついて検討を開始した。総務人事部と協働し、専任教員の研究業
績の分析をするための「ティーチングポートフォリオに基づく教
員評価」を開始した。ティーチングポートフォリオの作成、大学
HPでの研究業績の公表、Research mapでの研究業績の公表の仕組
みを再構築し、実施した。これにより分析が可能な仕組みを整え
た。
以上により、IR Newsの年2回発行及びホームページ掲載を通じ
て、情報分析の結果を積極的に還元する取組を実施した。また、
研究業績分析（新規）についても、分析をするための基盤を整え
ており、今後の分析とさらに充実につなげることができる。
年度計画は概ね達成していると考えられるため、評価区分は
「Ⅲ：年度計画を概ね達成している」と判断する。

「評価指標」
・アセスメント・プランに
基づく学修成果の定量的評
価指標（ディプロマ・サプ
リメント）分析結果の報告
件数（新規）　年2回
・学修成果を可視化するた
めのデータ基盤整備＜キャ
ンパス・プラン整備＞（継
続）
・高等教育関係団体や他大
学からの情報収集（継続）
・他大学研修会や高等教育
に関する学会・研究会にお
ける活動報告件数　年2回

「評価指標」
・広報媒体の発行件数（IR
News・IR年報の刊行）年2回
・学生向け広報媒体の発行件数
年2回
・研究業績に関する分析の検討
（新規）

「評価指標」
・アセスメント・プランに基づ
く学修成果の定量的評価指標
（ディプロマ・サプリメント）
分析結果の報告件数（新規）
年2回
・学修成果を可視化するための
データ基盤整備＜キャンパス・
プラン整備＞（継続）
・高等教育関係団体や他大学か
らの情報収集（継続）
・他大学研修会や高等教育に関
する学会・研究会における活動
報告件数　年2回
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「計画達成のための方策」
学長直轄の学長戦略本部を中心
に、全学的な教学マネジメント
システムを構築するとともに、
「教学マネジメントチェックリ
スト(仮称)」を運用し、「大学
全体レベル」、「学位プログラ
ムレベル」、「授業科目レベ
ル」毎に自己点検・評価及び検
証等を行いながら、内部質保証
システムのPDCAサイクルを構築
する。

Ⅳ
【年度計画26】
学長直轄の学長戦略本部を
中心に、全学的な教学マネ
ジメントシステムを構築す
るとともに、「教学マネジ
メントチェックリスト(仮
称)」を運用し、「大学全体
レベル」、「学位プログラ
ムレベル」、「授業科目レ
ベル」毎に自己点検・評価
及び検証等を行いながら、
内部質保証システムのPDCA
サイクルを構築する。

Ⅳ

「評価指標」
・「教学マネジメントチェック
リスト(仮称)」の作成及び活用
した自己点検・評価及び検証等
の実施状況

「評価指標」
・「教学マネジメント
チェックリスト(仮称)」の
作成及び活用した自己点
検・評価及び検証等の実施
状況

・「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセスメントプラ
ン」に基づき、本学が定める3つのポリシーに基づいて教育課程
等が有効に機能しているか等を「大学全体レベル」、「学位プロ
グラムレベル」、「授業科目レベル」ごとに点検・評価を実施し
たが、そのうち、「大学全体レベル」での結果を「令和5年度点
検・評価」として取りまとめ、「全学自己点検・評価委員会」で
検証し学長に報告した。さらに令和6年7月10日開催の「内部質保
証推進会議」では「全学自己点検・評価委員会」の点検・評価結
果を基に更に全学的見地から評価を行い、その後同日開催の「大
学経営会議」に報告し、速やかにウェブサイトにて公表を行っ
た。
・「令和5年度点検・評価」結果を取りまとめた後、学長からの
指示に基づき、各部局等の取り組みについて具体の改善策等を
「令和6年度教学マネジメントチェックリスト及びアセスメント
プラン点検・評価報告書」として報告することとした結果、各学
科対応分については令和7年1月15日開催の「内部質保証推進会
議」にて、全学委員会対応分については令和7年2月19日開催の
「内部質保証推進会議」にて、それぞれ報告・承認された。これ
らの取り組みによりPDCAサイクルを機能させ、本学の内部質保証
システムの確立に努めた。

・令和6年度「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセス
メントプラン」に係る点検・評価については、令和5年度の点
検・評価結果に基づき「学長が改善等が必要と判断した事項等」
について令和6年度中に点検・評価を実施済みである。
・令和7年度「教学マネジメントチェックリスト」及び「アセス
メントプラン」に係る点検・評価については、令和7年12月3日開
催の「内部質保証推進会議」及び「大学経営会議」において、
「令和7年度における自己点検・評価報告書作成要領」により、
令和6年度は令和5年度の点検・評価結果に基づき「学長が改善等
が必要と判断した事項等」について点検・評価を実施したが、令
和7年度も引き続き当該事項についての点検評価等を実施するこ
ととして、各学部・学科、研究科、担当事務部等においては「点
検・評価報告書別紙様式1」について、全学教務委員会・全学
FD・SD委員会は「点検・評価報告書別紙様式2」について、それ
ぞれ点検・評価した上で令和8年3月末までに提出することとし
た。
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